




読書指導の基本問題（1）＊

「読むこと」について
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一読みの意味

　1．従来考えられてきた読みの意味

　r読みの意味」については，これまでいろいろな考え

方があった。国語教育の世界では，　r文章に書かれてい

ることを正しく理解すること，書かれている内容を鑑賞

すること」という考え方が長い間支配的であった。そし

て，書き手（文章）は絶対者的な存在として読み手に対

し，読み手は書かれていることをいかにして正しく理解

し味わうかということに，指導の重点が置かれていたの

である。明治時代の訓話注釈に重点を置いた指導も，大

正から昭和にかけての教材研究的な方法に重点をおいた

指導も，この考え方に立っていた。

　一方においては，もっと進んだ考え方も存在した。垣

内松三は，名著r国語の力』で，

　　rもし我々の読方が文字を視て精しく考へることか

　　ら，我々自身を高めることでなければ，読むことは

　　個性を生ひ立たすことでもなく，文化を深めること

　　にもなり得ないであろう。同書（4ぺ一ジ）」

と述べている。まことに卓見である。　r自己を読む」を

力説した芦田恵之助の考えもその根本においては，たい

へん優れている。しかし，この優れた考えは，国語教育

の現場では，長い間生かされなかった。垣内松三自身

が，r読方の目的は読む方法を辮へそれを精練すること
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である（同書59ぺ一ジ）」と言っているし，芦田恵之助

も，

　　r読み方教授は自己を読ませるのが目的である。自

　　己を読むとは他人の文章によって，種々の思想を自

　　己の内界に画き，未知の真理を発見しては之を喜

　　び，悲哀の事実には同情の涙をそそぎ，かくして自

　　己の覚醒せらるるを楽しむ義である。（r読み方教授』

　65ぺ一ジ）」

とっ言ている。両者とも，読み手の主体的な思想活動に

ついては，積極的な発言がない。前者には読解指導的な

方向性があるし，後者には消極的な鑑賞指導的な方向性

がうかがえる。いずれも，読み手よりも書かれた文章に

比重が置かれていたのである。

　このことは，当時の国語教科書教材のあり方と大きな

関係がある。学習者にとって難解過ぎる教材文に対して

は，どうしても解釈する作業の比重が大きくなる。ま

た，文章そのものの内容的な高さが，文章と読み手との

関係を一種の主従的な関係に置かざるを得なかったので

ある。昭和前期の石山修平のr通読・精読・味読」論も

西尾実のr主題・構想・叙述」論も，この傾向に拍車を

かける役割を果したのである。

　このような読みの指導が，国語教育の前進を遅らせて

いる現実をはっきりと自覚しなくては，これからの読み

の指導はつまらないものになってしまうだろう。

　戦後，国語教科書教材のあり方が根本的に変わったの

に，もし旧態依然たる指導方法が実施されるとしたら，

これは大きな問題である。あくまでも，読み手を主体と
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した学習方法を実施していかなくては，読むことを嫌う

人間や・学習意欲のない人間ばかりを育てることになり

かねない。

　2．　現在の一般的な読みの意味

　現行のr玉川児童百科大辞典』の国語編のr読むとい

うこと」という項目には，

　　r読むということは，文字によって表現された一つ

　　のまとまりである文章や作品を目で見て理解するこ

　　とである。ただ読むだけでなく，書かれていること

　　の意味を読んでわかることが必要である。それで，

　　＜読解＞ともいわれている。

　　　読むという語は，文字を見て理解するというよう

　　に使われるほか，文字を声に出して音声化すること

　　にも使われる。

　　　しかし，ここでは璽璽読む”ということを，文章や

　　作品の理解ということにする。そして・文章や作品

　　が読み手に伝えようとしている内容を，できるだけ

　　正しくつかんでいくことである（同書53ぺ一ジ）」

とある。文字を音声化することは，r言海』の，r呼ぶ」

からr読む」がきたのではないかという記述からうなず

けることである。しかし，　r文章や作品の理解」だけに

r読むこと」を限定しているのはうなずけない。前近代

的な幼稚な考え方そのままであるといってよいと思う。

　一方，岩波書店発行のr広辞苑』には，　rよみ」の意

味として

　①読むこと。読みかた。また，読む人。

　②　漢字を国語にあててよむこと。

　③読点（とうてん）。

　④囲碁・将棋などで，今後の手順・変化を考えるこ

　　と。

　⑤転じて，物事の真相やなりゆき，人の心中などに

　　対する洞察力。　r一の深いやり方」

とある。①は，文章を読みとることで，これまでのr読

みの意味」の中核をなしてきたものである。④は，これ

まであまり取り上げられてこなかったけれども，大切な

内容を含んでいる。⑤は，昭和44年に発行された第二版

に付け加えられたものであり，それまでの第一版にはな

かったのである。r洞察力」は④とも大きな関連を持っ

が，第一版が出てからわずか十数年で，このような付け

加えがあった事情は，編集担当者に直接聞かなくては不

明だが，たいへんおもしろいことだと思う。この十数年

の間に，rよみ」についての考え方が深まってきている

ことを端的に示していると考えてよいだろう。

　輿水実は，『国語教育用語辞典』で，　r読み」の意味

について，

　　r最広義では物事の意味を知ること。記号に対する

　　反応，特に文字・文章の読みは，rことば」の知覚

　　を基礎として，考えること，想像すること，推理す

　　ること，問題を解決すること，判断すること，評価

　　することなどをふくむ。（同書225ぺ一ジ）」

と言っている。この中には，単なるr理解すること，解

釈すること」は，ことばとしては出されていない。ここ

では，もっと深い根本的な意味で書かれているのであ

り，注目すべき内容である。

　3．私の考えるr読みの意味」

　子どもたちがじゃんけんするようすをじっくり観察す

ると，おもしろいことに気が付く。子どもにとって重大

な決定をするときのじゃんけんは，その前に自分の気持

ちを静めて，相手のようすをじろりと見すえて，その上

で，じっくりと自分の態度を決めてから，じゃんけんが

始まる。この間に行なわれる行動は，すべてr読みの活

動」である。

　私はときどき囲碁をたしなむが，私の囲碁における一

手一手についてのr読み」を分析的に考えてみる。

　①　次に自分はどういう手を打ったらよいか考える。

　　（次の手に対する読み）

　②　この手に対して相手がどういう反応を示すか考え

　　る。　（相手に対する読み）

　③この手が次にどのように展開し，発展して，囲碁

　　全体の中でどのような意味を持つか考える。　（大局

　　に対する読み）

　④自分の心理状態と相手の心理状態・周囲の条件や
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　　　　　　時間的条件などについて考える。　（心理面に対する

O　　　　　読み）

　　　　　いちおう四つの過程に分けたが，それぞれが複雑に作

　　　　用し合って，いくつもの手を考え，その結果やっと一つ

　　　　の手が決まる。これらの読みには，　r想像・推理・判断

　　〆　　・評価」などがいつもつきまとうが，このような複雑な

　　　　読みの結果が，よい手であるかは疑問な場合が多い。

　　　　　私自身，ざる碁であるから，囲碁の専門家の読みはも

　　　　っと複雑で深いものだろうと思う。囲碁の初心者は，①一

　　　　②の段階だけでやめてしまう。これは，読みが浅い証拠

　　　　である。これと同様なことが，文章を読む場合にも当然

　　　　言えるだろう。子どもの読みの内容とおとなの読みの内
，

　　　　容を比較してみれば，明らかなことである。

　　　　　このことは，囲碁のような勝負事だけでなく，人間関

鋤　　　係においても，当然必要なことである。たとえば，恋愛

　　　　的な感情で交際しようとする時を想像してみても，きわ

　　　　めて明白なことである。　r読み」は，人間にとってもっ

　　　　とも基本的な性質のものであり，読み手自身の思考と判

　　　　断にもとづいた行動を決定づけていく。　r読み」によっ

　　　　て人間はより確かな行動をするようになるし，大きく成

　　　　長していく。このようなr読み」は，行動そのものであ

　　　　るとさえいってよいだろう。

　　　　　　r文章の読み」も根本的には同じことがいえる。だか

　　　　ら，文章の文字づらを表面的に理解する程度の読みは，

　　　　　r読み」としてはきわめて低次元のものであり，初歩的

　　　　で未熟なものであって，先にあげた囲碁の読みにおける

　　　　①②の程度のものにしかすぎない。

　　　　　ところが，現実の児童や生徒には，このような力が十

　　　　分には身についていないために，　r読みの指導」を重点

　　　　的に実施することが必要になってくるのだ。

　　　　　読みによる主体的な行動は，当然読み手の人間的な成

　　　　長としての自己変革を促すことになる。読むという作業

9　　　は，表面的には文章に書かれた内容を読み取ることであ

　　　　　るが，それを内面的につきつめていくと，自分自身をど

　　　　のように変革させ，人間的に成長させていくかというこ
o
　　　　とになる。このことを徹底させなければ，ほんとうの

　　　　　　　　　　　　　読書指導の基本問題（1）

r読み」の活動は達成されないのである。この指導は，

すべての教師が心がけるべきであるが，特に国語科の教

師にとっては，もっとも大切な本質的な指導であること

を忘れてはならない。

二　読みの過程の分析

　r読み」の過程の分析については，かなり以前から，

いろいろの人の説や発言があった。それらを整理して，

私は次の五つの過程にまとめている。論を進めるにあた

って，できるだけ具体的に述べるために，太宰治のr走

れメロス』を例にあげることにする。

　1．文字や語句を認知する過程

　文章を読み進めていくにあたって，最初にする作業

は，ひとっひとつの文字や記号を認知する過程である。

それぞれの文字や記号を見て，これまで身につけた文字

力や語い力などを念頭に置きながら，それぞれの文字や

記号を客観的に判断して決めていく段階である。ここで

は，読み手の眼球運動とその停留の状態，視覚神経から

視覚中枢に伝達し，文字を文字として判断する活動が行

なわれる。

　文字や記号を認知する働きは，知覚作用であり，一つ

一つの概念をはっきりさせていく活動であって，あまり

思考を伴わない活動である。rあまり」というのは，漢

語句の意味をとらえるのに，多少複雑な認知の過程を通

過しなければならない場合があるからである。この場合

には，どうしても多少の思考活動を伴うことになる。

　　　メロスは激怒した。必ず，かの邪智暴虐の王を除

　　かなければならぬと決意した。

　これは，r走れメロス』の冒頭の文章である。中学生

がこの文章に接して，読み手が最初に意識することば．

は，rメロス」とr激怒」である。　rメ5ロ・ス」とい

う三つのカタカナの文字から，この作品の主人公メロス

であることを判断する。続いて，r激・怒」という二っ

の漢字に注目レ・その意味内容を考える6　r激怒」とい

うことばは，あまり二般的ではないから，瞬間的には判

断しかねるが，r激」からrはげしい」，r怒」からrお
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こる」という意味を連想し，r激しく怒ることだ」と決

める。そうすることによって，rメロスは激怒した。」の

ひとつひとつの文字と意味内容を把握するのである。

　次に，　r邪智暴虐」の四つの漢字に注目するが，瞬間

的には，意味内容がほとんどつかめない。しばらく迷っ

たあげく，r邪智暴虐」の意味を考えることをあきら

めるか，　r邪・暴」の二つの漢字から漠然とr良くない

ことだ」という程度の判断をくだして，そこを通過する

だろう。そして，r王を除かねばならぬ」とr決意した」

の文字集団からその意味を判断し，ひとつひとつの文字

を，支字として確認し，単語として認定していく。

　以上の分析は，中学二年の標準的な段階の読み手を例

に上げた。読む力は，個人によって異なるから，どこで

眼球運動が停留し，どの文字をきっかけにして，その意

味内容を把握するか一定していないが，おおよそ一一般的

には，上の例のようになると考えてよいだろう。

　日本語の文章は，漢字による語句がかなり重要な位置

を占めているので，その文の中にある漢語の意味がわか

らないと，一つ一つの文字を認知するわけにはいかな

い。読み手の頭の中では，眼球運動によって一つ一つの

文字を追うのと同時に，文字集団である単語をとらえ

る。この二つの作業が関連し合って，その結果として，

それぞれの表現が読み手に認知されるのである。

　この過程においては，読み手がこれまでに蓄積した文

字力や語い力が大きく働くので，これらの力がどれだけ

蓄積されているかによって，読む速さや認知する内容の

確かさが異ってくる。

　2．文章の表現内容を理解する過程

　一つ一つの文字や単語を，読み手自身が納得のいくも

4）として判断し認知する作業が一段落すると，今度は，

一つの文の意味内容を考え，その結果，判断をくだし，

その次の文との関係を考えていく。さらに，一つ一つの

段落に書かれている内容を理解し，それを文章全体に及

ぼしていくのである。

　この過程は，従来の国語教育の読みの指導において，

もっとも重視されてきた読解作業の過程である。読み手

が文章を理解する上で，いちばん時間がかかり，労力を

要する。読書活動においても，この段階での読み手の活』

動はきわめて重要であり，この読解作業をないがしろに

すると，その後の活動が内容の伴わないものになってし

まう。

　読書指導においては，これから先の過程が指導の中心

となるから，この過程の指導は，読書指導以前の課題と

して，読解指導の場で十分に指導を加えておく必要があ

る。義務教育9年間の間に，国語科の読みの指導に費さ

れる時間は非常に多く，読解指導に当てられる時間もた．

くさんあるわけだから，その中で計画的に積み上げてい

けば，かなりの読解力がつくはずである。この場合，局

一の教材で読解指導と読書指導を両方とも重点的に実施

するわけではないから，日常の読解指導による読解力が

いかに効果的に転移するかということが問題なのだ。

　しかし，読解指導ばかりを徹底したとしても，教科書

教材と，児童・生徒が取り組む読書材とでは，かなりへ

だたりがあるから，教科書教材で学習したことが，そっ

くり読書活動に役立つとは限らない。特に，長い文章を

読み取って，その意味内容を全体的につかむ力は，教科

書学習においては身につきにくい。従って，読書指導に

おいても，作品全体の意味内容を正しく速くつかむ力を

根気強く養っていかなければならないだろう。

　r表現内容を理解する過程」を効果的に通過させるた

めには，あらすじをつかむ力・段落相互の関係をつかむ

力・要点をつかんだり要約する力・作者の意図や作品の

主題をつかむ力などの読解技能を十分に身につけさせて

おかなくてはならない。

　3・文章の内容を感情的に判断する過程

　文章に書かれていることを理解する活動が一段落する

と，その文章全体について，読み手の感動や学び取った

知識や疑問な点や反発したい点などを一つ一つ取り上げ

て，それぞれについて読み手自身の判断をくだす活動が

始まる。

　1と2の過程は，どうしても書かれている文章のほう

が，読み手よりも強い立場にあたるために，読み手は受
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動的な立場に置かれていた。表現を認知して理解する活

動においては，読み手が文章を離れることは許されな

い。そのために，思考作用よりも知覚作用に大きな比重

がかけられていたが，この過程になると，思考作用が強

くなり，読み手と文章との関係は逆転し，読み手は思う

存分に自己の思考活動を展開するようになる。

　先に例に引いたr走れメロ’ス』の中で，メロスが妹の

結婚式を済ませて帰る途中，山賊と格闘し，疲れきって

倒れて寝てしまう部分がある。眠りに落ちながらメロス

の心は自責の念にかられて，自分を嘆き苦しむ。その挙

句，次のようなことを考える。

　　　私は負けたのだ。だらしがない。笑ってくれ。王

　　は私に，ちょっとおくれてこい，と耳うちした。お

　　くれたら，身代りを殺して，私を助けてくれると約

　　束した。私は王の卑劣を憎んだ。けれども，今にな

　　ってみると，私は王の言うままになっている。私

　　は，おくれていくだろう。王は，ひとり合点して私

　　を笑い，そうしてこともなく私を放免するだろう。

　この部分に対する読み手の反応はいくつにも分れる。

rメロスはどうしたのだろう。はやく立ち直ってくれな

いかなあ。メロスがこのままつぶれてしまうはずがな

い。」と考える者もいる。rこれだけがんばったんだから

仕方ない。メロスも人間だし，スーパーマンではない。」

と考える者もいる。rもともとメロスは激しやすく自分

本位で，駄目な奴なんだ。」と考える者もいる。

　このような各人各様の考えは，それぞれ各人の思考作

用を伴っている。しかし，多分に感情的なものであり，

文章に書かれていることを正しく理解しないままに，瞬

間的な判断から出てくる場合が多い。読書活動において

は，このような感情的な受けとり方も大切なものの一つ

である。瞬間的な判断を養わせる指導も見落してはなら

ない。国語科の授業では，この面の指導がどうしても欠

けがちである。

　読み手自身が，読みとった内容について判断をくだす

のには，いくつかの段階がある。その出発点となるの

が，この感情的で瞬間的な判断なのである。この段階を

　　　　　　　　　　　　　漏書指導の基本問題（1）

経た後に，メロスが倒れてしまってから考え続けたこと

の全体的な把握の中で，先に引用した部分について検討

し，判断をくだす段階がくる。このような段階を一つ一

つ経過することによって，rメロスは駄目な奴なんだ。」

というような意見は解消されていくはずである。

　瞬間的な判断は，特定の部分だけによってもたらされ

る場合が多い。それをそのままにしておかないで，文章

全体との関係において，その部分がどういう関係にある

のか把握させることが必要であり，前後のつながりを有

機的にとらえさせる活動を通して，瞬間的な判断が，全

体的な見通しに立った価値のある判断に変わっていくの

である。瞬間的な判断が，文章に書かれている事柄によ

って正しく裏づけられ，証明されることによって，より

確かな読み手の判断に成長していくはずであり，この活

動を充実させることが，この過程における指導の中心に

ならなくてはならない。

　従来の国語教育においては，文章に書かれていること

を正しく読みとらせるためには，読み手は，無心に，忠

実に，文章理解に努めるべきであるという考え方が根強

く存在していた。このような考え方と，私がこれまで述

べてきた考え方とでは，正面から対立する。

　読み手がその文章に刺激されて，感動したり，反発し

たり，好き嫌いの感情をもつのは，読み手が文章に接し

た瞬間の出来事であり，瞬間的な判断であると，私は思

う。決して・文章をていねいに理解した後に生まれ出て

くるものではないのだ。

　このことは，パブロフの信号論r第二信号系理論」に

よって明らかにされている。人間の感情が具体的な事物

や出来事に刺激されて反応するのは第一次信号系であ

り，文章によって読み手の感情を刺激されるのは第二次

信号系である。書き手が文章に表わした第二次信号は，

書き手の全人的な思想や感情に裏づけられた第一次信

号に基づいており，読み手は自分の全人的な思想や感情

に裏づけられた第一次信号によってそれを受け止めるの

である。この場合，書き手と読み手のそれぞれの第一次

信号が対決し，反応し合って，その産物として読み手の
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判断がくだされるのである。

　書き手と読み手との対決については，私は，読み手と

作品との対話という形で考えている。このことについて

は，日本読書学会の『読書科学47・48合併号』に，　r読

書指導と鑑賞指導」60～56ぺ一ジ）の中で詳しく述べて

あるので参照していただきたい。

　4．読み手が理性的に行動する過程

　読みの活動の中心は，読み手が読み取ったことに対し

て，自分自身の考え方や感情をより高めより深めていく

ところにある。このことについては，前節で詳しく述べ

たとおりである。

　読み手が文章から読み取ったことについて判断をくだ

す活動は，読み手の行動を促すキッカケとなる。文章を

読むという活動は，読み手自身の主体的で目的的な活動

であるから，問題を解決するためのものである。読む前

から問題を持っている場合も，読み始めてから問題を持

つ場合も，読み進めていく過程の中で自問自答し，文

章と読み手との対決を深めて行くことによって，前に出

された問題がより深められ，変更されて行き，問題に対

する答えが豊かなものになっていく。自分で問題を出

し，自分で理性的にその答えを見つけ出していく過程に

おいて，読み手はこれまでの自分とは違った感情や思考

を持つようになり，その新しい感情や思考によって自分

自身の行動を決定し，行動していくようになる。

　『走れメロス』を読むことによって，メロスの人間像

について冷静に理解し，自分自身あ力で判断したことに

よって，自分自身の友情に対する考え方や，真実に対す

る考え方・信頼に対する考え方などがはっきりと変わ

り，または，自分の考えに自信を深め，その結果の産物

として，友達に対する接し方や考え方が変わっていく。

さらには，『走れメロス』によって得た新しい考え方や

新しい行動力が，実際生活の中で他の事柄に転移して，

適応する力となってくれる。

　この転移こそが読みの活動のもっとも中心であり，こ

の過程がじゅうぶんに達成されなければ，r読む」とい

う活動が円滑に行なわれたとはいえない。

従来の国語教育では，この段階での指導はほとんど行

なわれてこなかった。国語教育の世界だけでなく，r読

みは行動である」とする考え方が教育界で弱かったため

に，国語科における読書指導は，国語科の本質的な存在

ではなく，余技的で発展的な存在として扱われる傾向が

強かった。学習指導要領が改訂されて，国語科の中で読

書指導が本質的な存在として明確に位置づけられた今目

でも，発展的な面に比重を置いて読書指導を進めていこ

うとする人がかなり実在することは，問題であると思

う。

　ひとりひとりの児童や生徒が一年間に読む読書の量は

かなり多いが，それぞれの読書が，r読みは行動である1

ことをしうかりとふまえて本格的な読みの活動を体験す

る場合と，単に余暇利用か，課題意識だけで読み過ごし

てしまう場合とでは，人格形成上根本的にその内容が変

わってしまうだろう。

　5・　自己を確立する過程

　主体的で目的的な読みの活動は，人間を大きく成長さ

せていくが，・r読み」によって自己をどのように確立し

ていったかは，その読みの価値を決定する。自己評価と

いう活動は，それぞれの過程でなされるが，この過程に

おける自己評価はとくに大切，なものである。

　主体的な読みの活動ができない場合には，自己を確立

することは全然望めない。旧来の読みの指導では，学習

者を作品に近づけることに重点があったから，読み手の

自己を確立することなどは，とてもおぽつかなかった。

現在でも，このようなr読み」しかできない人間が存在

しているのは，考えなくてはならないことであろう。

　読みによって自己を確立していく型は，大きく三つに

分けることができる。その第一は，自分の中に読み取っ

たことを同化してしまう場合である。この場合には，メ

ロスの生き方に賛成して，自分の心の中にメロスを住ま

わせようと努力する。読みとしては比較的に低次元の段

階である。第二は，読みによって得たものによって自己

変革をしていく場合である。メロスの生き方に接するこ

とによってこれまでの自分の生き方を反省して，自分の
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たりないところを補おうとしたり，自分の心のせまさや

ものの見方の浅さに気づいて，自分を変えようとする。

第三は1あくまでも自分と作品とを対立させ，深く深く

考えて批判してい、く場合である。メロスを批判すること

によって，自分もこれまでの自分とは違った高まった存

在になっていく。かなり高次元の段階である。

　このような自己を確立していく過程は，読みの完成段

階である。読み手の発達段階や読書材によって，上記の

自己確立の型も異なってくる。読書材そのものが興味本

位のものであったり，難解すぎる内容であったり’する

と，読みによって自己を確立することは不可能になって

しまうので，指導者はこの点に留意しなくてはならな

い。読みの指導についての全体計画がよほどしっかりし

ていないと，実のある優れた学習を持たせることは望め

なくなってしまうだろう。

　この指導を徹底させるためには，読み手自身の目標を

はっきりと自覚させ，それにもとづいて文章との対決を

深めさせ，自問自答が深められていく活動を円滑に進め

させることが必要である。それと同時に，この教材（読

書材）では，どの範囲のことがどの程度達成されればよ

いか，ある程度の共通理解を持たせてやることも，大切

なことであろう。

　読書指導は，学習者の読む活動が中心だから指導者は

大きく手を抜けるというのは誤りで，それ相応の苦心が

必要なわけである。

三　読みの指導の重点

　1．r読みの意味」をふまえた指導を

　この数年間，国語教育の読みの指導の分野では，　r読

書指導」とr読解指導」の領域争いが活発に行なわれて

きた。その中には，議論のための議論としか考えられな

い論もあった。しかし，決め手となるような意見はなか

なかみっからないままに，時間が経過してきた。

　私は，　r読みの意味」を考えていく中で，両者の関係

を明らかにしていくことが可能であると思う。読みは行

動であり，主体的な読みの行動は，読み手の人間的な成

　　　　　　　　　　　　　読書指導の基本問題（1）

長としての自己変革を促していくことは，すでに述べて

きた。

　ここでいうr読み」は，r読書活動」のことである。

あくまでも，読み手の主体的な活動が中心なのである。

r読みの指導」という場合も，r読書活動をどのように

指導していくか」ということが中心の話題になるはずで

ある。したがって，学習者が学習材と直接対決し，その

対決活動を援助し促進させていくのが指導者の役割であ

るということが，国語教師の間で，はっきりと自覚され

ていかなくてはならない。

　この考えの土台には，　r教師中心」ではなく，　r学習

者中心」の考え方がある。私は，毎年教育実習生と接す

るたびに，まだまだr教師中心」の考え方の強いのに驚

く。　r計画したとおりに授業ができたか」ということを

重くみることは，教師を主人公とした考え方であり，学

習者は脇役であり，受益者的な立場にしか置かれていな

い。この考え方では，’r指導」ということが前面に出過

ぎてしまう。読みの指導においては，r指導」よりも

r読書活動」が前面に出るべきであり，その読書活動を

いかにして効果的に展開していくか，側面から援助して

やるのが，指導者のもっとも力を注ぐべき点であるはず

である。

　r教育実習生」という立場は，きわめて特種な存在で

あるが，このことは現場の教師の間にも，かなり実在す

ると思われる。　r教師中心」の立場に立つと，どうして

もr読解指導」的な面が強調されてしまう。しかも，そ

れは読解指導そのものが，本質的にめがけているもので

はなく，悪い意味でのr教授」的な面が強く出ることに

なってしまう。

　教師の教え込もうとする姿勢が強過ぎると，学習者の

r主体的な読書活動」は期待できなくなってしまう。も

ちろん，教師の指導助言は必要不可欠なものであり，適

切な指導が加えられなくては，中味の濃い学習は達成で

きないのではあるが，その指導はそれぞれの発達段階に

ある児童や生徒の学習に対する意欲を助長するものでな

くてはならない。その上で始めて，有効な読みの学習が
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展開されるのである。

　2．読みの五つの過程のバランスのとれた指導を

　徒来の国語教育の中で，第二のf表現内容を理解する

過程」が極端に重視されてきたことは，すでに述べた。

その反面において，他の四つの過程の指導が不足してい

たわけである。その結果，r読み」が生活の中で大きな

位置を占めない人間が数多く実在するようになってしま

ったのだ。

　五つの過程の中で，従来あまり取り上げられなかった

のは，第四のr読み手が行動する過程」と第五のr自己

を確立する過程」であろう。この二つの過程の指導を義

務教育段階で徹底しないと，その後の人生全般にわたっ

て，　「読み」はあまり意味のないものになってしまうだ

ろう。私の考えているr読みの学習」の中心は，この二

つの過程にある。

　このように述べてくると，第二のr表現内容を理解す

る過程」を軽視するのかという意見が出てくるかもしれ

ないが，学習材が文章である以上，この過程を軽視する

わけにはいかない。ただ，日常の学習指導の各場面で，

学習者の姿勢作りに努力していけば，それほど重点をお

かなくても，文章表現を正しく理解していく力はかなり

しっかりと身についてくる。

　要するに，r読み」の活動は瞬間的なものであり，そ

の瞬間的な短い時間に，五つの過程の活動が円滑に行な

われるように習慣づけてやることが，読みの指導のなす

べきことである。そのためには，五つの過程のそれぞれ

について，それぞれの技能養成をしっかりと積み重ねて

いく指導を徹底しておかなければ，　r読み」は本来の意

味を発揮することは出来ないし，　r読み」を生活の中に

効果的に生かすことも出来なくなってしまうであろう。

ここに，　r読みの指導」の眼目がある。

く注＞　との研究のr読みの過程の分析」をまとめるにあたら

　て，

　　・Robinson，Helen　M．：The　Major　Aspects　of　Read・

　　ing（Robinson，H．M．ed．Reading：Seventy．

　　Five　Years　of　Progress．Univ．of　Chicago　Pres．

　　1966）

　　・Inovation　and　Change　in　Reading　Instructions．

　　（1968）

　を参考にしたことを付記しておく。

［
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昭和前期わが国のよみの場の発展について＊

一とくに児童図書目録と児童図書件名標目表一

信州大学
　　　清　　水 正 男＊＊

6

ゆ

1．　課題としての昭和前期

　　　　　　わが国のよみ場の発展

、

　昭和前期はわが国の児童のよみの場にとって大きな変

イヒが持たれた時期であり，その意味においては特筆すべ

き時代となったと言えよう。

　読みの場の大きな変革と発展とが，地味ではあるが漸

次もたれ，いわゆる素朴で読み物中心のよみの場から，

広く児童の教育全般に奉仕する事が可能な態勢を持った

，よみの場，よみ物の場の形成がなされようとした。

　それはその場に所蔵されている図書量の増加という課

麺だけではなく，収蔵されているところの図書の一冊一

冊にまで教育的配慮が行き届き，利用の万全が図り得ら

れるような研究が進められた事でもある。

　したがって，従来の，必ずしも積極的ではない図書館

利用者としての児童に，図書がf与えられた」Fという形

をとったのに対して積極的にuserに向って図書館・学

校図書館の教育的なExtensionをはかる一方，当時よ

うやく現場に滲透して来た教育の主体的活動重視の波に

．乗り，userとしての児童の側からの積極的な活動を期

待し，かつそのuserの読書活動が進め易いようにし向

けあるいはそれが可能な状態にしようとする傾向が見ら

れる。

　また明木小学校1）に見られる学校図書等に代表される

＊　Early　Showa　dis㎝ssions　on　subject　headings

　for　juvenile　catalogs　in　Japan．

＊＊SHIMIZU，Masao（Shinshu　University）

読みの場が公共図書館と共存するような，いわゆる社学

共存2）の児童の図書館のよみの場から，やや分化し高め

られた形の，例えば山形小学校3）の例に見られるよう

な，昭和前期の終期近く見られた，公共図書館色を極力

少くしてこどもの読みの場・学校図書館になろうという

傾向が見られる。

　これらの新しいrよみの場」への発展を可能にした要

因は多く数えられるであろう。その中で最も注目され

る，焦点的存在が実は児童図書を利用し易いように整理

させた要件としての図書整理であり，中でも児童図書目

録・辞書体目録に進もうとする意欲的な動きからであっ

たところの児童図書件名目録であり，その為の児童件名

標目表の開発などであったと見られる事も注目すべき事

であろう。

　ここでは児童生徒が積極的にしかも安心して読みの場

に臨み，整理された図書館資料を利用しえられる契機と

なった図書資料整理のtoolの標準化と標準化されたtoo1

の存在等々を忘れてはならないように思われる。

　近代的なよみの場としての学校図書館はこの様にして

生れて来たのであるが，このように新しいよみの場を生

む素地の有力な要因となったところの，児童図書目録・

児童図書件名標目表についての検討は，学校図書館の発

展過程の研究にとっては不可避的要件と見てよいもので

あろう。

　学校図書館の発展過程に占めるこの課題の意味が大き

いにもかかわらずこれを解明しようとする試みは殆んど

なされていないのが実情であるが遺憾な事と言わねばな
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るまい。

　筆者はわが国の学校図書館の発展をその源に遡り，そ

の姿を機能的に追究しようと努力して来た。そして昭和

前期の発展の姿の中にこの課題を見出すのである。

　当時のよみの場としての図書館・学校図書館活動が低

次元的な試みではあったにせよ，それなりにわが国の学

校図書館発展に対するパイオニア的試みとしての此等に

対して，筆者はその姿を明らかにし発展過程に占めた重

要な存在を浮きぼりにしたいと思う。

2．当時のわが国のよみの場の児童図書目録

　仙田正雄は昭和8年にr児童ノタメノ図書目録必要

論」をL．Y．L．機関誌r図書館研究」誌4）上に発表し，

児童図書館及び児童図書館の図書目録について論じてい

る。

　児童図書館一公共図書館児童室，9小学校図書室・文

庫など一切を含める一は，ある特定の読者階級と図書

を擁する点では特殊図書館であるかもしれないが，いわ

ゆる図書館概念の外にある別個独立の教育体ではなくそ

の一部分一分野として厳然とした教育的使命と能力を持

つ事は説明するまでもないとする。

　児童のための図書館はまさに教育・学校教育にとって

不可欠な設備であると今日うたわれている点からもこれ

は至言と言わねばなるまい。

　もっとも仙田によれば，その児童図書館が何時その揺

藍をもったかr発達史如何ノ究明ニワー向資料二乏シイ

次第デアル」5）が，r児童図書ノ出版率ト読書欲トワ相因

果シテ加速度二増加向上シ他面教育上二於テ児童ノ自学

自習主義ノ伝播ト共二年々才々児童ノ精神生活上二同書

ガ必須的条件ヲ具備シツツアルニモカカワラズコノ事実

二対スル児童図書館界ノ反影極メテ乏シキヲ以テシテモ

　クトモコノ最近十年間二於ケル発達的ナ消息ハー般公

共図書館ノソレニ比較シテ殆ンドブランクニ近イモノデ

ハナカッタロウカ」6）としてわが国の児童図書館発展が

遅々としているとの所見を述べている。

　仙田のこの児童図書館観，とくにその発展の遅々とし

ている事に対する指摘はまさに至言である。もっともこ

の間，公共図書館の児童室，町村図書館の教室文庫など

で時代の流れに影響され，明木小学校型のような社学共

存のいわゆる明木小型の発展等については否定し去って

はいない事は当然であろうが，しかし児童図書館の漸増

状況および，児童の自主的学習尊重の風などからして現

状が余りにも児童図書館に無関心ではないかとの指摘は．

肯定出来るものがある。

　仙田は学校図書館不振の理由について，図書と児童を、

結ぶ根本的契機であるr児童ノタメノ図書目録」をとり

あげ，これが一般的に備用されないだけでなく必要を感

じない様にさえ見える事からこの方面の新興運動はスロ

ーテンポであると指摘している。彼はあくまでも成人の

場合と同様に児童図書目録の本質を略述し備用の必要不

可欠の所以を明らかにしようとしているのである。

　この仙田の指摘のように当時は人によってはわざわざ

著書の中で児童図書目録の不要を述べ，また主張として

も大いに児童図書目録不要論を論ずる者があったよう

で，この論者に対しては仙田は決して許せないという心

境であった様である。

　当時の図書館の図書目録について仙田は，児童図書館

数は相当あったのに図書目録を持つものは誠に蓼々たる

ものでむしろ皆無に等しい。その蓼々の図書館の中には

分類目録と学習目録を持つものが数えられる。前者は，

shelf　list式で粗略な分類表を採用するに過ぎぬし材料

の分類が意にそまぬ，子供の能力から分類目録それ自体

児童のものでないと見られる。こんなところから目録不

要論が出るのであると仙田は主張している。

　もっとも分類目録不要論即図書目録不要論とは言えな

いものがある。またアマチュアの間に開架式即目録不要

論が見られる。openの図書に目録など必要ではないの

ではないかとするものである。児童の図書目録を持たな

い厳然たる事実が当時大いに存在していたのである。

　学習目録はもちろん児童の学習を目的とする目録で，

主として教育上の自学自習主義あるいは学習主義に相呼

応して勃興して来た目録で小学校のカリキュラムに従い
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自学能力を持つと見る学童の使用を標準にしている。こ

の学習目録について仙田は批判をしてそのあり方を検討

している。彼によれば学習目録には一応三者が考えら

れる。

1）　各教科書の各課題目を見出語に，教科書と全く同一

　の配列・該当図書あるいは図書目次を求めて参考書を

　記録したもの。

2）如上の各科の題目を適当に件名標目化し五十音順に

　整頓・当該件名関係図書を集録する方法。

3）　教科課題に拘泥せずに図書の実際に即して編成した

　いわゆるr件名目録」を試みるところのもの，

　これらに対して仙田は目録批判をし，1）について賛意

を表しかねるとしている。その理由を児童の読書世界を

偏狭に限定し出来るだけ多角的な用途に順応し得られる

融通性を持たせずただ一方的な用途にのみ備えた図書目

録はそれ以外の用途への活用を無視する点，目録価値に

自ら限定を加える事により更に教育上勃興した自学自習

主義ないしは学習主義に照しても学習材料が単なる教科

書にのみ限定さるべきでなく，教科書と一般図書の連続

に大きな意味があるという。それだのにそれが全く考慮

されぬ学習目録には賛意を表しかねるとする。・

　2）についても主題範囲について教科書以上に出ないと

の理由で仙田はとらないとする。

　そして児童図書目録のあるべき姿の条件として児童図

書の読者として児童・親たち・小学校教師・図書館員そ

の他児童教育関係者をあげこれらの読者に対してr公平

二手間ト時間ヲカケナイデ最モ経済的二効果的二所要ヲ

満足セシメウルコトヲ以テ目的トシナケレバナラナイ…

…」7）とし，さらに，児童図書は一般に特殊題目につい

て専門的に研究叙述するものは稀で一般的かつ概括題目

を以て図書を形成する場合が大部分である。児童自身の

図書検索能力・傾向は分類能力の未熟さを挙げる事がで

きようとする。この様な点からこどもの図書目録は，1）

児童のためのもの，2）簡単明瞭なもの，3）図書内容が必

要に応じ適切自由に分析記入可能，4）成人目録の方法と

根本において同一歩調で行く，等々をあげている。これ

　　　　　　　　　　昭和前期わが国のよみの場の発展

らの条件から仙田は必要目録についての結論づけをし辞

書体目録をあげ，　r是二対スル答ハ簡明……日クr辞書

体目録ノ採用』」8）であるとしている。

　児童のための目録は彼の表現に従えばr目由奔放ナル

想像トモユルガ如キ知識欲ヲモツ幼キ人達ノタメノ読書

上ノマスタキー」9）であり，これを怠った目録を欠いた

読書奨励はr興味本位以上二出ズル能ハザルノミナラズ

漢然ヲ方法トスル読書奨励ヘノー階段トモナル。児童ヲ

シテ組織アル目的アル読書ヲ実行セシメンカ．目録ナシ

ニ如何二果シウル？」10）として児童の読書に，目録を与え

る可きを主張する。

　仙田の指摘にもあるように当時児童図書館で図書目録

を持つものは殆んど皆無に近い実情の中で広い視野から

その必要性を説いたこの論文はさすが，Elva　S．Smith

の“Subjectheadingsforchildren’sbook（1933，A．

L．A．）”中の所論をr随所二引用シタコトヲオ断リシマ

ス」11）と仙田が解説するだけあって見ごたえがする。特

に当時自学自習尊重の風がようやく教育論から現場の学

習の中に滲透し生かされて来た時代であり然も児童・親

・教師・図書館員等広く利用される図書館を考えた上の

図書目録論であったと言えよう。

　三宅千代二は，仙田の論を読んで，　r児童図書目録要

論」12）をr図書館研究」によせその中で当時の児童の読

書傾向をr児童読書傾向調査」13）から立論し，当時のそ

れが童話物語類に偏している事を指摘し，r兎モ角モ児

童ノ読書ガ真二興味本位二進ミシカモ読書ノ方法態度ノ

干渉二図書館員・小学校教師ノ介在セザル限リニ於テハ

童話物語類二偏シナイデハヰラレナイノデアル…一ヨ

ムガママニ放任セバタダ感覚的二刺激ヲ追フ読書ト空虚

ナ無内容ノ観念的読書トナリ読書生活ヲ著シク害シテ来

ル。児童図書目録ノ備付ハ之ヲ戒メルタメノ彼等ノ読書

指導手段デアル。而シテ単二児童図書目録トイフトソレ

ハ児童図書ノ所在ヲ明ラカニシテ彼等ノ興味ノ向クガマ

マニヨマセル施設ニスギナイガ，学習目録トハ読書趣昧

ノ深クナルコトニ必ズシモ健全ナル発達トハ見ナイ，即

只形式的ニヨムコトノミ興味ヲ持タシメサヘスレバヨイ
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　読書科学（XIV，3，4）

ト考ヘル傾向ヲ警戒シタ所謂学習目録デアッテ真ノ人間

成長ノ糧トシテ読書経験ヲ誘導スル手引デアル」14）とし

て学習目録を位置づけようとしている。

3．児童図書件名標目表

　仙田正雄は如上の目録観からして，　r児童図書件名標

1目表」15）をr図書館研究」（昭9．10）に発表し，さらに

r補訂　児童図書件名標目表」16）を昭和17年に同雑誌に

発表している。

　仙田の児童図書件名標目表はそのrハシガキ」17）によ・

れば某小学校における児童の自習と教師の学習指導なら

びに教材蒐集に便する児童図書目録用に企てたものであ

るが，同時に一般公共図書館における図書目録作業上の

リストともなりえられようと心掻けたものとしている。

　彼によれば，　r年々歳々児童図書ノ版行彩シク，其ノ

i内容又各般二亘リテ，所謂児童読物ガ児童ノ精神生活

上，重大ナル影響ヲ及ボシツ・アル他方，学校教育上二

於イテモ，自学自習主義ヲ提唱セラル・コト久シク，然

カモ斯カルニツノ事象ヲ結ビツケタ教育ノ道具トシテ適

当ナル方法ノ講ゼラレザルヲ予テ遺憾二思ヒ，ソガ解決

ノ具体的方法トシテ，構成内容ノ組織的ニシテ使用上ノ

易簡ナル，児童ニトツテハ件名目録ノ編成ヲ以テ尤ナル

モノトナシ，且斯カル図書目録ノ設備ナクバ，児童ノ読

書教育ヲ完全ニスル能ワズ，トイフ確信ノモトニ自ラ端

ラズ努力ヲ試ミタモノデアル」18）としているように今世

紀の特色たる教育の個性化尊重の立場に立ちながら人間

自然開発のための自律学習への具体的方策として読書を

考え，かつその方法として件名標目表・件名目録を考慮

しているのである。

　三宅千代二はr児童図書目録要論　付児童図書件名標

旧表（1）批判」19）の中で，仙田の以上の論文を読み感激し

た事をあげrr児童図書件名標目表（1）』ハ餓エタ者ヘノ

大キナ刺戟剤デアッテ之ガ動機トナッテ心ノ裡，何ダカ

黎明ノ光ガ耀キ始メタ様二感ジテ貧シイ乍ラー文ヲモノ

スル時ガキタ……」20）と記し彼の仙田批判のr児童図書

目録要論」の動機を述べている。

　そしてr児童図書目録要論（2）」21）のr児童図書件名標

目表（1）批判続」22）で述べているように仙田氏の標目表が

実際問題として児童の利用価値に十分なものかどうか論

じようとするものであるが，又同時にこれを全然無用の

ものとして排斥する考えは毛頭ないとその立場を明らか

にしさらに極めて重要な提言をしている。

　即ちr否ムシロ之ヲ仙田氏個人ノモノデナク公ノモノ

トシテ完成スルコトニ努力ヲ惜シマナイシ，又完成サレ

タ後二於テコノ目録ノ編成ト利用トヲ研究題目トシタイ

コトヲ考ヘルモノデアル」23）と述べているが，これは，

森清のN．D．C。加藤宗厚のN．S．H．堀口貞子のN．

C。R。等の標準化がL．Y．L．の会員中の上記の各ベテ

ランから原案が示され，それをL．Y．L．がバックアッ

プし共同研究によって遂に標準化を成功させた手法をと

る事を暗示したものとも見られる。

　仙田がr児童図書件名標目表」24）のrハシガキ」の中

で，当件名標目表の生い立ちのための関係参考文献を述

べているように，彼のこの労作はすぐれた先輩に負って

いる。この事も仙田のこの事に生気を与える因をなした

ものと見られる。仙田の参考とした件名標目表は，①日

本件名標目表，加藤宗厚著，②Subjectheadingsfor

chidlrenシs，boo：ksbyElvaS．Smith．③Subjectheadings

for　juvenile　catalogs，by　Margaret　Mann等である。

　仙田の労作が必ずしも三宅の希望した様にL．Y．L．

のバックアッフ。によってこれを三大too1の様に処置す

る事は出来なかったようであるが，この労作は昭和前期

の後半に山形の試行に見られるようにすぐれた学校図書

館づくりへの契機となった事は注目してよいであろう。

注
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1）

2）

3）

　伊藤新一：r町村学校図書館経営，実際一村立明木図書

館経営の実例」L．Y．L．r図書館研究」VoL3，PP．129－

202，PP．319－352，PP．473－511．

小学校付設町村図書館のため，学校教育，社会教育両教

育併用。

　山形市男子国民学校：山形市男子国民学校図書館経営の

実際。

　間宮不二雄：r山形市男子高等小学校文庫の整備」L．Y．

L．r図書館研究」Vo1。ユ3，PP．135－141．

ワ

“

昏



昭和前期わが国のよみの場の発展

σ

4）L．Y．L．r図書館研究」Vo1．6，PP．445－452．

5）6）L．Y．L．r図書館研究」VoL6，P．445．

7）L．Y．L．r図書館研究」Vo1．6，P．450．

8）L．Y．L．r図書館研究」VoL6，P．451．

9）10）11）L．Y．L．r図書館研究」Vo1．6，P．452．

12）三宅千代二：r児童図書目録要論付児童図書件名標目表

　（1）批判」L．Y．L．r図書館研究」Vo1．7，PP．441－450．

　三宅千代二：r児童図書目録要論付児童図書件名標目表

　（2）批判」L．Y．L．r図書館研究」Vo1．8，PP．73－80．

　三宅千代二：r児童図書目録要論付児童図書件名標目表

　（3）批判」L．Y．L．r図書館研究」Vo1．8，PP．435－453．

13）　L．Y．L．r図書館研究」Vo1．8，P．75．r児童読書傾向調

　査」によれば，京都市小学校教員研究会（昭元），愛媛県波

　止浜図書館（昭5），東京市立日比谷図書館（昭6），千葉県

　銚子市公正図書館（昭9）は，童話を76。4％，70．6％，

　58．7％，79．9％の者が接している。

14）L．Y．L．r図書館研究」Vo1。8．P．76．

15）仙田正雄：r児童図書件名標目表」（1）L．Y．L．r図書館研

　究」VoL7，PP．309－339．

　仙田正雄：r児童図書件名標名表」（2）L．Y．L．r図書館研

　究」VoL7，PP．389－440．

　仙田正雄：r児童図書件名標名表」（3）L．Y。L．r図書館研

　究」Vo1．8，PP．55－68．

16）L．Y．L．r図書館研究」Vo1．15，PP．263－280，PP。345

　－438．正誤表，Vol．15，P．468．

17）L．Y．L．「図書館研究」Vo1．7，PP．309－310．

18）L．Y．L．r図書館研究」Vo1．7，P．309。

19）　12）と同じ。

20）LY．L．r図書館研究」Vo1．7，P．441．

21）L．Y．L．r図書館研究」VoL8，PP．73－78．

22）23）LY．L．r図書館研究」VoL8，P．77．

24）L．Y．L．r図書館研究」Vo1．7，P．310．
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小学校読書指導計画作成に

　　　　　　　　　　あたっての一つの試み＊

‘

一学級担任のための指導計画一

小金井市立前原小学校

　　　　　水　　野 寿美子＊＊

　読書指導計画の意義については昭和28年8月の学校図

書館法の制定をまたずして，すでに一部では研究がす

すめられていたようである。10年ひと昔と言えばふた昔

も前からその必要性が考えられていたものを再びここに

問題とすることは愚かなことのようであるが，学校図書

館の歴史，あるいは読書指導の歴史をさぐるとき，今日

またとり上げて考えなければならない時期に来ているよ

うに思える。そこで私はあえて新しくもないこの課題と

とり組んでみたいと思うものである。

1．歴史の流れの中でとらえる

　まず，過去の学校図書館指導などに関する幾つかの文

『献の中から，読書指導計画について触れてあるものをと

り出し，それらを眺めることによって当時の読書指導に

対するさまざまな考え方をさぐりながら今日の読書指導

計画のあり方などについて考えてみたい。

　（1）昭和23年11月刊行のr学校図書館の手引」　（文部

省）をみると読書指導計画についてはとくに章を設けて

はいないがrよりよき読書指導生活を築き上げて行くた

めの問題」というところで，読書に計画性をもたせる必

要があるとして璽《読書のコースをこしらえて次第に高い

ものに導いて行くことも必要である。これは個別的にや

ると効果がある。”と書かれている。これは読書のコース

＊　Reading　guidance　program　for　primary　levels．

＊＊MIZUNO，Sumiko（Maehara　Primary　Schoo1，

　Koganei－city）

であって読書指導の計画とは直接関係はないともいえる

が，他にも指導の具体例の中に指導目標が低・中・高別

にあげられており，当時においても指導計画の有用性は

考えられていたのではないかと思える。

　（2）昭和34年r学校図書館運営の手びき」では，すべ

ての面で総合された計画が必要であるとしてつぎのよう

に言っている。　更《図書館教育は教科・教科以外にわたる

あらゆる指導の基礎となる指導面であるのでその内容と

なるものは部分的にはこれらの指導の中に含まれて実際

に行なわれているものも少なくない。しかし図書館教育

を有意義に進めるためには前に述べた理由（組織的な指

導を行なうこ とによって読書活動が最も活発に行なわれ

ることになり，学習指導と生活指導のあらゆる分野にお

いて高い指導の効果を生むことになる）から総合的組織

的な指導計画を確立しておくことが必要である”と。こ

こで図書館教育というのは学習指導における読書指導と

生活指導における読書指導との各領域にまたがって図書

と図書館の利用についての基礎的な指導を扱うものと定

義づけているが，二つの領域にわたる総合的，組織的な

指導計画は残念ながら見当たらない。

　（3｝昭和36年には教育課程が改訂され，その年の10月

には文部省からr小中学校における学校図書館利用の手

びき」が出ている。ここでは，読書指導計画はその領域

や分担やくぎりが明確さを欠くために指導の計画がなお

ざりになりがちであるが，それだけに反って綿密な計画

を要するといって，その必要性を強調している。文部省

o
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慰先のr学校図書館運営の手びき」並びに昭和35年刊行

のr学校図書館における図書以外の資料の整理と利用」

・を3部作といっているが，たしかに利用指導というだけ

あって読書指導に関する記述も多く，読書指導計画につ

いては計画のたて方，立案上の留意点などが述べられて

いる。その中でとくに心にとめておきたいことは，読書

指導計画は児童が自主的，自発的に物ごとを思考したり

課題を解決して行く能力や態度を育てて行くように立案

されねばならないこと，また指導の場を学級や学校に限

定せず広く家庭や地域にまで及ぽすように計画されなけ

ればならないことなどである。

　（4）昭和38年になると文部省はr学校図書館の管理と

運用」を刊行し学校図書館の利用指導，学習の効果を高

めるための利用指導，読書指導の三分野に分けてそれぞ

れの指導計画をたてている。読書指導計画については主

として学校全体の指導計画の中での時間的位置づけ，系

統化，組織化，実践性，学級文庫や学校図書館との関連

性などを力説している。図書館利用指導計画が分化した

ことによって読書指導の領域がややはっきりしたため

か，初めて東京都港区立高輪台小学校の年間計画例が掲

載されている。

　（5）昭和39年r学習に役立っ小学校図書館」一初等

教育実験学校報告書（東京都大田区立田園調布小学校）

一では教科利用指導と読書指導に二分し，読書指導時

間を特設し，年間時数を固定して指導内容を十分に計画

一
化 することの意義を述べている。ここでは方法的には必

修図書による指導と選定図書による指導，さらに自由読

書の時間の指導というように内容の深化，拡充をはかっ

ている。

　（6）昭和46年学習指導要領の改訂に伴いr小学校にお

ける図書館の利用指導」が編纂されたが，読書指導は国

語科で，学校図書館の利用指導は特別活動の中の学級指

導でとはっきり分かれたためか，図書館での読書指導は

全くとり上げられていない。文部省とすれば今までとか

く領域がはっきりせず，何かと問題になりがちだった読

書指導の分野は国語科の中に封じ込め，国語科の目標を

　　　　　　　　　　　　　　小学校読書指導計画

達成させるための読書指導というようにはっきりと限界

を決めておいて学校図書館から切り離してしまったとい

うことはまことにすっきりした姿になったというほかは

あるまい。しかしすっきりさせたことによって教育的な

価値は高められたかどうかは疑問とせざるを得ないよう

である。

　こうした文部省の読書指導に対する考え方をみると，

学校図書館での読書指導はやや軽視されてきたきらいが

あるが，昭和46年になってはっきりとその挟を分かつま

でいつも読書指導は必ずその領域の一隅にあったし，読

書指導計画の必要性もつねに述べられてあった。しかし

それは十分に現場の教師を満足させるものではなく極め

て形式的なものに過ぎなかった。そんな中で，学者や実

践者たちの間での読書指導や指導計画に対する研究は年

を追って積み重ねられて行った。これは，読書指導が何

か得体の知れない厄介者であるというような見方をして

いる人々の間にあって，真に読書指導の意義を高く評価

し，その人間的，人格的な面への影響の多大なことを認

識する人々の中で育って行ったのである。滑川道夫氏は

その著r読書指導」（昭和34年牧書店）の中で学級担任の読

書指導における位置を特筆し“子どもたち個々の読書生

活の実態をもっともよく理解できる立場にあるのが学級

担任であるから生活指導の一環として読書生活の指導の

中心的位置をしめるものである，”といって読書指導計画

が地についたものとなるためには実際に読書指導をする

学級担任の役割が重要であると述べている。そして学校

教育の一環としての読書指導であるからノンプログラム

的な思いつきで指導されることがあってはいけないと指

導計画の必要性を学校教育という点から指摘している。

（学校図書館　’69年1月号読書指導をこう考える）

　（7）昭和32年岩崎書店刊の学年別読書指導r小学生の

読書指導講座」をみると，そこでは読書指導計画の意義

そのものについては直接ふれてはいないがそれぞれの学

年に応じた指導目標を達成するために年間計画の中に目

標をはっきりと位置づけようと努力していることがわか

る。ここでは一般目標と具体目標とがあげられていてそ
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の中には自発的な学習態度・問題解決・発見・創造的生

活への志向・計画的な読書・良書の選択・読書記録の作

成などなお現在の読書指導にとっても大切な項目がいく

つかみられる。図書館利用的色彩が濃厚ではあるが，し

かし当時出版されたものの中では非常に行き届いた資料

計画であるといってよかろう。

　（8）昭和35年r実践講座国語教育　6」　r読書指導」

では，子どもとの会話を大切にしなければならないが

《てこうした指導は常に背景となる指導計画があってこそ

効果があげられるのであって思いつきや熱意だけではそ

の効果的な指導はのぞめない，”というようにその必要性

を力説し，その計画は国語教育，学校図書館，生活指導

というように多面的に計画立案されなければならないと

いって読書指導の要素の複雑性をうち出している。さら

に読書指導における個別化の重要性に触れているのも興

味深い。しかしこのような多線的な指導を有機的に関連

づけながら一本化した指導計画が実際になされたかとい

うとやや問題点が残るようである。すなわちその中枢と

なっているものは国語科の指導であり，個別化や生活化

はあまりうかがうことができないのは残念である。

．⑨　昭和36年r読書指導事典」（平凡社）は，上述のr学

校図書館利用の手びき」とほぼ同時期に出版されてい

る。これには図書館指導とはっきりときりはなされた読

書指導そのものの計画例がのせてある。例えば東京都台

東区立精華小学校の指導計画例をみると，生活の中での

読書指導と教科学習のための読書指導の二面が盛りこま

れそれらの大まかな計画をもとにして，さらに各学校の

実態にあわせて細分化することを考えている。

　とくに興味深いのは竹ノ内一郎氏によるr学級におけ

る読書計画表」でこれこそ本当に地にっいた指導計画で

あると言えるようである。これによると計画をたてるに

当たって先ず基礎となるのはクラスの子どもの実態を知

ることである。そして無理なく，楽しく本を読ませるよ

うに計画をすることが大切であると述べている。従って

その計画例には学年相応の本の読み方，味わい方，選び

方，読後の処理，お話会，学習に役立つ本の読み方など

について子どもの生活や発達段階に密着したものがみら

れる。

　⑯　昭和39年には全国学校図書館協議会の研究校であ

る千葉県周西小学校の研究がまとめられ，この中では学

年別の読書指導計画が綿密に樹立されている。この学校

は読書指導体系を重視し，体系表に従ってそれをr実践

にうつすための具体化された指導計画」を作成してい

る。昭和39年といえば図書館は資料センター的な色彩を

濃くして行く中で，当校は人格形成の面から読書指導に

取り組み読解，読書生活，図書館利用の三領域を基調に

した読書指導計画を樹立しているが，これをみるととく

に読書生活の領域に重点をおいていることがわかる。ま

たこれは今までにあげたものの中でもとくに利用者の立

場を考えてわかり易く書かれていること，しかも読書の

発達段階に則して読書心理学的な立場からも考慮が加え

られている点など多とすることが多い。

　⑳　第一法規r読書指導事典」（昭和42年）では読書指

導の計画についてかなり綿密な解説を試みている。まず

教育において計画性のある指導は強力適切であるから是

非とも読書指導においてもそうでなければならないと

し，指導計画をたてることによって指導目標，内容，指

導の場，資料などがはっきり確立されるのであってここ

に指導計画存在の意義があると述べている。従って指導

計画にはそれらのことが明示されることがのぞましいこ

とも考えられるわけである。さらに読書指導計画をたて

るためにはしっかりした原理条件に支えられていなけれ’

ばならないということがあげられていて，他のものには

見られない核心をついた論述がなされている。これはご

く一般的な計画樹立のための根本概念であるが，さらに

この上にそれぞれの学校特性をつけ加えて行ってそれを

基礎として指導計画を考えるべきではなかろうか。

　　　　このほかにもまだ数多くの文献はあり，またそれらを

　　　もとにして実践者たちは各地区，各学校で独自な指導計

　　画を作ってきた。それらの中であるものは国語科の発展

　　的な扱いとして読書指導を考え，そうした観点に立って
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計画をねっている。例えば藤原宏・井沢純編r国語科

における読書指導の計画と展開」（明治図書）にみられる

ように指導計画の原理実例ともに国語科の指導計画その

ものと言えるようなものもある。さらにそれを発展させ

る単なる国語科の発展教材として読書をさせるのではな

く般国語科自由読書指導により書物に親しませ，教養価

値を獲得させ，読書力を充実させ，読書生活を高め，自

己を向上させる。”という目標にたった指導計画もある。

（輿水実・小川末吉共著r国語科自由読書の指導」明治図書

昭和43年）。

　中にはこうしたものと反対に学校図書館の利用指導を

中核にしてところどころで読書指導に触れているものも

あり，形式内容ともにまちまちである。これは読書指導

という領域があまりにも広くまた学校教育，広く人間教

育の中での接点が多すぎることからして当然のことであ

り，むしろ画一化されないところにそのよさがあるとも

言えよう。しかし今までにあげたほとんどの書物の中で

指導計画の必要性が強調されているのをみてもわかるよ

うに，それが読書指導にとって欠くことのできない要素

の一つであるといっても過言ではなかろう。

2．今日的意義を考える

　さて以上のように読書指導計画に対する流れを追って

みたが，今日なお計画をたてるにあたって生かされるべ

きものも数多くあるように思う。

　例えば，一ばん古い昭和23年のr学校図書の手引」を

みるとおもしろいことに読書指導の真髄に触れた翠述が

いくつかされていることに気付く。その中の一つをとり

出してみると“読書指導をするに当たって大切なことは

読書指導というものを生活指導の一環として考えるとい

うことである。すなわち青少年の生活の中で読書という

場面のみを抽出してこれを追求するというのではなく，

つねに生活全体を見渡していろいろの個性を表わしなが

ら伸びて行こうとする個人個人に最も適当した読書生活

のあり方を発見させ，これを身につけさせて行くという

ことである。”と書かれている。読書指導を生活指導と考

　　　　　　　　　　　　　　　小学校読書指導計画

えるとは古い考え方であると言われるかも知れない。し

かし私はひとりの学級の担任として読書指導を広い意味

の生活の指導と考えたい。また，昭和36年のr学校図書

館利用の手びき」の指導計画作成についての基本的な考

え方に負うところも多いし，平凡社や第一法規出版の

r読書指導事典」からも学ぶべき多くのことがらがあっ

た。そこで，それらのものを参考にしながら，今日読書

指導が国語科の中べ全面的にとり入れられた時点に立っ

て，現場の教師とくに学級担任の立場として読書指導計

画をつぎのように考えてみたいと思うものである。

　（1）読書を生活の中に投影させるものであること

　読書指導は常時指導であるから彼等が朝学校へ来て教

師と接したときから下校するまでの間，時と所を選ばず

読書や本についての話し合いや指導が行なわれる。さら

にそれは家庭に帰ってからまで間接的な指導を必要とす

るわけで，その領域は一教科あるいは一単位時間に限定

されることを許されないはずである。そこでどのような

機会に，どこでどのような方法で指導するかを意識でき

るようにするために計画の中に指導の場の設定を試み

た。読書を国語の時間に限ることなく，彼等の日常生活

のあらゆる場面に惨透させるような計画でありたいと考

えている。ここで私は国語科での読書指導は無意味であ

るといっているのではなく，ただそこに留まることを恐

れているのである。文部省の藤原宏氏がr国語の授業を

通して生活の中での読みを追いつづけなければならな

い。」と言っていることの意図は十分に理解できる。し

かしもう少しはっきりさせるならば1阪本一郎氏の読書

指導論の中のr人格適応の位相」　（国語の教育　国土社

1968年　11月号参照）にみる個人のもつ経験体系から適応

特性に到る間の指導に重点をおいて指導計画をたてたつ’

もりである。

　（2）学級担任が指導するためのものであること

　小学校の場合は大半が学級担任制であるから学級担任

のだれにでもできる計画でありたい。むしろそれは学級

担任なるが故にできるものであると言うべきかもしれな

いし，学級担任なるが故にやらないではいられない読書
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指導の計画であるというべきであるかもしれない。上述

の滑川氏のことばの通り学級担任は生活指導の中心的位

置をしめるものであり，先の，竹ノ内氏の学級における

読書指導計画が地についたものであることからしても，

担任が自らの手で作成し，自ら指導にあたり，そして自

らまたよりよいものに作りかえて行けるようなものであ

りたいと思っている。

　（3）指導効果のあがるものであること

　これはおよそ教育に関する限り当然すぎることで，読’

書指導計画に限ったことはないが，とかく読書指導の場

合は主観的観察に頼りすぎてしまうて，何となく本をよ

く読むようになったとか，本が好きになったとか言う程

度で満足してしまうことが多かったようであるが，一つ

一つの指導計画について果たしてどれだけの効果があが

ったのかたしかめをすることは疎略にしてはいけないこ

とではないかと思う。それは一一つには能力（読書力）の

問題もあり，態度，習慣の問題もあると思うが，生活の

中へ本とうに読書がとけこんで行ったかどうかをみるた

めにはもう少し子どもを多角的にとらえて行かなければ

ならないであろう。そのために不十分ではあるが評価の

欄を設定した。しかしこれは今後に研究の余地を多分に

残しているところであろう。

　（4）創造性・弾力性に富んだものであること

，先にも述べたように，地についた指導計画は，学級の

実態に合ったように担任が自分で作成し，さらに改善の

手を加えて行くようなものでありたい。従って指導計画

は固定したものでもなければ，どこかにモデルがあって

それをそのまま使えるというようなものでもないという

のが原則的な考え方である。．このことは指導計画は疎案

がよいか，細案がのぞましいかという問題にもつながっ

てくる。すなわち，前述の周西小学校の指導体系のよう

に学年の指導目漂をうち出しておけば，それをそれぞれ

の学校の実状にあわせてカリキュラム化することができ

るはずである。したがってそれこそ柔軟性に富んだ個々

の学校，学級に密着した指導計画であるといえるわけで

あるから，私自身もそうした考え方に意義を認めてき

た。しかし私の知っている範囲ではあまり歓迎されなか

ったようである。抽象化，一般化されたものを実際指導

の場にどのように生かすかのめどが立たず，細案を作る

こと自体にかなりの困難を来たしたようであった。現場

で要求しているものはむしろ細案，それもできるだけ学

級の指導に生かしやすいものをというのである。そこで

私はなるべく初めて読書指導をする人にでも使いやす

い，細傘なものを作ることを試みた。そうすれば弾力性

に欠けたものになるのは当然のことであって，それを防

ぐために第一に学年の発達段階・読書興味・読書傾向に

基調をおき，国語科教科書などとの関連をあまり考えず

に立案した。第二に単元はなるべく季節行事などにあわ

せたが，他のものはそれぞれ自由におきかえることによ

ってクラスの実状にあわせられるようにした。第三に実

践記録の空欄を設けて実際に指導をして行く過程でつぎ

のよりよいカリキュラム作成のための生きた資料を盛り

こみ，自由に手なおしができるようにした。第四に資料

欄もなるべく大きくとり，新しく追記したり，それぞれ

の実状や子どもの興味の所在に応じて地域に適したもの

を追記できるようにした。以上ささやかながら何とかし

て細案の中にも柔軟性をもたせるよう努力したものであ

る。

　（5）集団と個の両面を尊重したものであること

　従来ややもすると読書指導計画は学級集団での指導だ

けを考えがちであったが，読書が生活の中に生かされる

ためにはむしろ個別指導をこそ尊重しなければならな

い。もちろん学級での集団指導はそれなりに大きな意義

をもっており，決してそれを軽視するわけではないが，

読書の個別指導はとかく忘れられがちであることから，

少しでもそれを意識して行くためにもと考え，計画の中

にいくつか入れてみた。夏休みの読書計画についての個

別指導読書だより，読書相談などがその一例である。

3．問題点をさぐる

　さてこのようにして作った指導計画にも多くの問題点

がある。そこで，それらの問題点に触れながら私の考え
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℃

『

o

』をまとめてみたい。

　（1）学校教育全般の立場にたった読書指導計画である

から文学教育という面からみれば非常に不十分であると

思うが，これは文学教育のプログラムではなくあくまで

も読書指導の指導計画である。

　（2）読書指導といえばすぐに国語科との関連というご

とが考えられるが，これは国語の指導目標達成のために，

弛てた計画ではないので敢えて国語科との関連をとり上

げなかった。もちろん全く無視するのがよいとは思わな

いし，子どもが国語で学習したあと，それと同じような

ものを何か要求しているかどうかその実態をみて単元の

編成がえを考慮するのは当然考えられてよいことであ

る。しかしたとえばクラスの編成がえなどがあって子ど

もが学級生活に不安定を感じていたり，仲間づくりに憂

慮しているような状態がみられたら，国語で説明文を扱

っているから説明文の読書指導をしなければならないと

考える必要はない。むしろそんなときは説明文はあとま

わしにしても，子どもの不適応症状をとり除くに役立づ

ような読書をすすめてこそ本とうの意味で読書が生活の

中に生きづいたといえよう。

　て3）読書指導にとってその母胎とも言うべき児童その

もの，学級そのものの存在がどうであるかということは

最も基礎的なことがらであるのは言うまでもない。した

　系統的条件　　　　　　　　　　　　　心理的条件

　　　　　　　　　　　　　　　小学校読書指導計画

がって学級作りの問題を指導計画作成の中核におくべき

であったが，そのことについては触れてないし，また計

画そのものの中にもはっきり出ていない。そこで私なり

の考え方を述べてみると（下図参照）まず学級経営を成

立させるための基礎概念として心理的条件，社会的条

件，系統的条件の三つを頂点とし，その中に読書指導を

位置づけてみた。このように読書指導を学級経営のすべ

ての面で行なえるようにすることによって子どもの生活

の中昏本当㌍はいりこんで行けるのではないかと考え

るo

　（4）当然のことながら指導計画には時間の設定がなけ

ればならないが，私は先にも述べたように読書指導は常

時指導であると考えることから固定時間内だけで行なわ

れるべきものではなく，また個別指導ではそれぞれの子

どもの力に応じて指導時間も違ってくるわけで一概に規

定できないものであると考える。休み時間であろうと，

給食前後の時間であろうと担任教師は読書についての相

談を受けることもあるし，また子どもひとりひとりの読

書について示唆を与えることも必要であろう。そうした

ことから時間を固定せずそれぞれの実態に応じて計画を

たてるようにした。

4．む　　す　　ぴ

　教科中心
　論理的

　学習のための
　読書指導

　　functional

　　　reading

学
級
経
営

指学
導級
　で
　の
　読
　書

社会的条件

社会的要求中心

経験的

生活指導のための

読書指導（狭義）

　experiential

　　　readin9

　　児童中心

　　興味的

興味娯楽のため

の読書指導

recreational

　　reading

developmental

　　reading

　さて以上のような観点から読書指導計画を作ったが要

はそれを如何に有効に運用できたかである。子どもはこ

のような読書指導のすすめ方に対してどのような反応を

しめすであろうか。彼等は図書室で自由に読書をするこ

とを好んでいるようではあるが，ただそれだけでは満足

していない。私の学校の6年生を対象に調査した結果

r図書室で好きな本を読むよりも，読書について何等か

の指導を受ける方が楽しいし，本当に本を読もうという

気になる。」という者が90％近くに及んでいる。これは

一見主体性の喪失のようにも思えるがそうではなく，目

的をもった読書指導こそむしろ子どもの主体性を助長

し，読書への志向性皆高めるものであるということがで

きるのではなかろうか。読書の喜びも低次の段階ではた
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○
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想認卜（、9知櫃e卜o鷹
吾想⇒最足潔魚宰ゆ
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Q葦
緊製
く×二

足簑
灘耐◎

卦矧魯・U蝿顧・ぶぐく二。癌…トノゆ

収e、｝」ね樋簑康o細e二宰
e魯命ゆ駕聴聴脚逗価田O悩
終毅昭槍汐糾⇒昭湘足e思帽
田魚赴農・ミ埋9塁赴・o◇く・U脚
○　　　　　O　　O　Oe帽鱗ゆ・ド足
終脚胚刈榊・6
ロエ　（∋刃e粥
》e細ゆ魚ゆ
⇒ρ帽b皿£。
刈赴、蠣．懸ゆ
州扇ゐ脚足脚価
○

ぐ樋粥
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＜匙ゐ即
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モト唄脚足
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○
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e環
粁想。
田冊ね
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読書科学（XIV，3，4）
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無
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トロ弔→くゆ
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糠認

謡

o

e・e、経史赫　駆e・6
ヨ：紹卦⇒足　樫一』）妬
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足£灸想粥　 皿1の価。
心縄蘇蟹v　籠猷脚即
廷簑降細魯。細想柵ト・価
剛終足区Pゆ区租坦、足
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e　　l蜘ノじ　　　　　　　　ロ
ゆ　　（＼
刑　潟ドー敏
丑　ヨに蚕1
“　）魯昏
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鯉（狛・くく
乏ト燃田ぐぐ
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量

捧
ふ

釧
姻
ミ
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馨、鞭垂一盆
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ミ響構
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（（〉、
霞督

慧文
N〉㌧ト

峠1刈ヤムぐ
k気命

韓蝦蘂黍縫鶴馨麟響工器聾講遜謎餐I
o　　　　　の　　●　　　　一　　　〇　　　　　．　　o　　．　　　　　o　　　I　●　　●．　　　　●　　　　　o　　●　　■　　■　　　　　●　　●　　■、　　　　●　　脳

（圏
採聴
卑駁

串”ノ

o敏

9・民
楚申

⇒ト，　枳◎
鞍ρ　剤灸
足簑　細ぺ
塗ト歩　eo
幸く鳳。幸く農
圃・ρ農顧腐
《ドペ樋為
○　　　○

　薄農ム　需温。
　刈駐K。細楚農
ゐ価麟1トゆ帽枳起
KQや毅旭（∋ト」O
lト・寮蛋⇒偲心ぺ槍
榔1卦樋慣蝋雌eや
駕1e塁脚剛国鰹
○　　　　　○

ド匝赫　価暗蝋農　1国Q、脚栴　榔1ゆK梓々足
o刃脚　癖せ・ト’。右粁枳勾鋤　帽象急暇認・6
ぺ卦癬　轄1b騨ゆ細．心聴コ皿　＝9蜘榊e州
豊鰻購翻製蟹耀宣鹸麟灘．
思田琿。勲螂柑縄細皿細罵細蚕。漏⇒轄段、挺ゆ
麹慧饗即樋ゆ麹囹愈怖脚麹縄駆ゆ⑩eモーム⇒伸価
○ ○ ○ ○

悩vぐug足槍9卦・o灸罵。
・邸刈収駅9麹ゆ
灸想圖脚縛駒む
£趙《番・ρQO
＝）→く司囲く足二脚

楚9和e刈や，恢
○

為蝿。帽聴聴
細ゆゆ楚無⇒
駕碑桐足回＝，
聴・邸樋£命㌍
密憩榊契躍腿
葦い足e営麹。
相b・c・Ψ細勾二
〇

ep刈慧・ミ悩
風麹脚
心脚憧。
穀岨顧ゆ
モト趙逗旭
e聴｛［ロ足

塗D6⑳・o
幸く申．蝿
圃9心ゆ
《槍帽薄
○

聴漏起駒
出eρド
桓皿廻ぺ
、⑩・ミ脚

罧．楚回
盤二1需
、くロ足細

起⇒萎帽
営賠蝋や。
細脚e炬旧
駕勾魍柏塑
○

ぺ無
農蝦
く！脚

赫岨。
e趙即囲塗ト卸
《幸く駒
○

想二知
細くロ・ド

帽⇒鞭
Q湘ド沁ト’⇒。
廷二咽ゆ
剛o如宰
○

卦。
採ね
囲帽
《如

eO⇒心足麗。
云伽トハe・

剛帽二ぐロ

卜

、
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小学校読書指導計画

懸
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鰹

蝋

癖
聖
霞
冥

e
溜
細
区

癖

聖

細

帽

e

丑

e

肥

測

咀
趙

細
区
ゆ
聴

刈
真
蜘

填

旙

　
螂
ロ
斑
枳
癬
㌍

噸
髄
圃

e
円
癬
聖

知

便

勲

聖

腿

皿

1R

塒

殴

⇒ゆ卦ゆ知
瓢廼ト’荊旺
e楚⇒や肥
蜘足遜脚v
区ロ姻細蝋。
驚⇒v区虹顧
朴壬1マ驚製中
○

似州製裡顯・e・b脚恒　霜聴製⇒駆個
脚足ゆ漏蝋蝿楚楚足　似匝ゆ脚Qg
9へ1舶eQゆ製へ，心　e蝋鞠癖細塁
妬uや・o細喫悩u舶　棉1如や聖帽虹
製ゆ、勾縄心．e即　区．楚蚕、賞区
細赫トノ串e刈⇒⇒v。遜傘足駆9砲。
帽郭o急や如足悩魯ゆ凄トロ勾む塁纒即
○　　　　　　　　　　○
v藁P勾知　e⇒虹P価
足曝縛足　イP足製為U
生｝姻蘇・o　eいゆ細幽
簑聴畑蝿　《蝿舶縄い
甘De・、ね。蚕和や二蝿
腺蝿命帽即射ト粥、逼ゆ。
陰トニeρ宰収ρトノ、理剤即
○　　　　　○
ド初
o薄
為旭
毅b
⇒脚
足細
国帽
需聴

穂中　農鄭
e｛皿。丑脚
翠トノゆe憧
eoヤ粁鰹
Ψ趣知製帽
、脚£・ミP。
蝦勾疑帽くゆ
区層知足麹宰

e密。ゆ真駅心庄i知
皿葦ゆ慧馴宙云1£
⑩相巾柵・榊e剛・邸刈
○　　 ○　　 ○
ゐ麹妬
帽和和
廼魚駕。
面皿・ヨ即
二脚麗ト
ゆep想二凶ρ・ミゆ
○

4～聴ゆ

⇒釧v蝋細興
根駕脚

oo

区伽u小
トノ刈ゆ蝿－
o
ぐ
b 即

紹覇園舶。
埋舶翻やゆ
無脚思為価
索細無刈足
○

璽毒謹蓋蚤寧
ぐ騒駆国）く！　δ肋
）需）闘麹£　需£
，亡e爬e聴笹　凹脚
輯叫P頑軸e｛1ト　姻ム
十く目e聴鵠⇒　KK
eロ麗刈姻聴　トム
心弔眠巡田1楚（ミマ
勉〉・ト㌫禽細碑田卜・H

QP　P　層。
聴珊　邸　楚農
皿粥。蝋　忠塁
e楚農9。贈o
構快ぺ咽農e槍
国ト20回起細や
寵契槍需鞠区湘
O　　O　 O

梨嗜碑
・ミ脚刃

心粁ゐ
耐e帽。
簑oや農
索知価製
皿1灘⇒
○

脚颪　 Ψ総知・皿マ艇　 mQ心勾極
翼軍。やQ脚想蛍宰　基舶帽聴癖
齢細霊稲嫌．ミ叡難
足狛脚K尋眠魯ゆ縮即卜帽悩極廷
・皿壬1癬爪軸e、

想足
枳々

b理。・邸楚即
耐ト」旭

　　　　　　　egb〉・脚簑恒畑。e二癖
⑩輯聖へ虞細宰Φ1ぺ9＼xぐe脚即粁O聖
○　　 ○　　　　　　　○　　　　　　○
璽昇e聴為州
鞄輯瓢刈・Uゆ
皿ゆぐr志U赫o
足聴v聖聴鰹ゆ
構珊やe・01旨価
＜、楚細舶如足
箪⇒，や偲㊨心ひい
○

樋二腿脚二虹
脚蝋9e聴o潟為悩ゆ肋脚
囎刈槍二h恢
溜玉J、iロ回．』）足

経㊨やe餐・e・。
齪De屈榔舶即○

rρ狗知　宰
足細脚　知
構眠二阿u＜ロ『認
祐孟⇒。《
細　囎ゆ脚
帽⑩足宰9
e》愈絢妬
ぬ二初£製
葦℃、疑伽。
剛刃宰塑帽即
○　　　　○

報へ赫　 o赫　髄
襯ヤ足　槍想　旺
駐卜・6　足・e、　脚
傘ハ蝿　巻蝿　e。
報＼ね　鳳即　・ρ即
蟻、⇒　傘マ　Q宰
需心環　R麹　・o知
二縄足　濃為　頑蟻
⇒脚λ　ee　申需
駒勾m。｛01嘱P。Xト」
ゆ聴基卜Q⑩ぺゆぐ⇒
○　　　　○　　 ○

ロ　ロ
ゆ　 ゆ　　 ロ

細二ゆ
縄悶巾
e碑腐ぬト」くロ

ξ二⇒
剛o聴○

帽b　噸、即超
v足　榔9価即
⇒鼻c・　憩起9舶。
周蝿　為⇒起P即
鞄ゆ　聴申⇒為個
蝋・U。心x潔・u足
冊心卜0縄脚臨｝J・い
○　　　○

eo細沁足区。
送柵トノゆ
剛帽二価

ヤλ。…3
卜mね
Nふ駕＼へ脚

o

一91一・



読書科学（XIV，3，4）
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　蝋9槍・6e
　）州e瞳K
磐竺ざ獄
聖翻“嘲卜

ρ蘇。
二態〉ゆ

b唄b
傘9脚
9鱒梅農脚聖
緯e圖○

碑価
砲足
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巡鰻ゆ
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bト辺乙む
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・ドo腐如
e脚蚤K恢
椥恢脚想
雌足営・6。
翠快園蝿ゆ
○
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》　⇒・覇くロ
ニ　映・ρ⇒
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逗　快顧や
枳　舶適勾
心　測e聴
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e⑩湘聴1

丑蝿　勲和
蘇即。樋Q
ρbゆ麟ゆ
9細宰媚e
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牒足想く胆二
肝濫・○軍翼妬
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（榊　細桐
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麺⇒　トノ£ く紅
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需赫嘔魚ミゆ細oト2回藤。肇
単癖鰹・皿嵐宰帽足製舵胆ゆ卦
○　 ○　　　 ○　　 ○　　 ○
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寵P⇒舶喫嘔・ミ刈矧恥
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蝋蝿足
○
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掴川囮b知麟Pく《〇二
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o　⇒足。宰
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勘ト勲暉制。
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○

塁樋細
⇒即足
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小学校読書指導計画
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○
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読書科学（XIV，3，4）
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小学校読書指導計画

だ単に図書室で無目的に眼を楽しませたり，質問も課題

も与えられない開放感を味わうというところにあるが，

学級ぐるみ彼等の生活全体の中で指導をすすめて行く中

で彼等は漠然とした自由よりもむしろ自分の心にぴった

りの本，自分を喜ばせ励ましてくれる本との出会いを切

望するようになってくる。そのような子どもたちに教師

がノンプログラムであたるようなことは，どんな結果を

もたらすか言うまでも無いことである。読書指導に計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノなどは不必要で日々の実践こそが大切であるという論も

たしかに一理はあるが，実際ある学校で指導計画にのっ

とって指導をした群と，ノンプログラムで思いつきのま

まに，しかし，かなり読書指導に熱心な教師が指導した

群とを比較した結果，読書テスト（教師作成のもの）の成

績，読書領域，読書量，興味，習慣などすべての点で計

画的な指導をした群の方がまさっていた。そしてその群

の中のある子どもはr読書と私」という意見文の中でっ

ぎのようなことを言っている。《疋私は4年生までは読書

の時間というとただ何となく本を読んできた。しかし5

年生になってから，先生から毎月の目標をきいてそれに

合わせて本を読むようにした。そうしたら図書室の中に

はまだまだ手にとったこともない本がたくさんあること

を知ったし，私の心に深くやきついた何冊かの本にも出

あった。そして私は本当に読書の楽しさがわかったよう

な気がした。これから私はもうだいじょうぶ，ひとりで

本を選んで，ひとりで読書して行けると思う”と。これ

を以ってただちに子どもの生活に読書が根をおろし始め

たなどと安直に考えるつもりはないが，情報量が激増し

て行く中で子どもたちをとまどわせることなく，豊かな

読書生活を築いて行かせるために生活に密着した計画的

な指導が今こそ要望されるのではないかと思うものであ

る。
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読書興味テストヘの期待＊

日本女子大学

　　　阪　　本．一 郎＊＊

1．　目 的

　私は前から読書興味のテストを作ろうと考えている。

　実は前に同名のテストを牧書店から発行したことがあ

る。1）これはフィクションを，A　まんが・絵物語，B

むかし話，C　童話，D　物語，E　ロマンス，F　小

説に分け，ノンフィクションは，G　伝記・美談，H

教養，1　生物科学，J　自然科学，K　歴史地理，L

社会問題のそれぞれ6種に分けて，非常に読みたいもの

には◎，とくに読みたいものには○印を付けさせる仕

組みであった。ただし，A・B・C，B・C・D，C・

D・E，D・E・F，D・E・Aの3者の中から選ばせ一

るようにし，それぞれには具体例を記入するようにし

た。ノンフィクションも同様にした。これによって，読

書興味の発達が正常であるか異常であるかを診断するも

のとした。

　その後私は読書をもってパースナリティの形成過程で

あると見なす論点に立つようになり，そこに適応理論を

持ち出す必要を考えた。パースナリティの形成は，人間

がその環境に適応することにほかならないからである。

そこで適応には次の三つの原理があると考えた。

　11）順応の原理一環境の要求や条件に合致するよう

　　に，個体が自己を変容すること。すなわち環境の働

　　きかけを全面的に受容して，その中で安定した生活

　　が営めるような資質を獲得する。読書では同調の原

　　理と言いかえられる。

＊　Expectations　for　reading・interest　tests．

＊＊SAKAMOTO，Ichiro（Japan　Women’s　Uni一

　（2）統制の原理一個体が，自分の要求や条件を満た

　すように，環境を改造すること。自分の独自性を強

　調して，これを阻む外部の力に統制を加え，環境を

　　自分の住みよい世界に構成しなおす6読書では批判

　　の原理と言いかえられる。

　（3）創造の原理一個体と環境との双方の要求や条件

　　を満たすような，新しい道を創造すること。（1）と（2｝

　　との原理に二者択一的に従うのではなくて，双方を

　．同時に生かす新しい体制を産み出す。これによって

　　弁証法的に，個々のパースナリティは，その自同性

　　を維持しつつ，しかも新しい形態に発展していく。

　　読書では，洞察の原理と言いかえられる。

　上に述べた3原理が，読書においていかに達成できて

いるかどうかを判定するテストが構成されれば，読書指

導にとっては，たいへん便利であろう。かくてこそ，読

書はパースナリティの形成過程だと言えるのではないか

と考えた。

　そんなわけで，私は，日本女子大学の卒業論文に，よ

く読書興味テストの作成をヒントとして与えた。以下そ

のapproachの仕方の4例を掲げる。

2．波方・竹井のapproach2）

versity）

　彼女らは読書材料を自作して，　r武の日曜日」（400字

詰約13枚），r放課後のできごと」（同10枚）の2編を用

いた。それぞれ個人面接法によって読ませ，そのあと次

の質問をした。

（1｝「武の日曜日」

　a．武の父親が約束を破ったことについてどう思うか。

　b・デパートで，武が迷子になったことをどう思うか。
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　c．手伝のさい皿を割ってしまったノリ子に対する母親の態

　　度にどう感じたか。

　d．武が和夫に宿題をしてくれと頼んだことについてどう思

　　うか。

（2）「放課後のできごと」

　a．掃除当番をサボったことについてどう思うか。

　b．宏と明がけんかをしたとき，明がバットで殴ったことを

　　どう思うか。

　c．学級会について，何か問題点があるか。＼

　被検者は，滝野川第一小・神田小川小の5～6年生，

無作為に抽出した者男子22名，女子24名であった。また

橋本らの自己診断テスト3）によって，個人の性格との関

係を見た。

　この質問でうかがえるように，子どもの家庭と学校と

の日常生活に取材してあり，どちらかと言えば道徳的場

面にかたよっている。それに，もっと六事なことは・意

見の自由な発表をさせることにしていて，その予想を立

てることをしなかった。ギから質問ごとにまとめかたが

異なり，せっかくの自己診断テストとの相関があいまい

になってしまったことが遺憾である。

3．石井・倉谷のapproach4）

型 娚倣中・男中・女1男計女計

　　　　　　　　　　　　　読書興味テストヘの期待

　この中の最もよいと思う回答に一つだけしるしをつけ

させるのである。

　もっとも，㈲（B）（C）の記号は，印刷してない。それは，

（A）にしるしを付けたものは同調的＝順応的な判断をした

のであり，（B）にしるしを付けた者は批判的＝統制的な判

断を，そして（C）にしるしを付けたものは創造的＝洞察的

な判断をしたことになるのである。なおこの例では（C）が

2個はいっているが，これは四者択一の能力があると考

えられたからで，つぎは（B），つぎは㈲というように2個

ずつ回答を用意し，各問ともいずれも4個の選択肢中か・

ら選ばせるようにした。

　被験者は杉並区荻窪小5年，世田谷区梅ケ丘中1年の

計男子80名，女子75名である。ほかに精研式文章完成

法5）を実施した。

　さてその結果，（AXB）（C）と判定された児童生徒の％は，

表1のようである。

　　　　　　　表1読書類型の彩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1全体

㈲同

（功批

⑥創

調13，515．024．711．019．113．0
半U　　29．8　　20．0　　26。2　　30．5　　28．0　　25，2

造56．665．049．158．452．961．7

16．1

26．6

57．3

　彼女らは，順応・統制・創造の三つの原理が，読書に

おける読みの態度にどのように現われるかを試みてい

る。読書材料としては生活文的なr草の芽」（400字詰約

7。3枚）と危機的場面を描いたrピストル」（400字詰約

5枚）を用意した。別にr草の芽」とrピストル」用の

二つの質問用紙を作り，各6問に答えさせるようにし

た。各問の構成はつぎのようである。

　　島くんが倒れた沢田さんに（ドッジ）ボールを当てたこと

　を，どう思いますか。

　イ。それは反則ではないから，かまわない。（A）

　ロ・勝つことを，あまり考えすぎている。もっと楽しく遊ぶ

　　のがよい。⑥

　ハ．弱いものをねらうのは，よくない。．ひきょうだ。（B）

　二．反則でなくても，倒れた者は見のがしたほうがよい。（c）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一「草の芽」から

　表1は，読書材料の2編を通じて12問中最高を示すも

のが，その類型に属するものと見て統計した。ただし，

12問の回答がすべて一つの類型に属するというケースは、

なく，二つの類型に属するものは中学生の男女に1名ず

つ（BC）型，男子に（AB）型があり，その他はのこ

らず（AXB》（C）の3類型を併用していた。ところで，その中・

には㈲と（B）とが5答，（C）が2答というように，2類型が・

最高を示すケースが通算10答あった。これは，0．5答と

して各類型に計算した。また囚（BXC）が4，4，4と等し

く答えたものが通算7答あったが，これは％ずつ分配し、

た。このように被験者数が少なくて，一般の傾向を見る

にはやむを得ない処置であった。

　かくて全体を見ると，囚が16彩，（B）が27％，（C）が57％

となり，この傾向は大差がなかった。男女差はわずかに．

女子に創造型が多かっただけである。
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読書科学（XIV，3，4）

　とにかく，一定の差がこの方法から出ることがわかづ

九ことは収穫であった。だが，この差は，個人によって

定着しているものであるか，年齢によって動き，あるい

は男女差や地域差があるものなのかは，今後に待つより

畠まカ》はない。

　もう一つ新しい試みを出している。それは手数がかか

るが，各問の選択肢の選択率を計上し，50％以上が選択

している回答を正常な線をいくものと認め，20％以下の

者が選択している回答を選んだ者を異常な線をいくもの

と認めたのである。1これは囚（B）（C）の型にかかわらず，各

澗について一律に計上し，さらに，50％以上正常な回答

・をしたものをnorma1，50彩以上異常な回答をしたもの

をabnorma1と見なした。ただし50％以上，20％以下と

・いう境界線は，試みに引いたものである。

　これによると，小学生と中学生との段階では，多少の

ずれがあるが，各段階別に判定すると，次のような結果

が出た。

表2　normal，abnormalの線による判定（実数）

程　　　度 ／賜倣中・男中・女t男子女子1全体

88　61314213533　　　　23　　　　28　　　　27　　　　61　　　　50　　　111

3　　1　　1　　0　　4　　1　　5

4．堀口・上島・加文寺のapproach6）

　彼女らは，読書材料として一冊の著書，長崎源之助

rゲンのいた谷」（実業の日本社，1968）を選んでいる。

この本が出版された直後で，読んでいる子がいないこと

と，学童疎開を扱っていて現代っ子のセンスで書かれて

いることなどが理由である。

　また別に・辻岡美延r新性格検査法一YG性格検査」7）

読書感想文（400字3枚以上）及び関係読書調査を実施

している。

　問題は9題に分かれ，たとえばその第1題は次のよう

になっている。

normal

problem

abnorma1

　つまりrnorma1」と判定された子どもには問題はな

・いが，rproblem」と判定された子どもには異常を正常

・に近付ける問題が残されている。rabnoma1」と判定さ

れた子どもは正常な点が少ないから，これを正常に近付

耐るために非常な努力を必要とする，というのである。

一だが，何がrabnorma1」であるかという点には，問題が

．ある。大勢の子が判断する傾向が一rnorma1」だとは限ら

、ないからである。

　しかしここにrabnorma1」として選定された5人の

子どもは，S　CTテストによると，知能は低いほうであ

り，施設児が含まれているなど，比較的多くの問題をか

かえていることは事実である。これも今後の研究を待た

＝なければならない。

○面会の日うめぼしのお母さんが来ることができなかったと

いうことについて，どう思いますか。

イ．お母さんが来られなかったのも，うめぼしが我慢できず

　に泣いたのも，仕方がない。　（同調型）

ロ．まわりの人たち（たとえば正吉の父，鶯笛の女の子）に

　対してもっと元気にふるまう。（良い子型）

ハ．どんな理由があってもめったにない面会だから，絶対に

　来るべきだ。（批判型）

二．会えなかった子どもたちの面会日を別に作ってもらうよ

　うに先生にお願いする。　（洞察型）

　すなわちここではr良い子型」という異質の類型をま

じえている。これはrある尺度や概念，先入感，常識感

など，常に頭の中に持っていて，それを通して時には同

．調し，時には批判し，時には洞察するというタイプであ

る。……混合型のようにある型とある型とが混ざって，

定着しているのではなく，たえず3型が組み合わさっ

たり，ひとつになったり，組み合わせが変ったりして動

いているのである」というところを見ると「超越型」と

でも呼ぶほうがよかったと思う。

　だがこの4類型の選択肢の作り方には多分にあいまい
　　　　　　　　　　　　●
なところがあり，Y－Gテストの説明を欠いていて両者

の関連を見ることができず，感動類型と性格型のあいだ

にはr有意差なし」と結論している。しかし，この類型

を利用して，単一固定期→固定混合期→固定流動混合期
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→流動混合期というように発達の時期を考え，流動混合

期はr良い子型」に当たるとしているのは新しい線を出

したものとして注意される。

　ちなみに本調査は豊島区雑司ケ谷小5年男28名，女34

名。世田谷区桜小5年女4名，同区松沢小5男16名であ

る。

一2 一1

1

　　読書興味テストヘの期待

0　　　十1　　　十2
1　　　1

5．松本・寺門・山本のapproach8）

　彼女らは，牛島・集団TAT検査9）を利用して，これ

と読書興味との相関を見ようとした。この検査では，権

力・愛情・社会的承認・所属・独立の五つの欲求と，三

つのフラストレーション，攻撃・非現実・退行のタイプ

が検出されるようにできている。そこで読書興味は，五

つの欲求に対して各三つのフラストレーション形式で反

応できるようにした。例えば次のようである。

　○　ミーチョは村いちばんの有力者になりたいと思ってい

　　る。たくさんの人々を使って，大きなリンゴ園を作った

　　り，多くの作物を作り出す生活を願っている。しかし，父

　　の仕事の関係で町に引越さなければならなくなった。ミー

　　チョは村から離れることが残念でならなかった。（権力の

　　欲求）

　　①　ミーチョはいつかふたたび村にもどり，村いちばんの

　　　りっぱな有力者になることを思いめぐらすだけで満足す

　　　るのであった。（非現実）

　　　　一2　　　　　－1　．　　　　0　　　　　十1　　　　　十2

　　　　1　　　　　　　　1　　　［　　　I
　　　　　　　　l　　　l　　　l

　　②　ミーチョはどうしても村にいたいと両親に頼んだ。し

　　　かし，それは無理なことだった。ミーチヨは村いちばん

　　　の有力者になることがもうできないかと思うと，残念で

　　　ならなかった。しかし，しかたなく両親のいうとおり村

　　　を離れるのであった。（退行）

　　　　一2　　　　　－1　　　　　　0　　　　　十1　　　　　十2

　　　　1　i　l　l

　　　　　　　　l　　　l　　　l

　被験者は小5と中1とで，小学生は文京区明化小，淑

徳学園付小，男女計59名，中学生は練馬区練馬中，世田

谷区鳥山中，男女計83名であった。

　その結果は，興味の方向と，TAT検査における欲求

とララストレーションとの間には，高い相関はないとい

う結論が出た。しかし読書の興味には積極的な興味と，

補償的な興味とがあり，後者では現実には満足されない

がゆえに一層これを欲求することがあるので，これは当

然のことに属するし，また質問の選択肢にはこのことへ

の配慮が欠けていたということから両者の相関が低く出

たのであろう。

6．結 ぴ

　ここに挙げた卒業論文は，約7か月の期限で提出する

ことになっているので，かんじんのテストによる性格診

断と読書興味との関係を検討することはお粗末になって

しまうのはやむを得ない。また被験者を大量に用いるこ

とにもむりがある。・しかし私に協力してくださった4グ

ループの諸氏は，それぞれに私にとってはよい参考を提

供してくれた。これらに励まされて，読書興味テストは

かならず作ってみせようと思う。あるいは私の志を継い

でいただく人があれば，そんな幸せなことはない。

③

　　　　　I　　　l　　　l

　ミーチョはどうしても村にいたいと頼んだ。けれど

も，けっきょく聞き入れられず無理やり町に連れていか

れたミーチョは，両親に反抗しぜったいに両親には口を

きかないことにした。　（攻撃）
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読書に関する文献1969－1970＊

日本読書学会編集委員会＊＊

　この読書に関する文献は，昭和44年から昭和45年の2

か年間にわたる，図書，紀要，研究報告，雑誌論文の中

から収録したものである。

全体の構成は，次の件名のもとに，それぞれを著者の

五十音順に配列してある。

　1　一般　　　　　　　　5　読書指導

　2　心理学・生理学　　　6　文学教育

　3　国語教育　　　　　　7　読み物研究

　4　読解指導　　　　　　8　授業研究

また，これらの論文中，主要なものについては，簡単

な抄録を付して，研究の便宜を図った。

　このリストに採録した雑誌，紀要は，次の通りであ

る。

　愛知教育大学付属名古屋中学校教育研究

　大阪教育大学付属平野研究紀要

　学校図書館（全国学校図書館協議会）

　教育科学国語教育

　教育研究

　教育心理

　教育心理学研究

　教室の窓一小学校国語（東書）

　岐阜大学教育学部付属中学校研究報告

　群馬大学教育学部付属中学校紀要

　言語生活

　国語教育（東京都小学校国語教育研究会）

　国語教育相談室（光村図書）

　国語教育の近代化

国語教育（三省堂）

国語研究（愛媛国語研究会）

国語研究（長崎県高等学校教育研究会国語部会）

国語の教育

国語の実践（東京都中国研）

児言研国語

児童心理

実践国語

島根大学教育学部付属中学校研究紀要

全日本国語教育協議会紀要

東京のこども（東京都立児童会館）

東京学芸大学付属世田谷小学校紀要

東京学芸大学付属小金井中学校研究紀要

読書科学

名古屋大学教育学部付属中・高等学校紀要

新潟大学教育学部付属長岡中学校研究紀要

’日本教育心理学会第11，12回大会論文集

日本心理学会33，34回大会発表論文集

日本国語教育学会誌

広島大学教育学部付属中学校教育研究

宮城教育大学付属中学校研究紀要
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岩田道雄　　マス・コミ時代の読書　　児言研国語

No．20　P．18～24，1969，6月

乾　孝　　活字人間と映像人間　　言語生活　No．221

P．15～25，1970，2月

植草甚一　　横書きと縦書きの経験　　言語生活　No．

209，　P。68～69，1969，　2月

扇谷正造〔他〕　新聞を読む　　言語生活　No・230，

P．2～17，1970．11月

春日正一　　私の青春と読書　　新日本出版社（新日本

新書）219P．1970

倉沢栄吉　　読み書き時代は変わるか　　国語の教育

No，32，　P．16～20，1970，12月

黒田寛一　　読書のしかた　　こぶし書房251p．

1970

言語生活編集部　　読めないことぱ読みにくいことば

言語生活　No．221，P．53～57，19702月

須田禎一　　思想を創る読書　　三省堂（三省堂新書）

　189p．　1970

飛田文雄　　小泉信三の読書論について（11）　読書科学

Vo1．12，No．2，p．30～35，1969，1月

　今回は精読について分析している。主な項目は，再読・再

　現・記入・観察・思索・語学となっている。小泉の批判とし

　ては，結論が文章を作る側にかたより，文章のありかたが，

　理解ないし鑑賞ということと，どういうかかわりを持つ浄と

　いうことへの論及の足らない点が指摘されている。（A・O）

飛田文雄　　小林秀雄の読書論について　　読書科学

　Vo1．13，No．1，2，P．38～42，1970，4月

　小林の読書の目的論と方法論についての分析がおこなわれ

　ている。　（A・O）

飛田文雄　　亀井勝一郎の読書論について一日本近代読

書論史序説（個人編その3）　　読書科学　Vo1．12，

　No．3，P．10～16，1969，　2月

　ここでは，勝一郎の読書の各論の座に流れるものから1つ

　の体系をつかみ，それによって1つの読書論としての機構を

　　　　　　　　　　　　読書に関する文献

　つくることを目的としている。勝一榔の読書論の分析は，読

　書の目的。個人の問題，書物との対話性，文章表現の重大性

　億，疑問をいだくこと，批判という点からおこなわれてい

　る。（A・O）

外山滋比古　　読者の世界　　角川書店（角川選書）

234p．　1969

菱沼太郎　　主題雑感　　児言研国語　No．26，P．25～

32，　1971，　1月

古野有隣　　戦後の生活と読書　　言語生活No．211，

P．36～41，1969，　4月

堀秀彦　　読書のよろこぴ　　雪華社　250P・1970

堀川直義　　現代の読書生活　　言語生活　No．211，

P．26～35，1969，　4月

前園主計　　読書法　　日本経済新聞社（日経ノウハウ

　・ブックス）222P．1970

前田愛　　明治の読書生活　　言語生活No．211，P．

15～25，1969，　4月

松村久　　新しい貸本店の経営　　読書科学　Vo1．13

　　　　　　　　　　　　　　　　　『，No．1・2，P．7～14，1970，4月

山下富美代　　パターン識別に関する実験的研究（1）印刷

用ひらがな文字について　　日本心理学会第34回大会

発表論文集　P・197　1970，8月

　新聞用本文印刷文字のひらがな文字を対象にメッシュ版を

　利用して計測し，新聞社（本研究では4社）の字体特徴の検

　出を試みている。（Y・S）

横瀬善正・伊藤法瑞　　文字パターンの読まれ方の研究

　一経験効果の問題一　　日本心理学会第34回大会発表

　論文集　p．194，1970，8月

アルファベットやカナ文字を部分的に線の長さを変えた

り，位置をずらせたりして多くの変形文字を作り，大学生20

名と小学5年6年各20名の被験者に読ませた。変形文字の読

まれ方は大学生は変形が大きくてももとの文字として読む傾

向が強いことがわかった。カナもアルファベットも変りない

ことは経験の影響のないことを示しいる。（Y・S）

2．　心理学・生理学

　　赤坂光三
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　読書科学1（XIV，3，4）

シ科学”VoL13，No．1・，2，P．80ハ）86，1970，甲4月

桐部初枝』』当幼推薗における文字の読み書ぎの実態と

　その考察」一新潟大学教育学部鮒属幼稚園・晴属長岡

　小・中学校教育論究　No．9，P．29～38，1969，3月

天野清　　語の音韻構造の分析行為の形成とかな支字あ

　読みの学習　　教育心理学研究　Vo1．18，No．2，P．

　76ベノ89，　1970，　6月

　　第1実験は就学前児童の単語の音節分解に関する実験と

・第2実験はそれと文字の習得との関係についての実験であ

　る。第1実験では①日本語の基本的な音節を正しく分解でき

　るよう・になる概略的年令時期②各種の音節を分析分解するに

　．あたっての児童の反応の特徴と，年令との関係③この種の教

　育を受容できる概略的な年令時期を検討したg5歳疎登4歳

　後年那きわ蘇容易に琳的な日本語の音節を分解した

　が，3歳及び4歳前年児は正しい反応を確立するのに何回も

　の練習を必要と，した。第二実験の結果によれば，音節分解や

　抽出行為の形成の程度がかな文字の習得の程度と密接に結び

　ついているという。　（Y、・S）．

・アー・ア・レオンチェフ・天野清訳　，連載講座　ソビ

　エト言語心理学（4）内言と陳述の文法的発生の諸過

　程児言研国語No・18・P・4q乍48・1969・1月

出雲路猛　　子どもと読書一現代っ子の読書傾向と問題

　．点一　　東京のこども、No．17，P．2～7，1969，10月

　　1・子どもをとりまくマスソディア・2・新しいマスメ

　ディアの提携，3・マスコミに静かなブームを呼ぷ読書活動

　一子ども読書傾向とこどもがとらえるおもしろさについ

　て。（T・1）

井野朝二，鹿取広人，高橋澤子，山田麗子　　文字を媒

　介とする言語行動の形成一発蓬失語症を伴うと推定さ

　れる聴力障害児の症例1，2一、　日本教育心理学会12

　回総会発表論文集　p．86～89』1970，10月

　　聴力障害に加えて，発達性失語症も疑われる2つの症例に

ぢ，？駐て，文字の言誹を蝶介とする言語行動の彩戒の試うとそ

　の際の学習過程について報告している。（Y・S）

大西誠一郎〔他〕　読書レディネス・テスト作成の試み

　（2）　日本教育心理学会11回大会論文集p．186ん187

　1969，　10月

　　ここでは試作されたテストの統計的な検討がおこなわれて

　いる。（1｝各問題に対してそれぞれの小問が正当に寄与してい

　るかの検討，（2》問題別，年令別の平均≧標準偏差，ここでは

　標準偏差を重視し，それをそろえるように訂正がおこなわれ

　た・（3）問題別’年令別正答率の変化・選犀れた問題φ年答率

　は年令とともに上昇していた。それがテストの信頼性を示す

　一つの指標として考えられた。　　囚内部相関はかなり高く

　（．56～．88）少し問題がある。テストは比較的分化した能力

　を多方面にわたって測定できることが望ましいからである。

　一（5｝テズトの信頼度はキューダー・リチャードソンの公式に求

　められ，．978で信頼度は高い。‘6）妥当性は小学校1年生44人

　の国語の成績との相関が求められたが必ずしも高い妥当性は

　えられていない。（A・O）

大西誠一郎〔他〕　読書レディネス．・テスト作成の試み

　（1）　日本教育心理学会11回大会論文集p．184～185

　1969，　10月

　　ここでは，読むことの機能に即して，その適合状態をテス

　トしようとして，読書レディネステストが作成されようとし

　ている。テスト作成にあたっては六つの要因を考え，それぞ

　れに適する問題を作成したのである。（11絵の指示，鋤事物の

　理解，（3）お話の記憶，（4）形の弁別，（5》絵と文字の結合，（61お

　話の構成，テスト問題は62あったが，次の基準に達しないも

　のは削除された。（11発達の上で有意差のないもの，（2）5，6

　歳を通じて正答率がともに80彪をこえるもの，（3）3うの年今

　一を通じて，いつもその正答率が30％に達しないもの。（A・

　O）

大西誠」郎，塚原美代子，力富敬子　　読書レディネス

　・テスト作成の試み（3）・（4）　　日本教育心理学会12回

　総会発表論文集　p．130～133，1970，10月

　　読書レディネステスト作成の標準化過程を中心にのべてい

　る。なお，この読書レディネステストは，①絵の指示，②事

　物の共通性の理解』③話の記憶，④形の弁別，⑤絵と文字の

　結合，⑥お話の構成，からなっている。そして，テストの得

　点及び各問題毎の年令段階ごとの得点，各下位テスト間の相

　関，国語学力テストとの相関，．再テストによる信頼度の検討

　などを行なっている。（Y・、S）

岡田明，　読みの反転錯誤と禁止傾向の汎化勾配の関

1係’h－日本教育心理学会11回大会論文集p．204～205
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　　禁止傾向の汎化勾配を測定し，それと読みの尽転錯誤との，

　関係を見ることを商題としている。被験者ば幼児セある。反

　転錯誤は原刺激に対し亡4つの比較刺激のいずれを指示する

　かによって測定された。1禁止傾向の汎化勾配は次のよう一にし

　’て測定された。1～7までの円のうち，中央あ4の大きさの

　円を負刺激とし，向薗積の6角形を正刺激とし亡，6回連続正

　反応のみられた時に，訓練完成のクライテリオンとした。汎

　化検定はラテン方格法により12の組合せを1サイクルと・し，

　2サイクル実施6G・P分析によるとP群の方が禁止傾向の

　汎化勾配がやや大きく，汎化勾配の右側では5％水準の有意

　差があった。分散分析によると1個人差や，刺激提示順には

　差なく，実験条件には1彪水準の有意差があった。（A・．O）

岡田明　’読みの反転錯誤と大きさ次元の汎化勾配の関

　係　　日本心理学会第33回大会発表論文集』p．271，

　1969，8月

岡本圭六　　発達課題と読書　　児童心理　v61．24，

　No。7，　P．21（レ29，　1970，F7月　　』

尾原淳夫　　子どもの読書につし・ての親の関心度　　児

　童心理　Vo1．24，No．7，P．149～155，1970，7月

海保博之　　片仮名文字相互間の類似性判断次元と見易

　さの関係　　心理学研究　VoL40，No、6，P。337～

　339，1970，2月

　　カタカナ15文字相互間の類似性判断行列の因子分析によっ

　て，5つの因子を抽出し，これらと文字の見易さとの関係を

　重回帰分析によって検討した。抽出された因子は鉤型，十字

　型，右上り斜線とその上の点，横の平行線とそれと交叉する

　垂直線，鉤型とその内の点，として特徴づけられた。このう

　ち，見易さに積極的消極的に関すξのは十字型，斜線とその

　上の点であるζとが示唆された。（Y・S）
一　し

海保博之1カタカナ文字相互間参類似と誤反応との関

　係　　日本心i理学会第33回大会発表論文集　P．117

　1969，8月

　　5×9のメッシュに量子化されたカタカナ十文字15個を用

　いて，識別実験および類似性判断実験を行ない，文字相互間

　の誤反応の様相と類似の様相との関連を調べた。被験者は大

　学生20名。類似度が高くかつ誤反応の多い文字群と類似度は

　　　　　　　　　　　　　　読書に関する文献

　低いが誤反応の多い文字群の二つに大まかに分類されるとい

　う。前者は縦横方向の交叉した構造をもつ文字群，後者は斜

　、め方向，または鈎構造をもつ文字群と・して特徴づけることが

　できようとしている。　（Y・S）

河井芳文　・漢数字のリーダビリティ　　日本心理学会

　第34回大会発表論文集　1970，．8月　’

　1縦書きにおける漢数字の読み易さをアラビア数字とめ比較

　’において検討する。方法は数を内容とした短文の読時間の測

　1定と数字だけを並べた簡単な加減算を行なわせる方法の二つ

　を用いた。前者ではアラビア数字の方が読み易かった。後者

　の方法ではアラビア数字の方が計算が早い。（Y・S）

久保田正人　　語盲と構成失行をともなった精神薄弱の

　よ事例　　心理学研究　vo1．41，N6．4，P．205～

　212，　1970，10月

　　語盲（失読，失書）をともなっている精神薄弱児の事例を

　報告している。語盲の状態に対して12歳3か月以後約2年間

　の治療教育を試みた。結果はひらがなはほとんど記憶し，多

　少は使用できるようになった。改善された内容は，文字と音

　の一致に関する健忘がかなり克服されたとと，文享によちて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よロ　と

　語や文を作るときの脱字誤字を自発的に予防し，吟味する能

　力が促進されたことである。（Y・＄）－

久保田正人．読字書字曜択的障害をもつ精潮の一

　事例（続報）　　日本心理学会第33回大会発表論文集

　P．333　1969，　8月

　　発達性読字書字困難と構成失行を併せもつ精薄児について

　の事前報告である。継続的な研究発表を行なっているが，今

　回は前回の続報という形で，その後の一年間の学習過程を報

　告している。そして，文字についての記憶が安定して健忘的

　でなくなったこと，語や文を読み書きするという自発的吟味

　がかなり速く行なえるようになったことなどが報告されてい

　る。（Y・S）

小口崇博　　読書不振児・読書優秀児の発見と指導

　教育心理　Vo1．18，No．3，P．68～71，1970，3月

輿水実　　心理学説における思考と言語一連載講座・思

　考と言語・第11回一，教育科学国語教育No．136，

　P・127～131，1970，、2月

小林芳郎　　文字の認知に関する発達的研究一文字め認
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読書科学（XIV，3，4）

』知と意味性について一　　日本教育心理学会12回総会

　発表論文集　p．174～1751970，10月

　　文字の認知のされ易さを調べるために抹消テストを行な

　い，文字の意味性を調べるために同頭文宇連想語の多少を調

　べ，さらに両者の関係を調べた。被験者縁5，6歳幼児50

　名，小学1年50名，小学2年50名。これと対象するため中学

　1年生200名を用いている。抹消テストの結果は各文宇によ

　って違いがみられ，認知されやすい文字と認知されにくい文

　字のあることを示している。要因として，単純性，直線性，

　非類似性をあげている。小学生と中学生の闘の差はあまりみ

　られないことから，文字の認知のしやすさは相当早い時期に

　おそくとも文字学習をはじめる時期にみられ，この傾向が一

　貫しているとしている。．連想検査と抹消テストの関係をみる

　と，相関係数は正であったが，係数はそれほど大きくない。

　（Y・S）

阪本一郎　　　r児童漫画長靴の三銃士」　　読書科学

　Vo1．12，No．2，P．36～44　1969，　1月

　　前編は靴帽子にプラスとマイナスの誘意性を与え，そのコ

　ンフリクトが物語られ，後編は，靴帽子を如意宝として利用

　することを中心に，漫遊記ふうに正義の使者としての冒険を

　語り，ついにその呪力から離脱するという話である。靴帽子

　は軍備の偶意であり，三銃士はそれを廃することを切望しな

　がら，その必要に迫られていく国民の姿を示している。そこ

　で，この作品は世相風刺のマンガとなっているという。表現

　上の新機軸は，映画シナリオの体裁をとっていることであ

　る。（A・O）

阪本一郎　　速読のすすめ　　学芸図書　253p．1969

阪本一郎〔他〕　絵本と子ども　　読書科学　Vo1．12，

　No．2，P．23～29，1969，1月

　　ここでは質問紙法により，幼児の親に，どのように絵本を

　与えているかの実態などについて調べたものと，もう一つ

　は，幼児にさまざまな絵本の絵を見せて，どのような表現方

　式の絵が子どもに好かれるかを検討したものが研究されてい

　る。調査によると，気分的で，白い余白を生かした新しい画

　風の絵が好かれている。しかしこの点は実験結果に反してい

　る。著者らは，絵の表現方式より，物語の興味の重要さを示

　唆している。（A・O）

阪本一郎〔他〕　　物語の理解における子どもの態度の診

　断の試み　　読書科学　Vol．12，No．3，P．17～27．

　1969，2月

　　子どもが物語を読むとき，その内容に対してどのような態

　度をとるかを検出するのが研究の目的である。方法は一定の

　物語を読ませた後で，その内容について質問紙の多肢選択法

　により回答させるやり方である。結果は，同調型，批判型，

　洞察型の3型にほぼ同じ数で分散していた。（A・O）

阪本一郎　　読書速度の発達　　日本教育心理学会12回

、総会発表論文集　P．92～93，1970，10月

　　はじめに学年に応じた読み易さの基準の設定を行ない，つ

　いで，その基準に応じた文章の読みの速さを測定している。

　前者の読み易さの基準としては漢字の使用率，基本語い率，

　長文率，直接叙法文率をあげ，現行教科書小学1年から高校1

　3年までを比較した。それによると，①漢字率，②基本語い

　率，③長文率の3つが読み易さの基準として使用できるとし

　ている。つぎに，各学年の基準に適した材料をあたえれぱ読、

　速度に変らないだろうとの仮説にもとづいて，読材料を作っ

　て速度を調べたところ，読書時問は学年によって発達すると

　いう結果がでた。（Y・S）

阪本敬彦　　読書問題児の指導　　児童心理　V・1・24．

　No．7，P．128～133，1970，7月

佐藤泰正　　速読法　　旺文社　235P．1969

佐藤泰正　　読みのメカニズム　　言語生活　No．221．

　P．35～52，　1970，　2月

　　読書過程の生理的心理的考察がおこなわれている。？まり

　読みと眼球運動，読みと知覚，読みと情緒および思考過程炉

　実験をふまえて考察されている。（A・O）

佐藤泰正　　大学生の速読訓練　　読書科学　VoL13，．

　No．1・2，　P．1～6，　1970，　4月

　　ここでは実験群31名について，いろいろな角度から分析し

　た結果が報告されている。何を測度とするかによって結果が

　影響を受けている。また訓練効果はすべての被験者に一様で

　はなく，個人差のあることが見出されている。また速読訓練

　の効果とパーソナリティとの間にもある種の関係があった。

　　（A・O）

滝沢武久　　感動と思考一その教育に果たす機能・一

　国語教育　Vo1．11，No．8，P。10～13，1969，10息
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　　思考のエネルギーとしての感動とは。ジャネの学説とその

　限界。感動と価値と思考について。～国語学習の過程でも，

　思考による探索をかりたてるような教材である限り，子ども

　の心をゆさぷる質の高い感動が，つくり出されるであろう。

　（T・1）

中学生の読書研究会　　u　r坊っちゃん」の読み易さに

　ついて　　学校図書館　No．224，P．42～50，1969，

　6月

津堅房弘　　数学的能力と読書歴’教育心理　VQL

　18，No．11P．72～74，1970，11月

　　読書力と数学的能力の関係をのべた2つの事例報告であ

　る。読書力を向上させることによって数学的能力の向上がみ

　られた事例があげてある。（Y・S）

久本智子・芳賀純　　児童文学における童話の原話と再

　話の児童による鑑賞態度の比較研究　　読書科学

　Vo1．12，No．2，P．15～22，1969，　1月

　　内容において差のある原話と再話では，児童の理解にも差

　が出るのではないかとみて人物についての理解，感動場面お

　よび話の好みから研究がおこなわれた。父親と母親の理解に

　ついては原話と再話で子どもの理解に差が出た。感想につい

　てみると，再話の方は，不明確な理解となり発達ああまり見

　・られない画一的な感想が多く原話の方は，明確な理解を与

　え，発達により理解に深まりがみられた。原話の方では，グ

　，レーテルが魔女を殺す場面が印象的であり，再話の方では2

　年，5年ともその場面に多く感動したのに対して，再話の方

　では，2年では金貨やお菓子の家により強く印象を受け，5

　年ではグレーテルがまほうつかいを殺す場面に，特に男子が

　多く感動した。結論として，ここで使われた原話と再話で

　は，原話の方が好ましかった。研究法は，テープで読みきか

　せた後で質問紙法により分析したものである。

l
l
福
沢 周亮　　漢字を学習材料とした読字学習の機構に関

　する研究（1）一児童における日本語二音節と図形の有意

　味度と熟知度一　　教育心理学研究　Vo1．18，No．

　3，P．158～165，1970，9月

　　日本語二音節100語についての有意味度表と熟知度表を作

　り，両者の相関係数をもとめたところr30．955，前者をX，

　後者をYとすると回帰直線はYノ＝1・23X＋0，84となった。

　　　　　　　　　　　　　　　読書に関する文献

　図形の有意味度と熟知度については，50の図形について調べ

　たところ，相関係数はr＝0．880，前者をX後者をYとする

　と，回帰直線は，Y’＝1．20X＋1．63となった。

　　つぎに図形と2音節を組合わせて，4群を作り，学習実験

　を行なった。熟知度の高いもの同志の学習が熟知度の低いも

　の同志の学習より容易であった。（Y・S）

松田隆夫　　量子化片仮名文字の識別過程に関する研究

　一部分提示に対する正反応の分析（予備報告）　　日

　本心理学会第34回大会発表論文集　p．195，1970，8

　月

　　9×5で量子化された文字パターンの部分を欠くことによ

　って，正しく読まれる割合をしらべている。（Y・S）

松村友次　　ウシンスキーに学ぶ　　児言研国語　No・

　18P．52～55，1969，1月

3．国語教育

池本一夫　　中学校を例に一授業に直結した評価を考

　える一　　教育科学国語教育　No．134，P・76～

　82，1969，12月

井上敏夫　　読みにおける志向性一理論講座・生活読

　み・第1回一　　教育科学国語教育　No．138，p．

　107～117，1970，4月

井上尚美　　欧米の国語教育について（その1）　　児

　言研国語　No．20，P．25～28，1969，6月

井上尚美　　米国における国語教育の実態　　児言研国

　語　No・22，、P・38～41，1969，11月

井上尚美　　欧米の国語教育（その3）　　児言研国語

　No．23，　P．38～41，　1970　1月

岩田道雄　　中学校学習指導要領・国語科篇批判　　児

　言研国語　No．19，P．25～26，1969，3月

岩渕悦太郎　　国語教育の新しい方向　　教室の窓（小

　学国語）　No．1，P．1～4，1969，4月

　　1．　日本語の鑑賞と文字の鑑賞，2．文字と文章一言語

　表現の理解についてr3．』文章の読解と文法，　4・読

　書の重要性（T・1）

大久保忠利　　批判的言語観2国語教育理論史ユ8石山
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読書科学（XIV，．3，4）

∫・修平の三読主義とその限界　，児言研国語　No．，18，

P。56～64，　1969，11月』

大久保忠利一批判的言語観ご国語教育理論史19石山

のr味読」と解釈学の正体　　噛児言研国語　No．19，

～』’P．57～64，1969，3月　’一

大久保忠利　　1教師・国語教師への真剣な7つの問いか

けー　児言碑国語　No』20，P．49～57，1969，6月

大久保忠利　　正しい言語本質観を学習して国語教育の

目標を焦点づけよう一全国の国語教師仲間への呼び

かけをこめて一　　児言研国語　No．21，P．55～

63，1969，9月

大久保忠利　　証者の語る戦後国語教育史てその1）

　r批判よみ」再評価一荒川区国語研究サークル共著

　『批判読み』を一書証としっづ一く　児言研国語

N軌23，P・46～55，1970，1月．　、、．1』

大久保忠利　　証者の語る戦後国語教育（その1の2）

’明日を自指すr批判よみ」　再評価一r日本の教

育』と荒川区教研国語部会編著r批判読み』とを書証

としつつ一　　児言研国語　No．’24，』り．49ん59，

1970，5月

夫久保忠利　　＝問いかけr今まで日本に国語教育は有

ったか？」二国語教育の全面的革新の訴えr第7回児

言研アカデミー」出席諸氏へ　　児言研国語：N6．『25，

P．3～12，　1970，　8）目

i大久保忠利　　国語教育の全面的革新と表現よみの位置

づけ（その1）一第7回児言研夏季アカデミーで話　　、

したことのまとめ一　　児言研国語No．26，P．

3～11，1971，1月　－

，大熊信行　　㌧，国語教師に訴える一民族意識とr読み」

の速さの問題などrき　　国語の教育　No。9，P．

♂
、

123～130・1969・、斗月　・、

大槻一夫　　国語科読書りありわ牟　．、国語教育り近代

、．，1，化No．94？、p．3βr》40，1970，5月

1木村はま、　読書生活の指導r実践から得たひξつの

計画案一　　国語の教育　Nq．25，P．37～46， ，No。

．26，・P．23～45，一No．27，P．37～49，1970， 5月，．6月

7月、

岡田明〔他〕　一読む生活の問題点　　言語生活　　No、
『
②
2 1，P．『2～14，1970，2月

押上武文　－一いろどりのあるふかい共体験を土台に

教育科学国語教育　No．124，P．55～64，』1969，2月

越智敏夫・他（長崎市教育委託研究サークル）　 学習

・意欲を高める文学的教材の学習指導の研究（読書指導

と読解指導の関連）p．60，1969，2月

亀村五郎　　わたしは迷わない一文学教育と読書指導

　・その実践的問題点一　　教育科学国語教育　No。

135，、P，45～47，1970，1月

熊谷孝，　印象の追跡としての総合読み　　児言研国語

No．18，P．34～39，1969，　1月

倉沢栄吉　　国語科教育の専門性とr創造」　（その1～

その9）　　国語の教育　No．9，・12，15，18，21，

24，25，26，．27，1969，1月一4970，7月

倉沢栄吉　『国語教育と創造性　　教室の窓（小学国語）

ピ　N6．4，．p。1～3，・1970，　1F月・

倉沢栄吉　　国語科教育の専門性と1r創造」　1，・2，3，

イ‘’4』5，6，7，一国語の教育　No112」◎69，4月～1971，

’1月

江東区立大島中央小学校　　学校教育活動における国語

『教育一第一学年を中心として一　　1969

　国語科教育と国語教育の蘭連を明らかにする。各教科領域

　におげる国語の教育は如何にあるべきか。（T・1）

輿水実　　督像を働かせて読む場合，拡がる傾向をどう

するか　　国語教育の近代化　No・86，P・52～56，

19691叩．
輿水実　　国語科指導過程の理論　　国語教育の近代化

No。91，　P．1～33，　1970，　2月

，輿水実　　甲語教育の内容的価値，特14文学教育の価値

，につ！、て1　国語教育の近代化　No・96・P・1～24・

1970，7月

輿水実　　明瞭な思考・まっすぐな思考・揖判的思考

，．教育科学国語教育　No・130，P・127～131，1969，8

‘帰’．、，
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輿水実　　言語と創造的思考一㌃一教育科学国語教育

N・．131，Pら127～131，1969，9月

輿水実　・思考力を高める国語科教育とは何か一連載

講座・言語と思考・第12回・一一・　教育科学国藷教育

　N・．』137』P．127～131，197σ，い3月恥”』『’

小松善之助教研の課題を全雑9も解ナ第＋八
‘
次
教
研
奪
国集会に参勿・し七｝㌃帰珊語、地

　19，　P．47～52，　1969，　．3月

西郷竹彦，、松永・古田論争に樹すう「郵見一文芸学

　の観点より一　　国語の教育　No．26，p・．76～86，

　1970，，6月

佐藤喜代治r一訪なこξの歴史　　言語生活　N・321・

．P36一イ34，1970，2月

滋賀県彦根市稲部町テ稲枝東小学校　　思考力を高める

　読みの指導F1970　．

　思考を深め，関係的な読みとりができる発問の研究（T・

　1）
佐藤和彦〔他〕　・“情報時代”と国語教育の変革〈その

　1＞　　国語教育　VoL11，No，3，P、5γ22，ユ969，

　4月
斎藤はるみ〔他〕　　＜特集＞駅情報時代”と国語教育の

　変革くその2＞　　国語教育　Vo1，4，No．4，，P．5～

　21，1969，5月・　　　　　，

沢田尚彦〔他〕　　“情報時代”と国語教育の変革くその

　3＞　　国語教育　Vo1．11，Nα．51969，6月

鈴木一彦　1関連指導の考え方を中心に　　教育科学国

　語教育　　No．1251・P．26～32，1969，3月

高橋和夫　　学年目標を中心に　　教育科学国語教育

　No．・125，P65～11，1969，3月

田中良三 一見やさしく，その実奥深い発問を一文

　学教材の場合一　　教育科学国語教育　No．138，

　P．81ん87，1970，4月『

竹田正雄　　言語行為における創造性の開発一読むは

　たらきの高まりを中心に一　　国語の教育　No．

　12，　P．37～46，　1969，　4・月

竹内彰〔他〕　　読解と鑑賞との相互作用について　　群

　　　　　　　　　　し　・読書に関す蚤来献

馬大学教育学部付属中学校研究紀要　；NQ。17，p．5侶

20，　1969　　　　　　　　　　　　　　　　、　．　　　‘∴　　・　、　、

戸田市治　　く現場の国語教育研究2＞基本的指導過程

の各段階における応能学習の実践’国語教育の近代

イヒ　No．87，　P．42～54，，1969，．10月一　亀　　，　　，　

東京都立教育研究所国語研究室　’古典（古文）学習の

』意義と学習上の問題点　　1970，6月L．

　1　古典学習に対する生徒の意識調査

　皿　古卑の意味，．．

　皿古典学習1こおける二豊．耳の問顎点　　　　　　，

　〔工）、教材の精選について・

　、（2》辛法（語法）』語い指導について，

　　①　習得困難の状況

　　、②体系文法か機能態か．「

　　③　語い指導について

　（3）入門期の指導について

　（41学習形態・授業内容等1にづいて（T・1）

飛田文雄　　文章メデ才ゲにおける指導過程の問題点

　一文学の指導過程と読書の指導過程一　　教育科

　学国語教育　No．135，P．26～31，1970，1月～r

外山滋比古　　未知を知るための文章』r　国語教育『・＼

　VoL12シNo．7，P．4～5，1970，6月　・

外山滋比古　　読書的個性の養性を　　国語教育Vo1．

　12，No．10～12，．・1970，12月　1’

富山県東砺波郡福野町福野小学校　・国語科において自

　主的学習をすすめる研究　　1970

中西昇　　現代を生きる国語教育一新任教師の悩みと

　対策をめぐって門　、・国語の教育　No．25，P．18

　～31，　1970う　5月　 、　ド，

野中幸夫　　 研究授業とその問廼点　』国語教育の近代

　化N・・95，P・β9～523⑲70・、0月　，　・タ

永野重史，，講演・国語教育の目標と授業教造　．、垣言

　研国語No・，26・P・56～644971・1月．

薙野敏光　　文学教育・、言語教育の領域脅明確に．　国

　語の教育　耳030・P・27㌘314969・・12月、，

滑lll道夫　　読みの柔軟性　　・国語の教育「No・1ろ

　P．8～16，、19619，9月
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読書科学（XW，3，4）

滑川道夫　　読みの創造性．　国語の教育　No．20，

　P．8～20，　1969，　12月

滑川道夫　　一時間の授業・芦田恵之助先生の授業

　一r芦田先生授業速記」より一　　国語の教育

　No．24，P．36～51，1970，4月

滑川道夫　　読解読書指導論　　東京堂　276P・1970

奈良県桜井市桜井小学校　　国語科読書指導補充教材指

　導計画の研究　　1970

　　国語科の読書の指導を充実するため，補充教材を取り上

　げ，どう指導していくかの研究。（T・1）

馬場正男・大久保忠利　　解釈学理論の遺産は否定すべ

　きか　　国語の教育　No．21，P．86～100，1970，1

　月

林進治　　意見　（2）こどもひとりひとりの表象形成を

　大切に　　児言研国語　No．18，26～29，1969，1月

林進治　　講座：現代国語教育諸説をきる　2　沖山光

　氏r構造読解」についての疑問一果して看板にいつ

　わりはないか一　　児言研国語　No．22，P．56～

　64，　1969，　11月

林進治　　説明文の読みの指導体系について一各学年

　所論を読んで一　　児言研国語，N・・23・P・28～

　34，1970，1月

林田哲治　　講座：現代国語教育諸説をきる　1　r国

　語教育における輿水理論について」一その反動と非

　科学性をつく一児言研国語　No．21，P，，44～50，

　1969，9月

平井昌夫　　読書と読解一一文学教育と言語教育一

　教室の窓（小学国語）　No。3，P・1～4，1969，9月

平井昌夫　　読むことの評価と留意点　　教育科学国語

　教育　No．134，P。12～18，1969，12月

藤原宏　　読むことの指導　←）一学習指導要領国語科

　改訂の要点〈小学校＞一　　教育科学国語教育

　No．129，　P．110～116，　1969，　7月

　　国語科で読みの対象となる文章の内容を言語表現に即して

　客観的に正しく読み取る指導が中心的な指導内容と考えられ

　ているのは，読むことの価値をじゅうぷんに吸収する能力の

藤原宏

増田三良

増田信一

増田信一

一・108一

基礎を養おうとしているからにほかならない。そして，この

ような指導内容を多くの場合，読解指導といってい、るので

ある。しかし，読むζとの能力を養う読解指導がいかにたい

せつであったところで，読むこと本来の意味を忘れた読みの

指導であってはならないであろう。そのためか，読解指導の

なかに読書価値を含めて考える立場も当然出てくるのであ

る。そして読解を広義に考えるこのような立場からするなら

ば，読書と読解とを区別することはできないであろう。

　今，一応読解と読書とを区別して考えたところぞ，実は読

書も読解も本質においては同じなのであって，具体的には読

む活動のなかで一体であるべきもの’なのである。ただ，読書

という活動は，文章を読むことを行為的にとらえた姿であ

り，一方，読み手の読書行為を内面でささえているのが，一読

解という活動にほかならない。つまり，読解と読書とは学習

指導上一応分析的に分けてはいても，実際の読むことの生活

においては，一体のものとして考えるべきなのである。（S

・M）

　　　読むことの指導　⇔一学習指導要領国語科

改訂の要点く小学校＞一　　教育科学国語教育

No．130，　P．108～114，　1969，　8月

　　　　読みの基礎理論一読解指導・読書指導の

ために一　　新光閣　267P．1969，11月

　　　　、読書指導と鑑賞指導　　読書科学　VoL

13，No．1，2，P．50～56，1970，4月

　読書指導をたんなる鑑賞指導で終わらせないくふうとし

て，次のことが考えられる。

　11）国語教科書一辺倒の指導から，副読本や課題図書を使

　　う主体的指導計画をたて実施すること。

　（2）読書単元で扱う教科書教材に配当する時間を切りつめ

　　て，学習者の興味や緊張が持続するように配慮し，合わ

　　せて教科書教材以外の教材を扱う時間を年間計画に位置

　　づける。

　（31国語科の読書指導の時間には，漢字指導や難解語旬を

　　とりたてて指導しない。

　（4》国語科の読書指導は聞く話すとも関係づける。

　（5）家庭の課題読書を国語科の指導計画にはっきりと位置

　　づけるようにする。　（A・O）

　　　　　r読みの指導」の前進を　　日本国語教育
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・学会誌　No．33，P．2～3，1969，11月

松永信一．教材研究の方法について一古田拡氏の批

判に答える一　　国語の教育，Nσ．26，P．71～78，

1970，7月

松永信一　　イメージの構成と格助詞rが」一古田拡

氏の疑問に答える　（⇒一、　国語の教育　No．27，

P．25～36，　1970，　7月

宮川利三郎　　国語科思考学習における実践的課題

教育科学国語教育　N6．129》P．12～18，1969，7月

　学習過程の実際からいえば，少なくとも，五段階ぐらいの

　思考過程が必要になってくる。たとえば，

　（11問題を持って文章を読む。あるいは，文章を読むことに

　よって問題を発見する。

　12）全体を見通して，予測する。予見する。

　（3）予測したものを，文章・文・語句によってたしかめる

　（4レ結論を出し，確認する。新しいものを発見する。

　（5｝思考をさらに他の文章へ発展させ，応用する。

　等が考えられる。（S・M）

村松友次　　表象化こそ　　教育科学国語教育　No・

131，P．30～35，1969，9月

望月久貴　　思考学習と思考法の学習　　教育科学国語

教育　No．129，P．5～11，1969，7月

柳辰男　　わたしの文学教育と読書指導　　日本国語教

育学会誌　No．33，P．4～7，1969，11月

山口信三　　具体化コ抽象化（プランの仕事）に焦点を

児言研国語　No．23，P．22・〉27，1970，1月

山路峯男　　読書指導と読解指導の関連一アンケート

回答報告一　　国語の実践（東京都中国研）　No．

7，　P．59～65，　1969，　3月

吉川数　　（現場の国語教育研究1）小説の学習指導過

程における諸問題　　国語教育の近代化　No．92，

P．　29～42，　1970，　3月

若尾忠　　小学校高学年を例に一特にr思考」という

ことを中心にして一　　教育科学国語教育　No。

134，　P．69～75，　1969，　12月

4．読解指導

読書に関する文献

愛知県豊田市豊南中学校　　読解指導の改善　　1970

　主として文学作品の教授＝学習過程と子どもの思考につい

　ての実証的研究。　（T・1）

相原永一　　子どもの思考・感受と映像の読み一映像

の読みと文章の読みの関連を考える一　　教育科学

国語教育　No．133，P．29～34，1969，11月

青木幹男　　ゆたかな読みを育てるささやかなこころみ

教育研究　1969，11月

青木幹男　　考えながら読む一読むことと思考・試論

2　　教育研究　1969，1月

青森市古川中学校　　文学教材の読解指導　　1970

青森県黒石市立牡丹平小学校　　主体的な読み方指導

1970

有定稔雄　　文図による読解・作文指導　　明治図書

154P．　1970

板倉聖宣　　批判的に読ませる指導の必要性　　教育科

学国語教育　No．132，P．44～50，1969，10月

稲本次郎　　構造理論に立つ指導過程の特質　　教育科

学国語教育　No．136，P．47～49，1970，2月

学習過程

　第一構造の学習一するどい洞察力を練ることをねらいに

　　　　　みとおし。
　第二構造の学習一分析・統一思考力

　　　　　ふり分け・重みづけ。

第三構造の学習一こうだ，これでよしという意志決定能力

　　　　　ねりまとめ。　　　　　、　（S．いM）

井上敏夫　　生活読みの指導過程の特質　　教育科学国

語教育　No．136，P．53～55，1970，2月

井上敏夫　　生活読みの指導過程一理論講座・生活読

み・第2回r　　教育科学国語教育　No．139，P．

103～113，　1970，　5月

井上敏夫　　読むこと指導における，r感想」一理論講

座・生活読み・第3回一　　教育科学国語教育

No．140，　P．104～114，　1970，　6月

井上敏夫　　生活的読みの観点から　　教育科学国語教

一109一一・



読書科学くXIVl3，4）

育　No・132，P．23～29，1969，110月　　　　　　　　　熊谷孝　　印象の追跡としての総合読みr一理論講座・

井上弘　　範例学習の取り入れ方　　教育科学国語教育　　　文体づくりの国語教育・第3回一 教育科学国語

No．、129，P．34ん28，1969，7月　　　　　　　　　　　、教育No，143，P．107人415，．1970，・9月　・

井上正敏　　読書力の向上は可能か　　教育科学国語教・熊谷孝　　　駅伝え合い”の機能を豊かなものにするため

育　No．125，P．48～54，1969，3月　　　　　　　　1！に一映像の読みと文章の読みの関連を考える一『

岩下魯男…』説明的文章の特質・機能による読みの深ま　　・教育科学国語教育　No・133・・P・11～16・1969・11月

りを一説明的文章の指導過程はどうあるべきか一　　郡馬県桐生市立東中学校　　読解指導を効果的にすすめ

．教育科学国語教育　No・141，P49～21，1970，7月　　　るたあのことばのきまりへの配慮』　1970

岩坪昭子読む力を高める燗こ読解指導と読書1旨導 輿水実説明文の読解指導について・国語教育の近

をどうつなぐか㌔，読書群、Vo1識No・10彩　代化No・85逼52～5印96”月
P．66～75，1970，4月　．　　　　　　　　　　　　　輿水実　　思考過程と思考スキル．一連載講座・言語と

　　　　　　　　く　　ロ植西耕一読み手主体に融とらせることと資料轍　思考・第10回一教育科学国語教育No・13臥

葬うことの違い　　教育科学国華教青　N・・13’ろ　P・　　P・127～13ち197q，1月

76～78，1969，5月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　思考スキル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、1．、．知られていることの思考のスキル
大醇治指導過程撚の鯨一説叩的文章の綿　，、蝋．雛」r般イ碇義要約，。網，．、

研究と指導過程の関連一　　教育科学国語教育
　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　2．創造的思考のズキル
Nq・14秘10～“亀、1♀7俳7月一　　　　流暢さ，融酷独鮎仕上げの能力，問題への感

大西忠治　　　r事実」なのかrデータ」なのか　　教育

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受性，原因を見る， 結果を予測する，有用な質問を出
科学国語教育　No・132，P・37乍43，1969，10月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す。
大原輝夫　　主体的学習の取り入れ方　　教育科学国語
　　　　　　　　　　　　　　　　　　3・　批判的思考のスキル
教育　No．129，P．29～33，1969，7月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　比較，分析，、データリ解釈，瓶評。、〈S・M）　，

沖冊尋イメ・ニジと講の育成を鴎一映像の読輿蝶読騨習啄代化蹄教育の近代化
みと文章の読みの関連鰭える｝教育科学国語　N・・81，P・・［1餌蝿4月

教育No・13哉P・3図q196乳11月　　輿本宰．戦脚鯛学と轍の読解法・国語教恥

越智聡読み1鮒る燗」について一その資料と　近靴ド・・％．μ，購、197砿明

試論一愛媛大学教育学鮒属中学校研究紀要　輿探、各地廊％読解の基本的鱒過程の鶏形

・No・2馬P・55～6a1969・♪5月　　　　　　　　　　　．態　　国語舜育マ）近佛化㌔N・・♀4　P4～3鉱1970・

上飯坂好美　　r読むことの意味」を考えて実践的な研　　　5月

究をつづける一寄贈研究誌から陥をひろう｝　輿水実，勘〒賭の基本的な考え方ξ方法．、教育

教育科学国語教育No・颯μ106～10亀197砿12税学蹄教育ド・1塒μ、127－131・196乳1明

1月…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輿水実〔編〕　　国語科読解法指導細案．　明治図書　3

城戸幡太郎　　説明的文章の読み方・児言研国語　　　　巻

甑2亀P・2梶197傷1月・　　　　小鰭之助，r瀬的文章の読み」批判への反論
草野典一・映像的体験と読みとの結合一映像の読み　　　一技能主義批判の課題一　．教育科学国語教育

　と文章の読みの関連を考える一　　教育科学国語教　　　No．135，P．86～94，1970，1月

育Nol、133，P．17～22，、19⇔9，11月　　　　　　　　　小松善之助　　児言研セミナー＜入門講座＞　指導要領：
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　の技能群について一説明文読解を中心に一．』．児

　言研国語　No．18，P．49～51，48，．1969，1月

．埼玉県入間郡大井町立大井中学校・　読むこと’における

　ことばのきまりφ研究』1976

斎藤義光　　その有機的連けいをめざして一映像の読

　みと文章の読みの関連を考える一』教育科学

　国語教育　N61133，⑬．23～28，1969111月

三枝康高　　構造分析理論に立つ指導過程の特質　　教

　育科学国語教育　N6．136』P．50～521970，一2月一

　小説の場合の指導過栓一　　　　　　　　　　　p

　第一次の読み3場面読み

　　1．全文の読みと形象めとゆたて

　　2．読後の印象から問題意識へ

　　3．場面の設定と見出しつけ

　　4．事件のあらましと梗概の要約

　第二次の読み＝構成読み

　　1．　部分の読みと視点の確認

　　2．人物と状況との関係の図式化

　　3．主人公の心理と行動の分析

　　4．やま場についての発問と応答

　第三次の読み＝典型読み

　　1．感情を移入した全文の読み

　　2．作品の主題とその方向づけ

　　3．・くらべ読みと主人公め典型化

　　4．・感想文による一般化　　　　（S・M）

佐々木達夫〔編〕　読みとりの授業
『
明
治 図書

　178p．

佐藤泰主　1速読の指導　　v61．17，’No．5，P．20～

　25，1969，5月’F

静岡県島田市島田第一中学校、読解指導　　1970

渋谷孝　　真実を正確に読むということの問題一分か

　るということをめぐって一　　教育科学国語教育

　No．141，　P．22～24，　1970，　7月

菅野宏　　知的生産と感動ゑ中心犀　　教育科学国語教

　育No。132，P．30～36y工969，10月

鈴木秀一　　体系的理解に立ってr説明的文章の指導

　過程はどうあるべきか一・　教育科学国語教育

　　　　　　　　　　　　　、．』諺書に関す』ろ寒醸

、』．NQ．』．141，P．16イY18，1970，、7』月　　』 、　　1

鈴木秀一　　認識過程どr読み」・とのかかわり　　教育

　科学国語教育　No』132』P．・51～57，・1969，110月・

相馬信男・吉川数　　読解指導過程の比較と実践　　黎

　明書房　238p．

高田亘　　読解指導入門　1明治図書　249P．

喬橋金次　二技能の分析と系続的な指導を一読み方の

　基礎技能を高めるための留意点一」教育科学国語教育＝

　No．13字，P．9～』12，1976，・3月

　基礎技能の各項目に通じ畜←駿的な密意点甲

　　1．技能相互の関連を図ること。i　・

　　2．技能の練習学奢を計画的に取わ入れること。，

　　3．・ことは遊び∵辞書作りなどのような1作業的な学習を

　　　多く取り入れるご乏。

　　4．書くこととの関連をじゅうぷんに考え1ること。’

　　5．機械的な指導に陥らないようにすること。（S・M）

多由鯨マミ適ドジヨン生活の変化と国語教育

　一映像の読みと文章φ読みめ関連を考える一

教育科学国語類，地13争，マ・、至ん斗？1，1169111月i

　　今叫輌ア望や軌ぜ、離ふんだ庖にモンタ

ー緋騨農麹が苑廼うの1こ・、何故子ども達の

　読み取りはよくない甲でおろうか。彼らの日常的なコミュニ

　ケーション生活の本質的変化が，このモンタージュ体験の多

　様化と量的増大にあるにもかかわらず，こうしたデータが現

われる≒1’ケ哩どう頃㌣寺解だうう加テの重要な原

甲は・瞠㌍コ1ユモ外平ヨン蛎璽イ臨，教育の場が

　正当に取わ上げられていないことにあると，．わた．くしには思

われるのであ御まり・国語鞘はあてもモンタージユ

を勅とす硲1導吻，ヒ、目騨龍音楽や動作

』や蝿騨の郷を統rし鰍ちで行なわれていない

　ためである・この観点は子紬のテンタージ’ユの読み取りを

　改善するためと㊥せま収恥ら出てくうφ魏く・より

・広く・脚ニケージ・シの鱒能加声残1という文脈か

　ら出ていることが強調されねばならない。（S・M）

田中稔子　　イメージ化1蘇kる・般論譜”・の説み　　国語

　教育　VoL11，、Noら・10・』罫4～6，1鮪9～42、目’

　○推論のうまさを読んでいくときに母業炉隼き生きとするα

一
、
1 11一



読書科学（XIV，3，4）

　○イメージによる思考への導入と，そのための教材化，教材

　　提示の方法を考えるべきこと。

　○開かれた思考の働きについて。（T・1）

千葉県印旛郡八街町立八街中学校　　学習指導法の研究

　1970

東井義雄　　おしつけでなく，発見的に一一一一読み方の基

　礎技能を高めるための留意点一　　教育科学国語教

　育No．137，P．5～8，1970，3月

東京学芸大学附属小金井小学校　　発展性のある読解能

　力を身につけさせる学習指導　　昭和43年度研究紀要

　P』　31～51，　1969，　3月

飛田多喜雄　　説明的文章の指導過程の考え方　　教育

科学国語教育　No・141，P・5～15，1970，7月

　　説明的文章の読解指導過程の私案

　く第一次の指導段階＞

　　全体を読む一（文章全体の概観をする）

　｛
　　a　何が書かれているかをつかむ一事実（伝達系列）

　　b　何を言おうとしているかをつかむ一思想（説得系列）

　　◇主要な学習作業

　　　①　正しく読み通す作業（むずかしい語句の指導）

　　　②　内容のだいたい（概要）をつかむ作業

　③　読みとったことを発表したり話し合ったりする作業

　④　精査するための視点を選ぷ（もくろみをたてる）作

　　業

く第二次の指導段階＞

　精読をする一（文章を分析総合的にくわしく読む）

　（a・b一どう書き表わされているかを精査する）

　◇主要な学習作業

　①　文章の組み立て（構成）を考える作業

　②段落を中心に部分を読み，しらべる作業，だいじな

　　語句，文と文との関係，その論理的なつながり，段落

　　の意味，段落相互の関係。

　③　部分と文章全体の関係を考える作業。段落と全体と

　　の関係，視点と部分の照合。最初につかんだ仮説の

　　　「たしかめ」と「まとめ」

｛
　a　どんな事実が書かれていたか。

　b　どんな考えが述べられていたか。

＜第三次の指導段階＞

　　深く読む＝達読（文章を読み深めて個人化，自己化を図る）

　　◇主要な学習作業

　　　①　全文をゆっくり考えながら読み通す作業

　　　②　要旨を確認したり意図を考える作業

　　　③　作者の意図との対話（対決），また，自分としての

　　　，意見や感想をもち，個人化・自己化をも図る作業

　　　④　意見や批判的見解を発表したり話し合ったりする作

　　　業（S・M）

中沢政雄　　基本的指導過程の特質　　教育科学国語教

　育No．136，P。26～28，1970，2月

　輿水実の読解の基本的指導過程

　　（11．教材を調べる。わからない文字・語句を辞書で引くな

　　　り，文脈の中で考えて，全文を読み通す。

　　（2）文意を想定する。読みの目標や学習事項を決め，読み

　　　方の性格を決定する。

　　（3）文意にしたがって各段落・各部分を精査する。

　　（4）文意を確認する。

　　（51この教材に出てきた技能や文型・語旬・文字の練習を

　　　する。

　　（6）学習のまとめ，目標による評価。（S・M）

中西幸男　　読み方における自戒八か条一読み方の基

　礎技能を高めるための留意点一　　教育科学国語教

　育No．137，P．13～16，1970，3月

　　読解は作品との対話であるともいわれる。作品の語りかけ

　てくるものを受けとめ，手元へ引きよせてそれと話し合うこ

　とであろう。ところが・どうも授業が表面的に糞され・かん

　じんの作品との対決が乏しい向きが多い。……読み方の上で

　つけたいいくつかの点を自らの戒めの形で述べてみたい。

　　1．読みの定石にとらわれないこと。

2．

3．

4．

5．

68・

7．

8．

根津和雄　　　　　　　　　　　　　　新潟大

　学教育学部附属幼稚園・附属小・中学校教育論究
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自己や生活との対比において感得する。

学習とは発見することである。

読みは読むことによって学ばれる。

書くことによる読みとり。

こつんと心に語る語句を手がかりに。

文章をズタ切りにしない。

知的解明の味を得させていく。一（S・M）

　　想像をはたらかせた読みの指導

ら



り

ρ

融

No．9，P．67～74，1969，3月

野口善一　　文章の読みについての考察　　新潟大学教

育学部附属幼稚園・附属小・中学校教育論究　No．9，

P．103～110，1969，3月

野口善一・長谷川信夫　　形象力の高まりをめざす国語

指導一読解指導を中心として一　　新潟大学教育

学部附属長岡中学校研究紀要　p．9～18，1969，5月

長谷川信夫　　形象力の高まりをめざす国語指導一読

解を中心に一　　新潟大学教育学部附属長岡中学校

研究紀要　P．13～24，1970，5月

菱沼太郎　　総合読みの指導過程の特質　　教育科学国

語教育　No．136，P．29～31，1970，2月

　一一読総合読みは，部分から部分へ，全体的な視野をもち，

　たえず作品の進展と格闘をつづけながら読んでいくのが特色

　である。（S・M）

兵庫県神戸市東灘区御影小学校　　思考力を育てる読解

指導　　1970，1月

　子どもの思考力の組織，文学教材による想像力の啓培。

　　　　　　　　　　　　　　　（T・1）

平田精一　　く現場の国語教育研究1＞学校における読

解基本的指導過程の研究上の問題点　　国語教育の近

　代化　No．87，P．29～42，1969，10月

古田拡　　真の対話へのてだて　　教育科学国語教育

　N・．131，P．36～41，1969，9月

　　かりに文学作品の主題をつかんだ（つかませた）とする。

　そうすると，多くはそれで終わりとなる。しかし，大切なの

　は，その後である。われわれは，その主題と対決を迫られて

　いるのである。これはどうしても書かずにおれないとして書

　いた（提出した）作者の問題に対して，われわれは，どう答

　えなければならないのかが，読者の義務である。それが，わ

　れわれが，この世を生きていくということの一つである。真

　の対話がそこにある。

　　さて，主題はつかめたし，かつそれを問題としての考察が

　すんでも，それで終わったと言えない。そうした主題が，ど

　ういう構想と叙述形懇で表現されているかを，考えなくては

　ならない。これは説明文でもそうだが，文学作品ではとくに

　そうあるべきである。（S・M）

　　　　　　　　　　　　　読書に関する文献

前沢昭　　『信号』を読むことの一方法　　昭和43年度

研究集録（大阪府立中学校教育研究会国語部），．90．

～99，1969，3月

増田三良　　読解力の向上は可能か　　教育科学国語教

　育No．125，P．12～18，1969，3月

丸谷長進　　読むことの能力の評価　　国語の教育

　No．23，　P．35～43，　1970，　　3月

三浦泰生　　国語教育におけるr読むこと」の指導と

　は？　一生徒の読むことの実態にふれて一　　広

　島大学教育学部鮒属中学校教育研究　No．16，P．1～

　15，1970，3月

宮城県栗原郡若柳町立若柳中学校　　生徒の疑問や考え．

　を生かす読みの指導　　1970

　生徒の主体的な学習をおしすすめ，思考力を高める読解指・

　導の研究。（T・1）

渡辺博包　　主題の問題　　教育科学国語教育　No．

　132，P．85～89，1969，10月

渡辺博包　　何が書いてあるか考えて読む　　実践国語

　1969，5月

5．読書指導

相沢鉄五郎　　国語科としての読書指導・実践上の視点、

から　　国語の実践（東京都中国研）　No．7，P．19・

～25，1969，3月

相田八重子　　感想文活用に，よる話し合い　　学校図書

館No．230，P．35～38，1969，12月

朝倉秀雄　　読書指導における読みの指導　　国語教育

　Vo1．85，P．1，1971，　1月

荒川有史　　読みの教材の理想像　　学校図書館　N軌

240，　P．9～14，　1970，　10月

有吉忠行　　回顧・日本の学校図書館r何をどう読ませ

　るか」の研究　　学校図書館　No．241，P．47～50，・

　1970，11月

飯野二朗　　国語科における読書指導の方法一一伝記・

　ノンフィクション指導の実際一　　日本国語教育協

　議会紀要　No．3，P．75～78，1969，1月
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読書科学てXI▽．3，4）

井沢純編　　教室め読書指導入門“．明治図書155，レ

，r1970

出雲路猛　　興味の拡大を目ざす本の選び方読ませ方

曹
児 童心理　Vo1．24，No．7，P．58～66，1970，7月

：石上正夫　　文学の読書指導　　学校図書館・No．219，

P．27～30，　1969，，1月

磯見芳郎　　大学生がマンガを読むとき　・児童心理　・

Vo1．24，No．7，P．115～120，1970，7月

伊丹末雄・上野恒良、読書的立場に立った読みの指導

一文芸的文章を中心に一　　新潟大学教育学部附

属高田中学校研究集録　No．22，P．7〆一18，・1970，5

月

“市川徹　　課題読書の指導　　学校図書館　No．242，

P．44～49，1970，12月

伊藤令一　　人格形成をはかる事後指導　　学校図書館

　No．230，　P．29～34，　1969，　12月

・今井誉次郎　　読書指導における読書感想文の功罪

’
児
童心理　Vo1．24，No．7，P．134～139，1970，7

　月　　　　　　　　　　　　・
一今村秀夫　　読書習慣形成の指導　　児童心理　VoL

　24，No．7，P．46～51，1970，7月

愛媛県新居浜市川東中学校　　国語科における読書の指

　導　1970

、大阪市立天下茶屋小学校　　集団指導における話し合い

1
、
指
導 ．　読書科学　Vo1．13，No．1・2，P．76～79，

　1970，4月

1大神貞男　　非行少年矯正のための読み物の選び方，読

　ませ方　　児童心理　Vo1．24，No。一7ジP．121～127，

　1970，7月

』大神貞男　　読書療法の予後追跡研究・　読書科学

I
V
o

1．13，No．1・2，P．43～49，1970，4月・

1　読書療法を実施したクライエントの予後調査が報告されて

　いる。その中で特に再犯の有無，現在の生活などについての

　報告が分析された。4つのケースとも予後は良好であった。

　　　　　　　　　　　　　（A・0）
二大神貞男　　非行原因論と読書療法の治療理論（No・1）

読書科学　Vo1．12，No．3，P．28～34，1970，2月

　非行原因論，『非行発生機制について読書療法の観点から論

．及されている。（A・O）

大分県宇佐市北部中学校　　国語科における読書指導の

進め方　1970

小山城南高等学校　　ホーム・ルーム担任のための読書

指導の手引き　　36p．1969，12月

大村はま・　＜資料＞大村学級・読書生活通信（第1号

’
・
一
第 4号）　　国語の教育　No．29，P。116～121，

N・・30，P・112～114，N・・32，P・191～103，1970，

　9月，10月，12月

岡田明　　読書指導における個人と集団　、児童心理

．Vo1．24，，No。7，P．38～45，1970，7月

岡田文男イマジネーションづくりと読書指導学

校図書館　No．241，P．51～54，1970，11月

岡田稔　　読書感想文の指導の手がかり　　教育科学国

語教育　No．130，p．85～88，1969，8月

小川俊彦　、公共図書館での読書　　学校図書館　No．

225，・P．17～20，　1969，　7月

小川利雄　　補充教材による読書指導の問題点一想像

　しながら読むをめぐって一　　国語教育の近代化

No．94，　P．41～53，　1970，　5月

金沢嘉市　　夏休みの子どもの生活　　学校図書館

No．225，P．9～11，1969，7月

金子百合子　　国語科と1しての読書指導　　国語中実践．

　（東京都中国研）　No．7，P．10～14，1969，3月

加部俸助　　国語科としての読書指導　．国語の実践

　（東京都中国研）　N’o．7，P．14～18，1969，3月

神岡達也　　集団読書のすすめ方一六つの提案一

　教育科学国語教育　No．146，p．86～94，1970，12月

　六つの提案

　1．　まず，感想メモを出発点にすること。

　2．　テキズトとの距離を接近させること。

．』』3．．みんなの読みとり方・考え方のくいちがいを意識的に

　　対立させること。

　4．テキストに応じて，本質に迫るような鋭い切りこみ方
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　　をくふうすること。　　　　　．．　’、・

　5。読み手の読書経験』生活経験とのr関連づけ」をする

　　こと。

　6．結論をいそながいこと。（S・M）

亀村五郎　　正しいことばの教育を目ざす読書の指導

児童心理　Vo1・，％，No・6，P・．95～100，1970，6月

亀村五郎　　本皆読んだら感想書くな一π投函する機会

を失う　　国語の教育　No．27，P．50～51，1970，

　7月
蒲生芳郎　・r経騨としての読書」の成熟のために

学校図書館　No・230，P・14～17，1969・12月

岐阜県羽島市正木小学校’国語科における読書指導

1970

倉沢栄吉　　情報化社会における読書指導の原理　　教

室の窓（小学国語）、No．8，P・1～4，1971，1月

　1．読書の五つの特性一（1）主体性，12）生産性，（3）創造性，

　（4）複数価値性，㈲拡散性。、

　2。読書教材の見方，（1）教科書，教師用指導書脅目漂、1計画

　について，（2》自分の力で図と文を結んで考える。（3）部分的

　言語要素の指導より・内容からの床鶏りを大切に1（4》くど

　さを感じる「こそあど」のことば改め。（T・1）

倉沢栄吉・稼本喜徳　，こ紅からの読書指辱く対談＞

　教科通信一教育出版一．Vo1・．O，No・15薯1969・10月

　1．　読書指導における現場の悩み。

　　（1）年間指導計圃の作成。（2）読書についての指導法。（3）図

　書館の管理や運営。（4）図書の選定。

　2．　国語科における読書指導。

　　（1）指導要領r読むこと」の（1｝と（3》・｛2｝教科書で読書指導

　をする。（3）読解力の指導。（4）読書単元と読解単元。

　3．読書指導が重視されてきたわけ。（T・1）

来栖良夫　　豊かな感情を育てる本の選び方，読ませ方

「
児 童心理I　Vo1．24，No．7，P．73ん78，1970，7月

黒沢浩　　読書指導の20年　　学校図書館　No．235，

　P．37～50，　1970，　5月．　　　　　　　　　．、　、

黒沢浩　　読書相談の理論と実際　　金の星社P・265，

　1970　　　　　．　　　　　，　　　　　　5　　、　　　一　　『

黒沢浩　　読書指導をもう、一度考え．る　　学校図書館．

　　　　　　　　　　　一鞠読書に関する文献

No．240，『P．67（シ69，　1970，　10月

黒沢浩　　読書指導の時間を生み出す、　学校図書館

No．241，　P．68～72，　1970，　11月

黒沢浩　　読書指導実践の試み　　学校図書館　No．

、242，P．53～69，1970，12月　．

郡馬県立図書館奉仕課親子支庫係　　郡馬県における

　r親と子の二十分読書」　　学校図書館　No．220，・p．

67～69，　1969，　2月

国分r太郎　　特集・新国語科教科書・読みの教材批判

（2）』娯楽となぐさみの方向へ　・学校図書館　No．

240，　P．15～19，　1970，　10月

斎藤耕二〔他〕　これからの読書指導　　国語教育

VoL11，No．6，P．5～17，1969，7・8月

　1．青少年と読書　斎藤耕二

　2．読書指導に期待するもの一中学校教師への提言一

　山岡寛章

　3．読むおもしろさを高める　牧岡孝（T・1）

西郷竹彦　　文学の読書指導　　’国語教育相談室　No．

　121，P．2～6，1969，10月

　文学の授業と文学の読書指導，視点をとおす読み・典型を

　めざす読み，虚構の方法に学ぷ読み，，読書指導の展開，虚構

　としての文学の読書指導。　（T・1）

埼玉県北足立郡吹上町立吹上小学校　　読書指導の指導

　過程の研究　　1970

斎藤はるみ　　真実の敵を見定めない論争は不毛だr

　文学教育と読書指導・その実践的問題点一　　教育

　科学国語教育　No．135，、P．54～56，1970，1月

斎藤はるみ　　人間変革としての読書指導　　学校図書

　館No．219，P．37～40，1969，1月

斎藤はるみ　　個別指導と集団指導．学校図書館－1

　No．230，P．22～25，1969，12月

斎藤尚吾　　地域読書活動の実態　　学校図書館　No．

　　　　　　　　　　　　　　　　●　225，　P．21～23，　1969，　7月

斎藤喜門　　読書指導の発展的系統　　改訂・中学校学

　習指導要領の展開・国語科編（明治図書）．　p，234

　（ノ245，　1969，　5月
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読書科学（XIV，3，4）

阪本一郎　　読書指導の新段階　　学校図書館　No．

219，　P．9～14，　1969，　1月

阪本一郎　　基本語彙と読書指導と　　言語生活　No．

224，　P．88～95，　1970，　5月

　編集部の書斎訪問，r日本語基本語彙』，r教育基本語彙』，

　『読書指導』，r湖南千里』を中心に話題が発展。（A・O）

佐藤仁　　読書感想文の事後の活用　　学校図書館

No．230，　P．26～28，　1968，　12月

渋谷清視　　特集・新国語教科書，．読みの教材批判（2）

生命を抜きとられた形骸化　　学校図書館　No。240，

P．27～32，1970，10月

嶋井幸一　　課題のありかた　　学校図書館　No．225，

P．29～31，　1969，　7月

清水達也　　母と子の対話のための読書く茶の間のひと

　とき読書運動の記録＞　　童心社　254P．1969

鈴木悦司　　読書指導・ひとつの試み　　教育科学国語

教育　No．134，P．90～93，1969，12月

鈴木喜代春　　読書指導の構想　　学校図書館　No．

21g　P．21～26，1969，1月

角尾和子　　未就学児のための本の選び方読ませ方

児童心理　　Vo1．24，No．7，P．86～90，1970，『7月

関英雄　　子どもたちは何を読んできたか　　言語生活

No．211，P．42～48，1969，4月

全国S　LA編集部　　何をどう読まれているか　　学校

　図書館　No．233，P．39～46，1970，3月

副田義他　　マンガの読ませ方・　児童心理　VoL24，

No．7，　P．99～104，　1970，　7月

高木和子　　心の健康を目ざす本の選び方読ませ方

児童心理　Vo1．24，No．7，P．52～57，1970，7月

竹井成夫　　国語科における読書指導について　　学校

図書館　No．228，P．33～35，1969，10月

武野昌文　　集団読書指導のあゆみ　　読書科学　Vo1．

　12，　No．3，　P．35～40，　1969，　2月

田宮武　　マスコミ時代の読書指導　　児童心理　VoL

24，No．2，P．69～75，1970，2月

田宮武　　読書指導をはばむもの　　児童心理　Vo1．

24，　No．7，　P．30～37，　1970，　7月

筑波常治　　押しつけの人間像　　学校図書館　No．

240，　P．20～24，　1970，　10月

千葉県市川市立市川小学校　　国語科における読書指導

1970

筒井福子　　高校生ゼ不読者層の増加を考える　　学校

図書館　No．234，P．63～68，1970，4月

東京都教育研究員小学校国語科中学年グループ　　これ

からの読書指導　　p．64，1970

　中学年における非文学教材の指導法を中心に，読書指導の

　あり方を解明する。（T・1）

東京教育大学附属小学校初等教育研究生　　国語二読書

指導の実践的開拓　　文理書院　224p．（初等教育研

究シリーズ）

東京都品川区立三木小学校・　心豊かな子どもに育てる

　にはどうし、たらよいか　1969

　遊び，係り活動・読書を通して，主体的な問題意識の育成

　と人問教育のあり方について研究する。（T・1）

東京都世田谷区立笹原小学校　　国語科における読書指

導の展開　　89P．1970，11月

　実践上の基本問題の解明一読書単元について，読解と読

　書について，指導過程について，教材研究と指導法につい

　て，各学年の実践とその指導事例について。　（T・1）

東京都深川文学教育の会　　マスコミ文化をのりこえる

読書指導　　鳩の森書房　138p．

東京都練馬区立開進第三小学校　　読書指導　　1970

栃木・田沼中．’国語科における読書指導　　栃木県教

委指定実験学校研究集録　　P．5～36，1969，11月

鳥取県岩美郡浦富小学校　　読書指導と作文指導

1970

　読書指導と作文指導の年間指導計画と国語科の位置づけ。

　　　　　　　　　　　　　　（T・1）
中川昭司　　読書指導のカリキュラム　　学校図書館

No．242，P．42～44，1970，12月

中川宏　　科学読みもののありかたとうけとめかた

学校図書館　No．234，P．40～44，1970，4月

仲沢慶治郎　　読書指導を実践して一伝記の読み方と
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文学の読み方一　　国語の実践（東京都中国研）

No．7，　P．35，～39，　1969，　3月

中島章一　・読書興味指導と学校図書館P・R活動との

関連　　読書科学　Vo1．12，No．3，P．41酎48，

1969，2月

滑川道夫　　読書指導とはなにか　　学校図書館　No・

、219，P．15～20，1969，1月

滑川道夫

滑川道夫

導一

　6月
滑川道夫

家庭の読書指導　　国土社、278P・1970

長編の読書指導一国語科のなかの読書指

国語の教育　No．26，P。18～22，1970，

　　　読書指導とはなにか

、23，　P．8～20，　1970，　3月

滑川道夫　　読書指導はどのようになされてき、たか，

言語生活　No．211，・P．49～55，・1969，4月

　明治期，大正期，昭和期に分けてその変遷をたどってい

　る。現代の読書指導は，読書に関する心理学・生理学・床学

　・社会学・教育哲学などの達成をふまえた読書科学に負うと

　ころが多く読書活動による人間形成を多面的に追及しつつあ

　る。読書目的を概括すると，（1）発達的読書の指導，（21機能的

　読書の指導，（3）教養的読書の指導，｛4》娯楽的読書の指導に分

　析される。読書指導を状況的にとらえると，（1）読書資料の指

　導，（2｝読者に関する指導，唱（3）指導者に関する指導になる。

　　　　　　　　　　　　　（A・O）
新潟県高田市城北中学校　　国語科における読書指導

1970

　読書教材の選定と研究，読書の年間指導計画の作成，国語

　科における読書指導の方法の究明。　（T・1）

新居田正徳　　読書指導　　国語研究（愛媛国語研究会）

　1969，3月

仁木ふみ子　　読書感想文指導の基底　　共文社　221

　P．1969

仁木ふみ子　　読書指導以前一文化の伝承ということに

　ついて　　学校図書館，No．219，P．47～50，1969，

　1月
橋本辰紀　　自由読書の指導　　学校図書館　No・242，

　P．39～42，，・1970，12月

国語の教育　No。

　　　　　　　　　　読書に関する文献

　　　　　　　　　　　　　　　，波多野完治　　読書と人間形成　　児童心理　VoL24

No．7，P．1～12，1970，7月

林甫　　国語科における読書指導のあり方　　愛媛教育

大学附属名古屋中学校教育実践　No・19，P・7～9，

1970，　10月

福田平八郎　　読書指導について　　国語研究（長崎高

等学校教育研究会国語部会）　No．13，P。1～12，

1969，3月

藤内匡臣　　読書感想文の批判について　　学校図書館

No．230，P．18～21，1969，12月

藤原宏　　読書指導の新しい方向　　教室の窓（小学国

語）　No．5，P．1～4，1970，4月

　1．読書指導への再認識，2．国語科指導と読書指導，3．国語

　科教育の方向と読書指導，4．国語科の読書指導の目標。

舟茂俊雄　　国語科における読書指導　’国語の実践

・（東京都中国研）　No．7，P．4～9，1969，3月

堀内輝三　　本を読む子の世界　　講談社　238p．

増田信一　　読書指導の研究と取り扱い一移行期の重

点研究一　　中学校移行期の研究と展開　国語科編

　明治図書P．194～209，1969，11月

増田信一　　国語科における読書指導・昭和43年度の収

　穫と問題点　　東京学芸大学附属大泉中学校研究集録

　No．10，P．33～56，1969，8月

増田信一　　強力な読書指導を一文学教育と読書指導

　・その実践的問題点一　　教育科学国語教育　No。

　135．　P．51～53，　1970，　1月

増村王子　　創造性を伸ばす読書の指導　　児童心理

　Vol．24，No．7，P．67～72，1970，7月

増村王子　　地域文庫の子どもたち　　学校図書館

　No．225，P．24～26，1969，　7月

増村王子　　国語教科書と学校図書館の読書指導　　学

　校図書館　No．240，P．41～45，1970，10月

間宮武　　少年少女雑誌に現われたセックスの受けとあ

　方とその指導　　児童心理Vo1．24，No．7・P・110

　～114，　1970，　7月

真野義輝　　個性を伸ばすための読書指導一読書によ
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る不適児の指導　　教育研究’1969，8月

宮治玲子　　学図で読書指導を一主婦の立場から一

学校図書館No．235，P．45，1970，5月・

宮城県志田郡三本木小学校　　国語科における読書指導

1970

　国語科におけるr読むこと」の補助教材の選定と読書指導

　の方法の研究と実践。（T・1）

椋鳩十　　家庭における読書指導　　児童心理　VoL

24，No．7，P．91～98，1970，7月

室伏武　　現代の読書指導　　児童心理　VoL24，No．

7，P，13～20，1970，7月

望月道子　　集団読書の指導（中）　　学校図書館

』・No．242，・P．34～39，1970，12月

森久保仙太郎　　休暇後の読書の評価　　学校図書館

No．225，P．32～36，1969，7月

吉井善三郎　　何をどう読むや　　学校図書館　No・

21♀・P・43～46・1969・1月

吉植亮　　生産的読書と読書感想文　　学校図書館

・No．23q，P．9～13，1969912月

米村一彦　　学校図書館係の姿勢　　学棟図書館　No・

225，　P．12～16，　1969，　7月

渡辺武　　ヒマナ，ヒトハ，本ヲヨモウー国語科とし

　ての読書指導をこう考える一．　国語の実践（東京

都中国研）　No．7，P．25～29，1969，3月

渡辺守順　　これからの読書指導　　学校図書館　No・

219，P．33～36，1969，1月

和歌山県新宮市光洋中学校　　読書指導　　1970

　教科における読書指導の研究を中心に，5年時にわたって

　継続研究実践を重ねてきたその実践を，系統的にまとめ，読

　書指導のあり方を究明する。（T・1）　，

6．文学教育

青木弘　　　r小説教材の構造化」試案　　大阪教育大学

附属平野研究紀要　P．5～13，1970，7月

荒川有史　　文教連の指導過程の特質　、教育科学国語

教育　No．136，P・35（略7，1970・2月

　　　　　　　　　読書に関する文献
荒木繁　　文学教育の理論　　明治図書　223p・1970

安藤操　　　r文学を文学として読む」ということ一西　　　　　・

郷竹彦氏の反論にこたえる一　　教育科学国語教育

No．136，P．85～92，1970，2月

井上正敏　　文学の機能と文学の指導過程　　国語の教

育No．25，P．6～15，1970，5月

井上正敏　　文学教育の基底　　国語の教育・No．29，

P．101～104，　1970，　9月

岩沢文雄　　文学の授業と文学の読書指導一文学の指

導過程と読書の指導過程一　　教育科学国語教育

No．135，　P．38～44，　1970，　1月

臼井宏　　中学校文学教育についての若干の基本的考察

　　　　　　　　　　　　　　　　o名古屋大学教育学部附属中・高等学校紀要　No．14，

P．19～24，　1969，　3月

遠藤豊吉　　　r文学」とr教育」一文学の指導過程と　　　　・

読書の指導過程一　　教育科学国語教育　No・135，　一

P．32～37，1970，1月

大川悦生　　新たな発見から創造へ一民話教育のため

の一指標として一　　児言研国語　No．18，P・1～

9，　1969，・1月

大河原忠蔵　　状況を文学の次元で認識させる　　教育

科学国語教育　No．131，p．5～10，’1969，9月

　文学教育は，生徒に，自分と，自分をとりまく状況を，文

　学の次元の上で，一挙にとらえていくカをつけていくこと

　を，究極の目的におかなければならない。状況を認識する力

　を育てることを，たえず，考えていく必要がある。

　文学作品を中心に授業をするのも，そのためである。作品

　をただ味わう，というだけでは，よわい。その作品に書かれ

　ている状況認識の方法を，自分のものにし，こんどは，作品

　のないところでも，自分の状況をとらえるときにそれが生き

　てくる。といったところにまでつきぬけていかなければ，だ

　めである。創造の過程でこれを生かしているのだが，学校の

　授業のなかで文学作品をあつかうと，これを殺してしまうこ

　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ　とがある。文学は，』自分で読めばいいという主張1ヰ，その傾

　向への反発と考えられる。文学の授業では，何よりもまず，

　作品のもっている状況認識を生徒自身の状況認識につきぬけ　　　　　．

　ることを主眼にしなければならない。（S・M）
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　　　読書科学（XIV，3，4）

　　大河原忠蔵　　状況認識の文学教育は現代になぜ必要か

。　　　　国語の教育　No．｝24，P．83～91，197054月

　　大河原忠蔵　　状況認識論に立つ指導過程の特質．教

　　　育科学国語教育　N・．136，P．41～43，1970，2月

　　加来宣幸　　共体験典型化の段階から虚構の方法を

　　　一視点を媒介として一　　教育科学国語教育

　　　No．131，P．56～62，1969，9月

　　蒲生芳郎　　文学へのめざめ　　評論社　311p．1969

　　菅野宏　　内面化・浄化としての文学教育　　教育科学

　　　国語教育　No．131，P．18～23，1969，9月

　　熊谷孝・夏目武子　　　更璽文体づくり”と1疋印象の追跡”

　　　一文学教育研究者集団の理論と実践一　　国語の

　　　教育　No．31，P．93～100，．1970，11月

　　熊谷孝　　文学の授業とは何か　　教育科学国語教育

p　　　　　　　No．131，　P．24～29，．1969，　9月

　　熊谷孝　　文学にとって主題とは何か一理論講座・文

　　　体づくりの国語教育第2回一　　教育科学国語教育

　　　No．142，P．103～113，1970，8月

　　輿水実　　イデオロギーとしての文学教育論と国語科文

　　　学教育のあり方一連載講座・国語教育のイデオロギ

　　　ー・第9回一　　教育科学国語教育　Nq．146，P．

　　　126～131，1970，12月

　　西郷竹彦　　人間の矛盾をあばきだす虚構一文学の理

　　　論・第33回一　教育科学国語教育　No．1呂0，p．115

　　　～126，1969，8月

　　西廊竹彦　　だれが主人公かr一連載講座・文学の理論

　　　・第44回一　　教育科学国語教育　No．141，P．

　　　117～125，　1970，　7月　、

　　西郷竹彦　　　r教師のための文芸学入門』補充一連載

　　　講座・文学の理論・第41回一　　教育科学国語教育

　　　No．138，P．118～126，1970，4月

　　西郷竹彦　　文学の理論と文学の授業一連載講座・文
㌧

　　　学の理論・第46回一　　教育科学国語教育　No．

　　，143，P．116ぺ）125，1970，9月

．　　　飛田多喜雄　　文学教育の基本的な考え方　　国語教育

　　　相談室　No．127，P．4～9，1970，4月

永谷敏正・青木孝頼　　文学作品を道徳教育の具にして

陶よいか（往復書簡）　　国語の教育　No。19，P．一65

ん75，1969，’11月

山下政太郎・鈴木二千六　　1国語科と文学教育・古典教

育の問題　　東京学芸大学附属小金井中学校研究紀要

No．7，P．3～20，1969，9月

7．読み物研究

大阪・子ども読書研究グループ　　科学の読み物の現状

と指導上の問題点　　読書科学　Vo1．12，No．3，P．

1～9，　1969，　2月

　実験を中心とした理科教育は反省すべきである。単なる実

験・観察のみでは体系的な科学的思考力は伸びない。そのよ

　うな理科教育の反省から，科学の読み物の価値を再評価しな

　ければならないとする。

　科学の読み物は，知識の百科辞典ではないこと。そこに人

間との結びつきがあってこそ感動が生まれる。また科学読み

物での最大の障害は，子どもにわかるような表現力のある作

者が少ないことである。（A・0），

北村久也　　　r集団読書テキスト」を利用して　　学校

図書館　No．224，P．39～41，1969，6月

栗岩英雄　　児童雑誌と子どもたち　　教育心理　VoL

18，No．6，P．46～49，1970，6月

曽根治郎　　大学生とマンガ　　児童心理　Vo1・24，

No．7，　P．162～167，　1970，　7月

谷川澄雄　　自主自立・理想を求める本　　児童心理

Vo1．24，No．7，P．79～85，1970，7月

坪田譲治〔他〕、　子どもの本の事典　　第一法規

628P．1969，　12月

中村明　　川端文学の方法（1）　読書科学　Vo1．13，

No．1・2，P．15～22，1970，4月

　行動描写と性格表現とに照明をあて人間のえがき方をとお

　して見たこの作品の文体の特質を考察するのが目的である。

　　　　　　　　　　　（A・0）
滑川道夫　　桃太郎像の変遷（4）1読書科学　　VoL

12，No．2，P．1～14，1969，1月’

　前回からの研究をうけて，大正・昭和期の桃太郎，国民学
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読書科学（XIV，3，4）

　校時代の桃太郎，プロレタリア児童文学における桃太郎像に

　っいてその変遷をたどっている。プロレタリア児童文学の桃

　太郎が出てきた時に，軍国主義的桃太郎がしぎいに巨像に成

　長してきており，階級的桃太郎像を弾圧する。．（A・O）

滑川道夫　　桃太郎像の変遷（5）　読書科学　VoL13，

No．1・2，　P．31～38，　1970，　4月

　ここでは唱歌童謡にあらわれた桃太郎像，民間伝承の桃太

　郎像について考察が加えられている。（A・0）

日本子どもの本研究会編　　あたらしい子どもの本の世

界1－2　あたらしい子どもの本の発見　　金の星社

292p．　1970

日本子どもの本研究会編　　子どもの本の学校　　講談

．社　　497P．　1970

堀秀彦　　ハレンチマンガを斬るために　　児童心理

　Vo1．24，No．7，P．105～109，1970，7月

望月直子　　読書会テキスト（素材）の選択と購入

　学校図書館　No．224，P．35～38，・1969，6月

八杉竜一　’科学読みものについて　　学校図書館

　No．234，P．9～14，1970，4月

8．授業研究

青木幹男　　説明文を読むこと，そして書くこと一

　r色さいとくらし」その他の文章を教材として一

国語の教育　No．15，p．55～64，1969，7月

青木幹男　　一時間の授業ゆたかな読書　　国語の教育

No．25，　P．47～61，　1970，　5月

青木幹男　　導入時におけるr考え方」の指導　　教育

科学国語教育　No．129，P．39～44，119蘭，7月

青柳隆　　　r故郷」　（魯迅）を例に一文学の授業のど

　の段階で範読をしたか一　　教育科学国語教育

　N・r143，P・73～78・1970・9月

青柳隆・穴水誠　　読解指導過程における語句指導

　国語の教育　No．20，P．65～73，1969，12月

秋元千枝　　第一次感想の必要性一一次感想の扱いを

　実践の中でどう位置づけているか一　　教育科学国

　語教育　No．142，P．28～33，1970，8月

秋山輝彦　　小学校高学年の文学教材研究一r分銅屋．

のえんとつ」を具体例に一　　教育科学国語教育

No．145，P．25～30，1970，11月

安部恵美子　　自分とのかかわりあいで読む　　児言研

国語　No．23，P．15～21，1970，1月

阿部真人　　r走れメロス」の鑑賞学習に求め得たもの

教育科学国語教育　No．131，P．63～69，1969，9月

天津俊英　　漢字・漢字語の指導　漢字をどう教えるか

児言研国語　No』25，P．19～25，1970，8月

荒木茂　　重文・条件帰結の導入指導（四年）　　児言’

　研国語No．20，P．36～42，1969，6月

荒木茂　　漢字・漢字語の指導　漢字をどう定着させる，

　か　　児言研国語　No．25，P．26～31，1970，8月

有定稔雄　　事実意味（探求）論による指導過程一説、

　明的文章の指導過程はどうあるべきか一　　教育科

　学国語教育　No。141，P．25～27，1970，7月

飯野二朗　　《実践記録》読書指導の場としての国語教

　室r母の思い出」の指導　国語の実践（東京都中国

　研）　No．7，P．29～34，1969，3月

池田袈裟美　　要約の手順と速度　　教育科学国語教育

・No．146，　P．13～16，　1970，　12月

池田強　　　r赤いろうそく」を例に一文学の授業をど

　の段階で範読したか一　　教育科学国語教育　No．．

　143，P．68～72，1970，9月

石田佐久馬　　説明文教材における着眼点　　教育科学

　国語教育　No．129，P．64～68，1969，7月

石原増寿見　　小学校四年生の要約技能の指導　　教育－

　科学国語教育　No．146，P．51～55，1970，12月

板垣昭一　　文学作品を正しく読みとらせることを求め

　て　　教育科学国語教育　No．131，P．49～55，1969，、

　9月
伊丹末雄・上野恒良　　文学的文章の指導法を求めて（2》

　一小説類の読解鑑賞指導一　　新潟大学教育学部

　附属高田中学校研究紀要　No．21，P．1～12，1969．

　5月
伊藤秀文　　主題への迫り方一一一rひと飛び」　（中一〉

一120一

？



）

　　　’の実践を通して一教育科学国語教育　No・124，P・

“　　　　　　　　　　65～74，　1969，　2月

　　伊藤みつ子　　r五色のしか」を例に一文学の授業の

　　　どの段階で範読したか一門，教育科学国語教育

　　　No．143，　P．62～67，　1970，　9月

　　　，井上正敏　　主題把握の意義とその過程．，教育科学国

　　　語教育　No．124，P．17～22，1969，2月

　　　井上敏夫　　生活読みの指導過程と範読の位置　　教育

　　　科学国語教育　No．143，P．44～46，1970，9月

　　　井上敏夫　　文章読解能力としての要約の技能　　教育

　　　科学国語教育　No．146，P．5～8，1970，12月

　　　、茨城県水戸市立水戸第二中学校　　国語学習指導の個別
伽

　　　化の研究　　1970

　　　、茨城県真壁郡真壁町立真壁小学校　　ひとり・ひとりの

・　　　　読む，書く能力を高める指導法の研究　　1970

　　　岩田道雄　　　「文・文章がかわると㌢・うこと」一増穂

　　　中学の研究会に参加して一　　児言研国語　No・

　　　23，　P．35～37，　1970，　1月

　　　・岩田道雄　　・文法教育の実践と批判　　中学一年r文」

　　　の指導　　児言研国語　No．24，P．23～26，1970，

　　　　5月

　　　上田克巳　　中学校における要約技能の指導　　教育科

　　　学国語教育　No．146，P．75～80，1970，12月

　　　埴渕政美　　説明文の読解におけるAコース・Bコース

　　　の設定　　国語教育の近代化　No．85，P．40～52，

　　　1969，8月
　　　上村健次郎　　　r走れメロス』の感想文　実践記録　中

　　　学校　読書感想文の指導　　国語の教育　No・16，

　　　P．51～58，　1969，　8月

　　　遠藤幹郎　　小学校五年の要約技能の指導　　教育科学

　　　　国語教育　No．146，P．56～61，1970，12月

　　　．大石賢治　　小学校段階の速読み指導　　教育科学国語

し　　　　　教育　No．137，P．64～69，1970，3月

　　　1大川悦生　　民話教育の指標・2　三年寝太郎とおそか

　　　村　　児言研国語　No．20，P．29～35，1969，6月

　　　1大久保玲子　　文法教育の実践と批判r小学校三年生」

　　　　　　　　　　読書に関する文献

児言研国語　No。24，P．2～4，1970，5月

大久保玲子　　一年生における補語rを」の指導　　児一

言研国語No．19，P．30，1969，3月

大阪市阿部野区文の里中学校　　文字の鑑賞についての

研究　1970

大谷昭三　　授業の創造文　2・文学教材における創造

的ひとり読み　　児言研国語　No．25，　P。50～55，

1970，8月

大塚敬三　　文学教材における着眼点一rどんな動物

とも話のできるjというフィクションをめぐって一

教育科学国語教育　No．129，P』57～63，1969，7月

大槻和夫　　一次感想発表はなぜ必要か一授業研究に

もとづく一つの試論一　　教育科学国語教育　No．

142，　P．22～27，　1970，　8月

大浪昭　　文学教材における着眼点　　教育科学国語教

育No．129，P．70～76，1969，7月

大西忠治　　説明文教材における着眼点　　教育科学国

語教育　No．129，P．77～82，1969，7月

大原輝夫　　教材の性格による精選研究一発問構成に

　おける精選のためのくふう一　　教育科学国語教育

No．139，　P．23～28，　1970ゴ　5月

岡田文男　　どうしたら読後の感想を深めることができ

　るか　　教育科学国語教育　No．128，P。96～99，

　1969，6月

岡村美智子　　』（中）　ヒ史みつぱちのことば”四つの指導

　法一要旨を正確に読みとるための指導過程研究一

　教育科学国語教育　No．141，P．60～65，1970，7月

岡本光純　　読書感想文の指導試案一話題をしぼらせ

　る指導（高学年）　　実践国語　1969，5月

小川末吉　　要約の技能と読書指導の関連　　教育科学

　国語教育　No．146，P．81～85，1970，12月

小川末吉　　読むことの新しい構造化による実践展開

　一文学教育と読書指導・その実践的問題点一

　教育科学国語教育　No．135，P．48～50，1970，1月

小沢完蔵　　小学校における教材研究一r動物のはな

　し」を具体例に一　　教育科学国語教育　No・145，
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P．37～42，1970，11月

押上武文　　文芸研の指導過程と範読の位置　　教育科

学国語教育　No．143，P．41～43，1970，9月

小野小次郎　　文学教材の鑑賞指導一小説を中心にし

て一　　宮城教育大学附属中学校　研究紀要　No。

9，　P．3～8，　1969，　3月

柿沼清一　　次郎と父（日書・6・1）　　児言研国語

No．19，　P．9～15，　1969，　3月

風間章典　　基本的指導過程と範読の位置　　教育科学

国語教育　No．143，P．50～52，1970，9月

加部佐助　　小学校・中学校の関連と発展的系統一要

約の技能の発展的系統を．どう考えるか一　　教育科

学国語教育　N70．146，p．27～32，1970，12月

亀山光　　小学校低学年の文脈指導一文脈技能指導の

効果的方法一　　教育科学国語教育　No．137，P・

39～43，1970，3月

河村紀子　　　（中学校）文学教材を小集団学習で　、教

育科学国語教育・No．145，、P．55～60，1970，11月

菅野宏　　作業仮説であるべき主題　　教育科学国語教

育No．124，P．5～10，1969，2月、

菅野宏　　文学作品の指導過程の考え方，　教育科学国

語教育　　No．136，P．5～25，1970，2月

　文学作品の指導過程

　第一次

　A　登場人物・モノ・トキ・トコロ・コトガラをおさえ

　　て，作品の世界を大づかみする。

　第二次
　　B　場面ごとにまたまとめて，人物の役割＝性格をつか

　　む。
　　C　主題を考え，基本的な思想をかりに考える。

　第三次
　　D　よく解らないところや細部の肉付けをこまかに読み

　　なおす。

　第四次
　　E　作者が提起した問題，・読者が喚起された問題にあう

　　かどうか考えてみる。（S・M）

橘内朝次郎　　文芸研の指導過程の特質　　教育科学国

・語教育　No．136，P．32～34，1970，2月

工藤光幸　　授業の創造　1　r書きこみ」r書きだし」　　　　　・

の指導認識・思考の向上と定着化のための実践　　児

言研国語　No』25，P．46～49，1970，一8月

久保和也　　中学校の文学教材研究一魯迅・r故郷」

を具体例に一　　教育科学国語教育　No．145，P．

31～36，　1970，　11月

栗岩トク子　　初歩的な指導一感想から感想文へ一

実践記録　小学校四年・読書感想文の指導　　国語の

教育　No．16，P．43～50，1969，8月

桑原三郎　　解説文r正倉院」（光村六下）読解の実証

的研究　・国語教育の近代化　No。93，P。49～56，

　　　　　　　　　　　　　　　イ1970，4月

桑原文次郎　　小説の構造化と理解・鑑賞，　島根大学

教育学部附属中学校　研究紀要　No．12，P．3～15．　　　　・

1970，1月

小海永二　　詩と範読の役割　　教育科学国語教育

No．143，　P．29～34，　1970，　9月　　、

輿水実〔他〕　　＜共同研究＞一月の読解と読書　　国語

教育の近代化No．78，P．23～56，1969，1月

輿水実　　く共同研究＞四月の読解　　指導過程の構造

化　　国語教育の近代化　No．81，P．21～56，1969，，

4月，

小島孝夫・　創造的な読みの学習像を求めて一新美南

．吉r手ぶくろを買いに」の指導一　 国語の教育

1N「o．14，　P．56～65，　1969，　6月

小竹省三　　rキュリー夫人」（学図六年上）一拡散斡

思考の読みを果たすために一　　国語の教育　No，

22，　P．66～71，　1970，　2月

小林喜三男　　漢字指導をいかにすべきか　　児言研国

語No．19，P．27～29，1969，3月

小林喜三男　　　r大工と鬼六」の授業一5年一

児言研国語　No．18，P．10～22，1969，1月　　　　　　　』

小林富雄　　漢字・漢字語の指導　創造・発見の漢字習

指導一三本の柱を立てて一　　児言研国語　N軌

25，　P．39～41，　1970，　8月
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小松善之助　　教科書教材に対する考え方一説明的文

章の教材研究と指導過程の関連一　　教育科学国語

教育　No．141，P．31～39，1970，7月

小松善之助　　教育科学国語教育　　No．132，P。5～

22，　1969，　10月

小松善之助　　説明的文章の読み　　児言研国語　No・

21，P．3～9，1969，9月

小松崎進　　文教連の指導過程と範読の位置　　教育科

学国語教育　No．143，P．56～58，1970，9月

小松崎進〔他〕　共同討議　この作品で何がどう指導で

　きるか　一rごんぎつね』　（新美南吉作）を教材に

　した場合の文学の授業過程一　　国語の教育　No．

　16，　17，　P．67～90，　67～93，　1969，　8，　9月

今後正義　　説明的な文章の読解指導一中・下位群の

　生徒を対象として一　　国語の教育　No．14，P。

　66～76，1969，6月

近藤章　　（小）要旨を読みとる直観カー要旨を速く

　読みとるための指導過程研究一　　教育科学国語教

　育No．141，P．72～77，1970，7月

近藤章　　く現場の国語教育研究所2＞文学教材のr直

　観読み」とその指導一共同立案による実践をとおし

　て一．国語教育の近代化　No．92，P．43～56，

　1970，3月

西郷竹彦〔他〕　　r二銭銅貨」の授業一文芸理論研究

　会の理論による一　　国語の教育　No．32，P．80

　～90，1970，12月

西条三樹男　　子どもの読みの反応を考えて一椋鳩十

　r月の輪グマ』をめぐって一国語の教育　No．24

　P．77～82，，1970，4月

斎藤昌英　　高学年の読解におけるノート学習の試み

　一主体的な学習態度を育てるために一　　教育科

　学国語教育　No．132，P．79～84，1969，10月

三枝康高　　文学教育の最初の問題一一次感想の扱い

　をどう考えるべきか一　　教育科学国語教育　No・

　142，P・11d6，1970，8月

酒井為久　　r教材と即した国語科の指導」1　近代短

　　　　　　　　　　　読書に関する文献

歌名古屋大学教育学部附属中・高等学校紀要

No．14，P．25～28，1969，3月

酒井信義　　小学校高学年授業の研究一読解・鑑賞指

導の鮮度と効率一　　教育科学国語教育　No．139，

P．67～71，　1970，　5月

酒井弘子　　　r坂道」一読者の読書機能をみうめて

国語の教育　　No．10，P．61～71，1969，2月

寒川道夫　　深い人間理解を育てる一rおじいさんの

　ランプ」にふれながら一　　教育科学国語教育

No．131，P．11～17，1969，9月

寒川道夫　　一次感想を起点とするr一次感想の扱い

　をどう考えるべきか一　　教育科学国語教育　No・

142，　P．5～10，一1970，　8月

佐々木公彦　　読む過程での要約技能をどう育てるか

教育科学国語教育　No・146・P・年9～74・1970・12月

佐々木公彦　　文学的文章の読解における発問・評価・

　感想文をめぐる問題一低学年を中心に一　　国語

　教育の近代化　1“o・91，P・42～56，1970，2月　．

塩野俊治　　読み方指導にそって　　国語の教育　No．

　20，　P．37～42，　1969，　12月

静岡県駿東郡清水小学校　　主体性を育てる読解過程の

　研究・1970

渋谷清視　　文教連の指導過程の特質　　教育科学甲語

　教育　No・136，．p・44～46・1970・2月

渋谷清視　　指導法の問題点　　教育科学国語教育

N・・125？P・55～61・1969・3月

　　《現在，国語科教育の中で実践されている読書指導の三つ

　の形態》

　1．国語教科書に文学的教材が登場してきたときに，その学

　習指導を終えてなおひきつづき読書指導を展開する方法。

　　この場合に教科書教材は，　r主教材」あるいはr入門教

　材」となり，その後に自主編成される教材はr副教材」あ

　　るいはr補充・発展教材』などというふうに位置づけられ

　　る。このあとさらにr推せん図書」　r必読図書」群を紹介

　　し，自由読書へ発展させるという三層法（教科書教材→補

　　充教材→自由読書）を試みているところもある。

　2．　国語教科書の教材はすべて，今日においては言語教育用
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読書科学（XIV，3，4）

　教材としての性格をもつものとしてとらえ，専ら読解指導

　　・読みかた指導用として役だたせる。したがって読書指導

　（r文学教育」といいかえてもよい）には，自主的な教材編

　庫にもとづいて，いやゆる読書指導単元を独自に構成して

　おこなう方法。これは民間教育研究運動に参加している教

　師の間では，すでに一般化し，常識となっているところの

　もの。

　3・前出の二つの考えかたを複合した方法である。国語教科

　書の文学的教材でも，文学性が著しくスポイルされていな

　い，比較的良質のものは，読書指導（文学教材）教材とし

　て活用する。もちろんr補充・発展教材」が導入を伴い

　つつ，但しそれだけではなくて，年間教育計画表の中に

　は，全くの自主的教材編成による読書指導（文学教育）単

　元を構成して，積極的に組み込んでいく。（S『・M）

渋谷正民　　小学校の文脈指導一文脈技能指導の効果

的方法一　　教育科学国語教育　No．137，P．58～

163，　1970，　3月

嶋路和夫　　読書指導をより確かにするための指導法の

改善　　読書科学　VoL13，No．1・2，P．57～65，

1970，4月

嶋路和夫　　文学教育へのかまえとその指導一千葉省

三r井戸」を扱って一　　国語の教育　No．19，

P．53～62，　1969，　11月

新開惟展　　文学形象を豊かに読みとらせる一虚構に

ふれて一教育科学国語教育　No．131，’P．70～76，

1969，9月一

信州大学教育学部附属長野中学椋　　文学教材の読書指

導をどのようにしたらよいか一補助教材の扱いを中

心に一　　長野県中学校教育研究会要項p・1～26，

1969，5月

杉川明男　　教材r文学作品」に配慮を　　教育科学国

語教育　No．125，P．82～84，1969，3月

鈴木栄三　　高村光太郎の詩rなまず」の授業一子ど

　もが詩から作るイメージをめぐって一　　国語の教

　育No．15，P．65～74，1969，7月

鈴木敬司　　　r主題」をまとめる手順　　児言研国語

No．26，　P．20～23，　1971，　1月

鈴木昭一　　く現場の国語教育研究＞文学的教材の研究

授業　　国語教育の近代化　No．86，P．38～52，

1969，9月

鈴木正之　　教科研の指導過程と範読の位置　　教育科

学国語教育　No．143，P．53～55，1970，9月

須田実　　人物形象の内面的追求一r信号」を指導し

　て一　　教育科学国語教育　No．124，P．84～92，

　1969，2月

砂田健　　中学校段階の速読み指導　　教育科学国語教

　育No．137，P．70～75，1970，3月

相馬信男・吉川数　　文学作品の指導過程のあり方一

　三方式の比較から指導過程の提案まで一　　教育科

　学国語教育　　No．136，P．56～74，1970，・2月

　教材と発達とに応じた学習指導の基本過程。L　教材しら

　べ　2．全文の範読　3．全文についての話しあい　4．各

　部分の精査　5．全文の黙読・6．主題の確認　7　全文の

　朗読　8．　練習　9．　発展（感想文・読書）　10．評価

園木公謹　　漢字・漢字語の指導学級づくりと書くこ

　との学習　　児言研国語　No．25，P・32～38，1970，

　8月
園木公謹　　説明文の読み・授業rジャガイモの花と

　実」実践報告　　児言研国語　No．21，P。15～20，

　1969，9月

高橋俊三　　r文章の構成に注意して読むこと」にっい

　て　　東京学芸大学附属世田谷中学校研究紀要　p．1

　～10，　1970，　3月

高橋善昭〔他〕　　文学の豊かなく読み＞をめざして

　一小集団学習を中心に一　　岐阜大学教育学部附

　属中学校研究報告　No．13，111P．1970

高橋和夫　　範読は声の演技である一範読はどの段階

　に位置づけるか　　教育科学国語教育　No．143，P．

　5～10，1970，9月

高橋金次　　要約文の長さについて　　教育科学国語教

　育No．146，P．17～20，12月

武田政市　　意図的に読ませ・書かせる一一一次感想の

　扱いを実践の中でどう位置づけているか一　　教育
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　科学国語教育　No．142，P．41～46，1970，8月

武部優子　　東京児言研では何が話し合われたか　提

　案・rベロ出しチョンマ」をわたしはこう読んだ

　児言研国語　No．22，P．30～33，・1969，11月

武部優子　　説明文指導の系統　ペンギンはなんきょく

　にも　　児言研国語　No．23，P．8～14，1970，1月

武部優子　　低学年の更璽よみ”一要旨を正確に読みと

　るための指導過程研究一　　教育科学国語教育

　No．141，P．49～53，1970，7月

田島伸夫　　r杜子春」　（教出・中三）　　児言研国語

　No．19，　P．16～24，　1969，　3月

田島伸夫　　主題と教材分析　　児言研国語　No・26，

　P、14～20，　1971，　1月

周中潤　　小学校中学年の文学教材研究一はまひるが

　おのr小さな海』を具体例に一　　教育科学国語教

　育No．145，P．19～24，1970，11月

、田中恭子　　文学教材において思考力を深めさせる指導

　法　　練馬区教委研究集録　P．1～10，1970

田中久直　　展開時におけるr考え方」の指導　　教育

　科学国語教育　　No．129，P．45～50，1969，7月

橘礼子　　一時間の授業　おじいさんのランプー第一

　次感想を大切にして心情を読む指導一　　国語の教

　育No．26，P．46ん61，1970，，6月

日村正巳　　教科研の指導過程の特質　　教育科学国語

　教育　No．136，P．38～40，1970，2月

　指導過程

　1．導入
　　（1）形象をつつむ時代背景

　　（2）文脈の外で扱える難語旬の指導

　　（3）作品のできた時代，作家

　　（4》ときには主題も考える

　2．形象の知覚の段階

　　A　一次読み一単語・単語のくみあわせ・文・文脈のつ

　　　くる描写内容を読みとること，単語の選択・ずらし・文

　　　法的現象の選択・省略・間接的表現などによる表現内容

　　　の読みとり。

　　B　二次読み　　一次読みでは読みとれない表現内容の読

　　　　　　　　　　　　　　　読書に関する文献

　　みとり，表現手段の選択の意義づけ，全文脈に位置づけ

　　ないと理解できない表現内容の読み≧り。

　3．形象の理解の段階

　　生活現象の本質である主題と感情・評価的態度である理

　　想をあきらかにする。（場面にきって，内部構造を調べ，

　　人物の性格をあきらかにしながら，作品全体の構造を分析

　　する。）

　4．　総合読みの段階

　　主題・理想がわかったあとで，はじめて意味のわかる表

　　現を読みとることと表現読みをする。

　5．終末

　　読みとったことの定着，他作品への発展，感想発表，感

　　想文を書くなどの仕事をする。（S・M）、

田村実枝子　　　rなめとこ山のくま」の主題にせまって

　教育科学国語教育　No．124，P．46～54，1969，2月

田村黎子　　総合読みにょる絵本のrよみきかせ」一

　幼稚園での実践一一一　　児言研国語　No．22，P・50

　～55，1969，11月

田宮輝夫　　小学校低学年を例に一『子ウシの話』の

　読み方指導の記録から一　　教育科学国語教育

　No．　134，　P．　54～68，　12月

中学生の読書研究会　　V小説r坊ちゃん」の作品研究

　（下）一評論の分析一　　学校図書館　No・222，

　P．49～56，1969，4月

中学生の読書研究会　　　r次郎物語」はどう読まれてい

　るか　　学校図書館　No．242，P．53～58，1970，

　12月

中学生の読書研究会　　皿r坊ちゃん」の読書指導

　学校図書館　No．225，p．53～59，1969，7月

中学生の読書指導　　国語科における読書指導　　学校

　図書館　No．226，P．43～48，1969，8月

中学生の読書研究会　　IV　小説r坊ちゃん」の作品研

　究（上）一作品の研究一　　学校図書館　No・

　220，P．43～49，1969，2月

中学生の読書研究会　　皿　小説r堵ちゃん」をどのよ

　うに読んだか（下）　　学校図書館　No・219，P・57

　～63，1969，1月
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東京学芸大学附属世田谷小学校　　文学作品の鑑賞指導

研究紀要No．11，P．45～77，1969

東京説明文研究班　　説明文教材の研究rむかしのしょ

うぼう」　　児言研国語　No．24，p．44～48，1970，

5月

鳥越信　　童話・物語と範読の役割　　教育科学国語教

育No．143，P．23～28，1970，9月

徳良一夫　　文法教育の実践と批判r小学校六年生　複

文（体言修飾の系列として）」　児言研国語No・

24，　P．11～16，　1970，　5月

栃木県矢板市立矢板中学校　　　rことばに関する事項の

指導計画と指導方法」　　1970

中西淑　　叙述に即して，ていねいに読みとらせる

教育科学国語教育．No．138，P．67～73，1970，4月

中西昇　　いわゆるr範読」の用途とその位置づけ

教育科学国語教育　No．143，P．17～22，1970，9月

中浜康光　　中学校における教材研究一rラスコー洞

窟の壁画」を具体例に一　　教育科学国語教育

No．145，、P．43～48，1970，11月

長沢昭治　　小学校中学年授業の研究一一発問を精選す

　るための授業研究一　　教育科学国語教育　No．

．139，　P．62～66，　1970，　5月

長野県飯田市追手町小学校　　学習記録による読解・鑑

賞の授業の指導について　　1970

夏目武子　　文教研の指導過程と範読の位置　　教育科

学国語教育No．143，P．59～61，1970，9月

滑川道夫　　読みの速度一r星の王子さま」の読書を

めぐって一　　国語の教育　Nq．25，P．32～36，

1970，5月

難波喜造　　大学教育における範読の位置づけ　　教育

一科学国語教育　No．143，P．11～16，1970，9月

西沢正太郎　　どこに子どもの目がとまるか一文学教

材の扱い方一　　国語教育相談室　No．132，P．4

～6，1970，11月

布川光明　・かいこは絹をはく一感想（主体的創造的

鑑賞）啓発・拡充・深化の過程で一　　教育科学国

　　　　　　　　　　読書に関する文献

語教育　No．124，P．37～45，1969，2月

長谷川孝士　　認識深化の過程を中心に一説明的文章

の指導過程はどうあるべきか一・　教育科学国語教

育No．141，P．28～30，，1970，7月

長谷川孝士　　小説と範読の役割　　教育科学国語教育

No．143，　P，35（ぜ40，　1970，　9月

波多野文夫　　通読の段階で主題の確認を一rすずき

とおこぜ」の授業から一　　教育科学国語教育

No．124，P．75～83，1969，2月

花田修一　　　rあすなろ物語」を例に一r文学の授業の

どの段階で範読をしたいか一　．教育科学国語教育

No．143，　P．79～84，　1970，　9月

原子修　　鑑賞指導一中学生を対象として一（詩の

指導・鑑賞と創造）　　国語の教育　No．13，p．38

～45，　1969，　5月

原田進　　小学校中学年の文脈指導一文脈技能指導の

効果的方法一　　教育科学国語教育　No．137，P．

44～51，　1970，　3月

林進治　　漢字：漢字語の指導　　1　浅間台小学校の実

践　漢字指導の系統と方法　，児言研国語　No．25．

P．13～18，1970，8月

林進治　　総合的に読みすすめる中で　　教育科学国語

教育　No．124，P．23～28，1969，、2月

林進治　　展開における発問の精選一みずから問い・

答え・みんなで考え合う学習へ一　　教育科学国語

教育　No．139，P．46～51，1970，5月

林田哲治　　はだかの王様（光村・四年上）　　児言研

国言吾　　No．19，　P．1～8，　1969，　3月

馬場正男　　学習の方法の改造から一発問過多からい

かに脱出するか一　　教育科学国語教育　No．129．

P．11～16，　1970，　5月

伴定子　　現場で読解に取り組んでいる姿について

一輿水先生への手紙一国語教育の近代化　No．

83，　P．38～53，　1969，　6月　　　．

菱沼太郎　　r大工とおに六」　（大日本図書版）につい

ての若干の意見　　児言研国語　No．18，P．30～33，
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読書科学（XIV，3，4）

1969，1月

菱沼太郎　　rベロ出しチョンマ∫の作品分析と実践

児言研国語　No．22，P．3～12，1969，11月

平尾義一・見勢護　　リレー授業一rものの名まえ」

国語の教育　No．27，P．52～62，1970，7月・

広瀬省三　　文法教育の実践と批判　高校一年・わたし

の文法指導　　児言研国語No．24，P．27～32，1970，

5月

深萱和男　　一次感想についての感想一一一次感想の扱

いをどう考えるべきか一　　教育科学国語教育

No．142，　P．17～21，　1970，　8月

深沢完興　　読みにおける直観の内容一一次感想の扱

いを実践の中でどう位置づけているか一　　教育科

学国語教育　No．142，P．11～16，11970，8月

深美和夫　　小学二年の要約技能の指導　　教育科学国

語教育　No．146，P．39～43，1970，12月

福井大野市有終西小学校　　創造性をのばす学習指導

1970

福島市桜木町立福島第二中学校　　主体的な学習態度を

育てる国語科学習指導法の研究　　1970

福島県田村郡三春町立三春小学校　　学習効率を高める

国語科授業過程の研究　　1970

　説明的文章を対象とし，ひとりひとりの学習方法を重視し

　た授業過程についての実証的研究。（T・1）

福村保　　要旨・要点・要約の関連，　教育科学国語教

育No．146，P．9～12，1970，12月

藤井囲彦　　く授業研究＞大造じいさんとがん一国語

科五年読書指導一』　教育研究　1969，3月一

藤井囲彦　　六年生の読書指導一めもあある美術館

教育研究　1969，11月

藤倉文子　　小学校一年の要約技能の指導　　教育科学

国語教育　No．146，P．33～38，1970，12月

船越コト　　＜一時間の授業＞情報化社会における読書

指導の役わりとその方法一rかにむかし」における

映像利用の手法について一　　国語の教育　No．

32，　P．58～72，　1970，　12月

吉田拡　　教材研究の角度さまざま一松永信一氏の

　r大きなシラカバ」解釈について一　　国語の教育

No．23～26，1970，3，4，6月

吉田拡・西郷竹彦　　く往復書簡＞詩教材をどう読むか

’
一
三
好 達治r雪」をめぐって一　　国語の教育

No．22，　P．72～84，　1970，　2月

古屋敷雅弘　　天気とわたしたちの生活（教串・四年下）

児言研国語　No．20，P．2～9，1969，6月

益子広則　　作家との対話査持とう孝する目　　教育科

学国語教育N・・131，P・42～48，1969，9月

増淵恒吉　　指導法の問題点　　教育科学国語教育

No．125，　P．19～25，　1969，　3月

松田和典　　文学的教材の研究『フランダースの犬』と

いうのは　　児言研国語　No．24，P．39～43，26．

1970，5月

松山市造　　意見　（1）サスペンスに富んだ授業だが教

材解釈に疑問が残る　　児言研国語　N6．18，P．23

～26，1969，1月

松山市造　　説明文教材発掘・試案r考えるはたらき」

小学校六年一中学校一年用　　児言研国語　No．23．

P．56～64，　1970，　1月

松山市造　　　r体系＋は」が文頭にある文の生成につい

て　　児言研国語　No．24，P．33～38，1970，5月

蓑手重則　　主題把握の指導過程の類型　　教育科学国

語教育　No・124，P・29～36，1969，、2月

宮崎県児湯郡都農東小学校　　国語科学習指導法の研究

1970

宮下尚　　児童に読むことを明証しようとする学習を

一物語の読解学習活動の改善と整備一　　国語教

育の近代化　No．93，P．135～48，1970，4月

宮田正直，　小学校三年の要約技能の指導　　教育科学

国語教育　No．146，P．44～50，1970，’12月

村松友次　　一読総合法の指導過程と範読の位置　　教

育科学国語教育　No．143，P．47～49，1970，9月

望月久貴　　主題探知の問題r　教育科学国語教育

No．124，P．11～16，1969，2月
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読書科学（Xlvl3，4）

　作品を読んで主題を探知する方法は，これを大きく二つに

　分けることができよう。一つは，読解の姿勢を通す過程にお

　いて探知するものである。もう一つは，鑑賞の姿勢を通す過

　程において探知するものである。

　読解（読解指導ではない）の姿勢と，鑑賞（鑑賞指導では

　ねい）の姿勢とは，一般的な自由読書においては，同時的に

　重複するのがふつうである。したがって，主題の探知も，期

　・せずして両面的に行なわれる。しかし，国語教室の実状で

　は，このような同時重複的な読みの姿勢は，通読段階や整理

　読みの段階でしぱしば見られるだけである。一般的には，読

　解指導や鑑賞指導の形で扱われるから，前者では読解，後者

　では鑑賞という姿勢が，むしろ単独にとられる。

　●読解の過程

1騰灘｝一
　●鑑賞の基本的指導過程

　　1．　想像をはたらかせながら，作品を読んで感動し，感想

　　を軽く述べ合う。

　2．　初発の感想について，感動の根拠を表現・内容（人物

　　　・事件など）・主題などの観点で話し合い，問題をとら

　　える。

　　3，人物の心情や場面の情景などを表現（描写・説明）に

　　即して味わいながら読み通すg

　　4．文章全体の表現で，特に感動した箇所をとり出して味

　　わう。

　　5．　その感動に関連して，感想にまとめて発表する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（S・M）

森幸昭　　（小）主体的な読みの力を高めるために一一要

　旨を正確に読みとるための指導過程研究一　　教育

　科学国語教育　No．141，P．54～59，1970，7月

森斐雄　　小学校高学年の文脈指導一文脈技能指導の

　効果的方法一　　教育科学国語教育　No．137，P．

　52～57，　1970，　3月

森本喜八　　読書に親しみ，慣れさせるために一読書

　カードの利用　　国語の実践（東京都中国研）　No．

　7，　P．51～56，　1969，　3月

森本正一　　（中）読みの心理をふまえた指導過程一要

　旨を速く読みとるための指導過程研究一F教育科

学国語教育　No．141，P．78～83，1970，7月

山下輝典　　（小）過程構造をだいじに一要旨を速く読

　みとるための指導過程研究一　　教育科学国語教育

　No．141，　P．66～71，　1970，　7月

山下七郎　　わたしは主題をこう考える　　児言研国語

　No．26，P．24～25，1971，1月

山田象三　　r定ちゃんの手紙」（5年）の実践記録

　児言研国語　No。20，P．43～48，1969，6月

山田象三　　r定ちゃんの手紙」（3年）の作品分析

　児言研国語　No．19，P．35～46，1969，3月

山梨県北巨摩郡長坂中学校　　教育課程の整備と指導法

　¢改善　1970

　　読むことの指導を能率的にするために指導計画や指導法を

　どのように改善したらよいかの実証的研究。（T・1）

山本正次　　く授業記録＞科学者の伝記rルーサー・バ

　ーバンク」・を読む　　国語の教育　No．22，P．44～

　59，1970，2月

横浜児言研　　大自然にいどむ（学図・六年下）　　児

　言研国語No．20，P．10～17，1969，6月

横山克巳　　小学校低・中・高の発展的系統一要約の

　技能の発展的系統をどう考えるか一　　教育科学国

　語教育　No．146，P。21～26，1970，12月

米沢憲一　　小学校上学年の音読・黙読指導　　教育科

　学国語教育　No．137，P．81～86，1970，3月

米山文範　　小学校低学年の音読・黙読指導　　教育科

　学国語教育　No．137，P．76～80，1970，3月

吉田伴治　　授業・六年生の実践から　　児言研国語

　No．22，　P．12～17，　1970，　11月

渡辺武　　中学校の音読・黙読指導　　教育科学国語教

　育No．137，P．87～92，1970，3月

渡辺皓介　　指導の内容による精選研究一発問構成に

　おける精選のためのくふう一　　教育科学国語教育

，No．　139，　P．29～34，　1970，　5月

　　一関市山月小学校の指導過程

　第一次くみとおし読み＞
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替

全文読み一直観的・印象的把握

　・主題の予想（題目しらべ，感想発表，新出語句）

　・事象の概観（あらすじ，構想しらべ，難語句しらべ）

第二次くふかめ読み＞

部分読み一r事象と心情の統一的把握（主題にせまる）

　・内容探究

　（a）　ひとり読み

　　　・書きこみ

　　　・書き出し

　　（b）話しあい

　　　・（a）をもとにして話しあう

　　（c）関係づけ

　　　・・語と語，文と文，段落と段落，部分と部分を関

　　　係づけながら全体をとらえ，主題にせまってい

　　　く。

　　　　　　　　　　　読書に関する文献

　　（d）　あじわい読み

　　　　・学習した部分ごとに，読解のまとめとした。，

　第三次くたしかめ読み＞

　全文の読み一一内面的，本質的把握

　　・主題確認

　　・あじわい読み（感想文）

　　・練習（文字・語句・語法のたしかめ）　（S・M）

渡辺宏　　終末時におけるr考え方」の指導　　教育科

学国語教育　No．129，P．51～56，1969，7月

渡辺正巳　　小学校六年の要約技能の指導　　教育科学

国語教育　No．146，P．62～69，1970，12月

渡辺守順　　高校国語の現実をふまえて　実践記録　読

書感想文の指導　　国語の教育　No。16，P．59～β句

1969，8月
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海外情報1969，1970＊

　この2年閤の海外における読書研究活動中最大の行事

は，1970年8月にシドニーで開かれた第3回世界読書会

議であろう。過去2回の会議にはわが国からも代表が出

．席したので近しく報告を聞くことができたが，今回は，

報告書もまだ入手できないため，プログラムからその

概要を知るにとどまっている。また，例年のように，ア

メリカにおけるIRAの年次大会は盛大に催された。本

稿では，プログラムからみた，世界読書会議の概要，I

RAの1969，1970年の2回の年次大会の主な内容と傾

絢，教師のために開催された研修会の動向の三つについ

てのべる。

　第3回世界読書会議

　1970年8月7日から9日までの3日間，オーストラリ

了のシドニー市で開催された。この大会はWCOTP（教

職員世界連合）の大会と共同主催であったため，独自の

テーマをかかげることができなかった。主な内容は次の

．ようである。

　第1部会　発達的読書

　第2部会WCOTPとIRAの共通テーマ（不明）

　．第3部会　読みと読み手の問題：各国における挑戦

　第4部会不明
　第5部会　70年代の読み：各国における挑戦

　第6部会　読みの将来

パネルディスカッション

　1　第2言語として英語を話す人々の問題

東京教育大学
　　　　高　　木 和 子＊＊

　　2　文盲に対する問題

　　3　教員養成に関する問題

　その他，教科書の著者，児童文学者，研究者などとの

会合ももたれた。

　l　RA第14回年次大会（1969）

　4月30日から5月3日まで，ミズリー州カンサスシテ

ィで開催。主題は，読みに対する挑戦と機会（Challenge

and　OpPotmities　in　Reading）であった。主な催し物

別にそのテーマ，傾向などを簡単に紹介する。

○将来問題会議

　テーマ：両親と読み

　主な話題：読みの教育に対する両親の関心

　　　　　学校での読みのスキルの発達

　　　　　家庭での読みの指導

　　　　　両親および環境

○大会前研修会

　以下の七っのテーマ別におこなわれた。

　1　中学校の教科課程における読み

■

皿

IV

V
V【

　小学校教師に対する読みの矯正

　文化的差異に対応する学習パターンの変化

　　僻地の読みのおくれた児童に対する読みのプログ

　　ラム

　　総合短大における読みの指導

　　教育の機会に恵まれなかった青年に対する読みの

　　プログラム

V皿言語を異にする学習者に対する読みの指導

＊　Informatk）nabroadin1969and1970．　　　　　○ゼミナール

料TAKAGI，Kazuko（Tokyo　University　of　Edu・　　学校長・読みのコンサルタント・学校の読書診療所や

　cation）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　読書センターの指導者，大学の読書診療所や読書センタ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー130一
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一の指導者の四つの職分の者がそれぞれゼミナールをも

った。

○シンポジウム

　1　読みの理論的モデルと過程

　II　読みの鍵を握る問題に対する心理言語学の適用

　皿　読書不振の環境的・心理的要因

　IV　非公式な（個人作成の）読みのテストの妥当性

O研究報告

　以下のような内容の研究報告がなされた。

　・大学での読み

　・言語がいかに読みに影響するか

　・知覚と読み

　・教師の再教育

　。評価と診断

　・障害児に対する読みの指導

　・児童図書の分析

　・理解度の測定

　・入門期の読み

　・治療読書

　・読みの成績に影響する諸要因

O全体部会

　この部会は，I　RA首脳部による以下の講演を中心と

して行なわれた。

　ハリス，A．J．

　　読みを有効に教える教師

　デール，E．

　　読みの将来

　タ“ウニング，　J．　　　　　　　　　・

　　　子供の読みについての考え方

　ゲイツ，A．1．

　　読みの教育の未来

　アートレイ，A．S．

　　読みの指導における教師側の変数

　スミス，N．B．

　　読解の諸側面

　デートリッチ，D．M．　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　海外情報

　　読みにおける挑戦

　これらの講演内容は，大会抄録の他に，I　RAの雑誌

The　Reaing　Teacher》vo1，23，No．3，196gに掲載さ

れている。

○主題部会（読みにおける挑戦）

　この部会では，本大会の主題であるr読みにおける挑

戦」を軸として，具体的な実践主題15について，発表・

討論がおこなわれた。

1

2

3

4

5

6

7

8

9
10

11

12

13

14

15

教材の選択と使用

読みの導入以前での技能

入門期の技能

読みへの動機づけ

教室でのテストの有効な利用法

図書館や教科課程資料の利用

読みのプログラムの改善のための研究成果の使用

教師は経験の背景を広げるためにより多く読まね

ばならないということ。

適切な読みの速度

教室および学校での，矯正・治療のプログラム

成人の読み書き能力を促進するためのプログラム

各教科における読みの指導の改善

効果的な読みの教育の組織

児童文学の効果的な使用

読みの指導のための専門家の導入とその養成

　その他，55にものぽるテーマ別に部会がもたれた。こ

の55を大きく分けると，レディネスや読みの基礎的スキ

ルに関するもの，発達やそれに応じた読みのプログラム

に関するもの，不振児の治療，優秀児の商題，他教科と

の関連，教材の問題，他の分野特に言語学の成果の導入

などがあげられよう。さらに新しい傾向として，児童文

学や図書館，批判読みなど，いわゆる読書指導的な要素

と読みの指導の問題や，読解のプロセスといったわが国

での研究と同じような問題がとりあげられはじめてい

る◎
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読書科学（XIV，3，4）

　5月6日から9日まで，カリフォルニア州アナハイム

で開催。主題は，読みと個人（Reading　and　the　Indi－

vidua1）。以下，14回大会と同様に紹介する。

○将来問題会議

　テーマ：世界の民間伝承と民話

　特別部会：盲人の読み

○大会前研修会

1
：皿

皿

IV

V
VI

読みの自動化

テレビと読書

読みの治療・矯正

文化の二重性問題と読み

障害児に対する読みのプログラム

中学校における読みの学習

皿　教育的方法論と大学での読み

皿　読みと学級管理に対する行動修正的接近法。

○ゼミナール

前回と同様の形式で行なわれた。

○シンポジウム

　1　児童文学における近代的な思考の接近

　皿　読みにおける診断と予測

　皿　読みの指導の改善への方略

　IV　担任教師向けの研究成果の解釈

○全体部会

　ロビンソン，H．

　　演題不明

　クレランド，D．L・（I　RA次期会長）

　　IRAの将来
　スティガー，R．C．．

　　I　RAの過去，現在，未来

　ノ璽一グ，　P．C．

　　読みの指導の教室での実践

○主題部会

　r読みと個人」の主題から派生した，読みの指導の教

室での実践をテー，マに行なわれた。

　1　基礎的な読みのスキル指導のためのいくつかのア

　　プローチ

2

3

4

5

6

7

8

9

読みにおける10代の成功

聞きとり

読みにおける個人の欲求の考慮

中学年に対する読みの革新

公立学校に対する読みの奉仕プログラム

読みの基礎としての言語

学校管理者と読みの教育

文化的差異と読みの教育

　10　読みの教師に対する背景の説明

　11　高等学校水準の読み

　12読みの成績のテストと測定

　13読みのレディネスの問題

　14効果的な読みの技能の構築

　15　進んだ児童（優秀児）に対する読みの問題。

　これらの他に，各学年での健全な実践という目標で，

学年ごとの討論会も催された。

○部会

　74もの主題をかかげた部会が開かれた。主な傾向とし

ては，大会の主題に沿った児童の個人差，性差，文化的

背景，言語などを考慮に入れたものがとりあつかわれた

ことがあげられよう。大きな領土をもつアメリカでは，

有効な指導法を画一的に考えただけでは解決できぬ問題

にぶつかり，Massの問題から個へ立ち帰ってきている

のであろう。

教師のための研修会

O　I　RA地域会議

　1969年2月21・22日，アリゾナ州ックソンで開催。主

な議題はの次ようであった。

　1　読みを通しての子供の潜在能力の発達

　2　二重母国語問題

　3　行動異常

　4　学習困難

○大学主催の研修会　　　　　　　　、

　毎年研修会を行なっている大学と，この2年間の主題

だけを掲げる。
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・テンプル大学

69年　思考一言語一読み

70年　読みの指導の基礎的技術

・南メソジスト大学

70年　実際的経験と行動観察

・マーケッティ大学

69年　読みにおける今日の問題

70年　読みの指導一その次元と挑戦

　　　　　　　　　　　　　　会・　報

・ジャージー州立大学、

69年　創造的読み，批判的読みの発展

70年　宇宙時代の読み

・シラキュー大学

69年　読みに対する理由　　　　　一

70年　70年代における読みの問題と革新

・フェァライデッキンソン大学

69年　詩の指導

寒

ム
冨

報

常掻理事会（46年1月18日）

（1）機関誌発行の件

　r読書科学」No49・50合併号は一月中に発行の予定。

No51・52号は本日編集を終わって，印刷所に回す。次い

でNo53・54号はやはり合併号として，年報と研究とをま

とめて載せることにする。

　学会誌は季刊にすることが望ましいので，明年度の

No55からは常態に復することとした。

（2）副会長依嘱の件

　前回態度を保留していた滑川道夫氏は，副会長を受諾

した。

（3）46年度大会のテーマ決定の件

　いろいろの意見が出たが結論を得ず，次の理事で決め

ることにした。岡田・倉沢・阪本一・阪本敬・滑川。

公開研究会（1月23日）

　津久戸小学校で出雲路猛氏のr児童文学におけるファ

ンタジー論」　（司会，滑川道夫氏）を中心にして開い

た。

企画委員会（1月25日）

　本年度大会は8月3日，4日の2日間とする。会場は

都立教育研究所と予定し，滑川副会長が交渉に当たる。

第二候補として私学会館を予定する。

　テーマはr読書による人間開発」と決定。ただしこの

問題については学会自体の共通理解を深める必要がある

、ので，倉沢理事からメモを発表してもらい，数回にわた

って討議をする。その上でr基調提案」として発表する

ことに決めた。提案者を交えた約3名の発言をもって

rシンポジウム」を構成する。

　別に講演を1本立てる。やはりこのテーマを主題にし

てシ清水幾太郎氏に依頼してはどうかとの案が出た。’

公開研究会（2月27日）

　津久戸小学校で村石昭三氏のr幼児期の文字の教え方

と絵本」　（司会，佐藤泰主氏ンを中心として開いた。

常任理事会（3月1日）

（1）機関誌発行の件

　r読書科学」の49・50号は，やっと校了になった。51

・52号はすでに編集を終わっている。

（2）　1．R．A．年次大会の件

　4月20日～23日，ニュージャージー州のアトランティ

ク・シティで開催される。

（3）国会図書館の児童図書の公開閲覧を要請する件

　事務連絡所から中間報告があった。

（4）本年度研究大会の企画の件

　1月25日の企画が報告され，承認された。

常任理事会（3月30、日）

（1）本年度研究大会の件

　会場は都立教育研究所に決定した。基調提案について

討議が行なわれた。

（2）本年度公開研究会企画の件

　5月二倉沢，6月＝室伏（出雲路），9月＝阪本敬（佐

藤），10月一望月（増田），11月一岡田（村石），2月一
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　読書科学（XIV，3，4）

岡本（福沢）に決定。カッコ内は司会者。

常任理事会（4月30日）

（1｝機関誌発行の件

　r読書科学」51・52号は印刷所には印刷所にはいって

いる。53・54号は目下編集を急いでいるが，これで昭和

45年度の機関誌の発行が完了する。次いで55号は匝5月

末の〆切である。

（2）機関誌特集号発行の件

　次回常任理事会の前に，　r読書とは何か」にっいて討

議を行ない，これを録音して，特集号とすることが決ま

った。

（3）本年度研究大会の企画の件

　倉沢理事が欠席のため，大会のテーマについて討論は

行なわれず，シンポジウムの役割は，次のように決まっ

た。基調提案者倉沢氏，討論者入谷氏，岡田氏，室伏

氏，司会者村石氏。

。”””嘗；＿＿，一”，”ρ層”””一＿，＿，8””ρ夕卿”””◎”””層，”ρ”・r＿”，8”””8，”“”一＿””』脚””，一，，”，

　　　　　　　　　受　　贈　　図　　書　　類

国立国会図書館：国立国会図書館所蔵・児童図書目録，

　上巻，昭46

国立国会図書館：逐次刊行物目録，昭和44年版

山本隆三：読書力をささえる要因についての一考察，西

宮市享教育研究所（孔版）昭46

有明工業高等専門学校紀要，第7号，昭46

総理府青少年対策本部＝青少年問題に関する文献目録，

　1，昭46

同青少年問題に関する文献抄録集，1，昭46

同：青少年問題に関する委託研究調査結果の楓要（昭和

　44年度），昭46　　　　　　　　　　　　　　　　　・

同：青少年の連帯感などに関する調査報告書（速報）昭

　46

同：青少年の連帯感などに関する調査報告書（全国編）

　昭46

Youth　Bureau，Prime　Minister’s　Omce：Japanese

　youth，from　the　inquiry　on　the　ways　of　thinking

　of　youth．1971

、

ξ

》1

暫．
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